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1.序 論

漢語 とその周辺諸言語 との対訳語彙や 「来文」 と呼ばれ る対訳文例からなる
くの

「華夷訳語」にはいわゆる甲乙丙の三種がある。 この内チュルク語が扱われて

いるのは乙種 「高昌館訳語」 と丙種 「畏兀児館訳語」の二種である。前者は四

夷館における訳字生教育の目的に作 られ後者は会同館における通事養成の目的

に作 られたが,共 に明代の編纂と推定 されている。

これらチュルク語の研究は,「高昌館訳語」に関してはJ.Klaproth(1820)

とL.Ligeti(1966～9),と りわけ後者によるかなり詳細な記述が提出されて
く　ラ

い る。 一 方,「 畏 兀児 館訳 語 」 に 関 して は 曽て 筆 者 が そ のチ ュノレク語 の 性 格 に

くの
ついて論じた ことがあるが(1982),そ れ以外の研究は未だない。

「畏兀児館訳語」は 「高 昌館訳語」 と異 って,「来文」をもたず,ウ ィグノレ文

字による文語表記もない。ただ漢語単語と漢字音写されたチュルク語との単純

な対照によって構成された単語集である。だが,こ のチュルク語とい うのは先

に述べた作成 目的をもって書かれていることから,当 時の特定地域で実際に使

われていた口語形式を記録したものと推定でぎる点において極めて重要な言語

資料とな りうる。これに対 して 「高昌館訳語」のチュルク語は後に触れるよう

にウイグル文字による文語形式とその読書音とからなっている。

ここでは,丙 種 「畏兀児館訳語」の漢字音写チュノレク語から当時の実際のチ

ュルク語音形式を推定 し,そ の音韻体系と語彙の再構成を試みる。又,再 構 し

た言語の特徴についても解説 したい。

1.1上 の チ ュノレク語 音形 式 の推 定 の手 続 ぎ と して は,先 ず最 初 に 全 て の 漢 字

(1)甲 種 に所属するのは蒙古(嵯 鞄)語 のみである。「華夷訳語」 についての 書誌学的

解 説は石 田(1931)に 詳 しい。

(2)こ の他に,「 来文」 に関する 最近 の研究が ある:胡 振隼/黄 潤隼 「明代高 昌館来文

及其歴史研値」「中央民族学院 ・学報」1982年 。

(3)チ ュwク 語以外 の研究について は,山 崎忠 「我が国に於 ける華夷訳語 研究史」(『朝

鮮学報」(第五,六(1953,'54))に 詳 しいが,実 際にはそれ以後に出た西 田龍雄 「華夷

訳語研究叢書」(1970～'80)の チベ ッ ト・ビルマ語 系言語に関する彪大 な著作が 「華夷

訳語」研究の最大 の成果といえる。
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表記形式を,こ の単語集が作成された時代と場所である明代北京の漢語音を用

いて単純に再構したい。次に再構された各形式と同源形と目される形式をチュ

ノレク語諸方言中にそれぞれ同定 し,そ れらと各再構形とを比較することによっ

て漢語音体系の制限内にあった各再構形を実際のチュルク語音形式に近づけて

ゆきたい。

上の手続 きの第一段階は各単語毎に行 うことのできる作業であるが,第 二段

階はなかなか複雑である。とい うのは個々の単語形式が漢語音の制限をどこま

で越えられるかは,漢 字によるチュルク語音表記の体系全体の中から割 り出さ

れねばならないからである。即ち表記体系の解明そのものを意味する。

もちろん単語集の編纂者はこの表記体系を予め用意 していて,そ れに則って

各チュノレク語音に漢字を当てはめていったのではな く,自 らのもっている漢語

音の中からチュノレク語音に近似 した音を随意に選んで表記したので,解 明せね

ばならない表記体系といってもそれは自然に成立 したものである。

一方,こ の単語集の編纂者は漢諭 こは精通 していたが,チ ュノレク語には十分
く　　

な知 識 を も って い な か った と考 え られ る。 従 って 実 際 の 発 音 形 式 と比 べ て 不 正

確 な 記 述 も混 入 され てい る こ と を 想 定 して おか ね ば な らな い。 た とえ ば,「 下

雨」 は 阿 噛 と表 記 され て い る。 この 意 味 を 表 わ す チ ュル ク語 は 一 般 にyaγ 一の

形 式 を 用 い る。 初 頭 の 漢語 音aは この テ ク ス トの 他 の 場 所 で は チ ュノレク語 初 頭

の/a/を 表 わ し,/ya/はiaで 表記 され る。 も し このaが こ こで/ya/を 表

わ す の な ら,aは/a/と/ya/の 二 種 を 表 示 し,iaと 表 示 範 囲 を 重 ね 合 うこ

とに な る 。 又,/y/は 一 般 的 なiの 他 に ゼ ロで も 表 示 され る こ とに な っ て,

表 記 の 規 則 性 は 緩 慢 な もの と な る。 反 対 に,aが/a/の み を 表 示 す るの な ら,

「下 雨 」 は/aγ 一/と い うチ ュノレク語 と して は 変 った 形 式 を もつ こ とに な る。 だ

が,表 記 体 系 に は 一定 の 合 理 性 を 認 め ね ば な ら ない の で,上 の よ うな場 合 には

実 際 に は 存 在 しな か った チ ュノレク語 音 か も知 れ ない が,後 者 の解 釈 を採 用 す べ

ぎで あ る。 お そ ら くこの よ うな 表 記 は 編 纂 者 に よ る誤 りで あ ろ う。 しか しそ の

誤 りの 段 階 を 越 え て 音 価 の 推 定 や 単 語 形 式 の 再 構 は で ぎ ない 。 もちろ ん こ の よ

(4)cf.庄 垣 内(1982p.36)及 び本 書p.165。
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うな単語には註を施 して,有 り得る実際の形式を掲げたいが幸いなことにそ う

多 くはない。

1.2「 高昌館訳語(一 書)」 の人物門では 「高昌」に対してwyqwr畏 兀児が

当てられているよ うに,「高昌」 と 「畏兀児」は同一地域(or民 族)を 指す と

いってよい。「高昌館訳語」のチュルク語は 「来文」が示す通 り,土 魯番,�

密を中心 としたウイグ リスターンで使われていた言語である。従 って 「畏兀児

館訳語」のものも同一地域のチュルク語であったと考えてよい。前者を 「明代

ウィグw文 語」,後者を 「明代 ウイグノレロ語」 と呼んで差 し支えあるまい。

それ故,上 の1.1c`現 われた 「第二段階」で対照するチュノレク語 も現在の新

彊で用いられている新 ウイグ)L語 を中心とした東方チュjLク諸語を採用 した。

又,「 高昌館訳語」 と,や は りrウ ル.ファン・ハ ミ辺 りの 言語で書かれた 「五

体清文鑑」 のチュルク語は,「畏兀児館」 と同じ地方の 言語であ り且つ 時代的

にも近い関係G`あ ることからここでは重要な比較の資料となりうる。

「高 昌館」チ=wク 語の語彙はウイグル文字4`よ る文語と漢字によるその読

書音表記 とから出来ていると先に述べた。 この読書音の再構はウイグノレ文字表

記 との対照によってかなり正確な形式の提出が期待 されるとζうだ演,実 際に

は使用 された漢語音がウイグル文字表記のレベルをそ う越えていないのでそれ

程都合 よくは行かない。使われたウィグw文 字には多 くの多音文字が含まれて

いるが,漢 語音はそれらを十分に弁別 していない。たとえば子音の有声無声,

円唇母音の前舌後舌などの弁別は十分ではない。 これ らについては註記に詳述

したい。曽てLigeti(1966,'69)は 「高昌館」チュノレク語の再構(?)を 試

みた際,漢 字表記形式をほとんど利用することなく単にウイグJv文字形式に古

代ウイグノレ語やその他のチュノレク語形式をあてはめた程度に留まったのは多分

漢字表記が上のような性格をもったためであろう。

しか し,「高昌館」のような 漢字表記が 「畏兀児館」チュノレク語の再構に役

立つ場合 も多々ある。たとえば読書音形式の音節末の1を 漢語韻尾 一nで 表記

した り,閉 鎖音やrが 音節末にあって表記ゼロで示されることなどは 「畏兀児

館」と同様であるが,ウ イグル文字表記との対照から 「畏兀児館」のこれらの
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子音 も鼻音やゼロではなく実際に1や 閉鎖音や γなどであったことが 確認で

きる。又,何 よりも 「高昌館」の単語項目の大きな部分が 「畏兀児館」のもの

と一致する点は役N`立 つ。

一方,十 八世紀V`編 纂された 「御製五体清文鑑」のチュノレク語は,ア ラビア

文字文語とその満州文字による読書音形式から構成されている。満州文宇の表

記体系は既に漢語音化されていたが,チ ュルク語に対するその表音機能は漢字

音のものよりはずっと優れている。従ってチュノレク語の再構形 も正確なものが

提出でぎる。又,こ の読書音形式は当時のrウ ルファン・ハ ミ地方の(新)ウ

イグjL語 口語形式に極めて近いものであったので,そ の再構形が明代 ウイグル
(5)

口語の再構に役立つことは疑 うまでもない。

1.3明 代北京音は明の萬暦三十四年4`刊 行 された徐行撰の「重訂司馬温公等韻

図経」を基にした再構音を利用したい。この韻図には二十一声母 と,十 三撮に

大別された韻母 とが掲載されている。しかし二十一声母の内,実 際に認定でぎ
(6)

る もの は十 九 声 母 で あ る。 これ ら の声 母 と韻 母 とは 次 の通 りで あ る。

P(幣)ph(湧)t(端)th(透)k(見)kh(漢)ts(精)tsh(清)

t§(照)t§h(穿)f(非)s(心)§(審)現(稔)x(曉)m(明)

n(泥)・1(来)・(影)

aniηuniuη(通 撮)11iyar(止 撮)uIU(祝 撮)aiiaiuai

(蟹 撮)eiuei(塁 撮)auiau(効 撮)Dbuっ(果 鑛)aiaua

(假 撮)εiεuεiue(拙 撮)aninu(a)niun(至 秦撮)aniεnuan

lUE--(山 撮)ania13uao(宕 揚)auiau(流 撮)

但 し,こ の韻 図 では 現 在 の北 京 語 の唇 位 開 口音 は 全 て合 口音 と して扱 われ て

い るが,こ の合 口性 は こ この チ ュノレク語 音 表 記 セこは 関 与 し てい ない の で以 下 で

(5)cf.庄 垣 内(1979)。 又 以下の 「五体清文鑑」チュwク 語の形式 はこの拙稿で示 し

た方法 によって再構 した形式で ある。

(6)明 代北京音 としてこの 韻図か らの 再構音を用いたのは 西 田(1963等)の 方法に 従

った。 更に再構音は陸志童 「記徐孝重訂司馬温公等韻図経」(「燕京学報」 第三十二期)

で提出され た形式を用いたが,若 干の便宜的な修正を加えたところもある。
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は特 に この特 徴 を表 示 しな い 。e.x.把pwa攣mwan→paman.

1.4石 田幹之助(1931)に 従 うと,丙 種 「畏兀児館訳語」には全部で八種の異

本があるとい う。その内筆者の扱い得たのは 「阿波国文庫本」「静嘉堂文庫本」
くの

「ロンドン本」の三本である。 「ロンドン本」と他のものとの間には 単語項目

の順序や表記漢字に若干の違いがみられるが,そ れ以外の内容はかわらない。
く　ラ

全部で十九門八三九の単語項目をもっている。

な お,以 下 で は 「畏 兀 児館 訳語 」 チ ュノレク語 即 ち 明代 ウィ グノレロ語 を ウイ グ

)L語A,「 高 昌館 訳 語 」 チ ュノレク語 即 ち 明代 ウイ グ ル文 語 を ウイ グ ノレ語Bと 呼

(9)

び た い 。

(7)「 ロン ドン本」 は現在はSchoolofOrientalandAfricanStudiesに 所 属 して いる。

「阿波国文庫本」は京都大学文学部所 蔵の 写真を利用 した。 なお 「ロン ドン本」 では

「委兀児課語」とな って いる。 この三本以外 は 「正斎 目賭本」 「彙刻書 目外集所載本」

「河 内本」「稲葉氏本」「孝藪堂 目所載本」で ある。

(8)「 阿波国文庫本」で は 「器用門」 の末尾の四語と 「鳥 獣門」初頭の六語 が後者の部

門名 と共に脱落 している。

(9)省 略記号Uig.A=ウ イグル語A(丙 種 「畏兀 児館繹語」のチ ュル ク語)。Uig.B=

ウイグル語B(「 高昌簸 澤語」Ligeti('66'69)に 掲載のフ ァクシ ミリ及びパ リ国民図書

館本等を使用 した)。Wu.=「 五体清文鑑」チ ュルク語 の 再構形 。N.Uig.=新 ウイグル

語。oNrr.i古 ・中チ ュル ク語(古 代 中世 ウイグノレ語 を中心 とする)。Chag.=チ ャガタ

イ語。Uz・=ウ ズベ ク語。Sal.=サ ラノレ語。Osm.=オ スマ ン語。Mong.=蒙 古文語。

Per._ペ ノレシヤ語。Kha._ハ ノレハ語。L=ウ イグル館訳語ロン ドン本。Se.=静 嘉堂本。

A=阿 波国文庫本。D=嵯 鞘館訳語(丙 種は阿波国文 庫本,乙 種は東 洋文庫本等を使用

した)。Hui。=回 回館訳語(本 田)。

なお,本P文 作成 にあた り西田龍雄教授(京 都大学)の 指導を受けることがで きた。

漢字音に関 して は長田教授の教示 も得 られた。両先生 に対 して ここに感謝 の意を表 して

お きたい。
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2.ウ イ グ ル 語Aの 音 韻 体 系 の 再 構

2.1子 音

漢 語 の音 節 構 造 と チ ュノレク語 の もの とは 大 ぎ く異 ってい る の で,漢 語 音 を も

って ウ イ グル語Aの 音 節 を 正 確 に 表 示 す る こ とは で きな い 。:東方 チ ュル ク語 で

は 一 般 に 次 の 六 つ の 音 節 構 造 の型 と,切 れ 目の型 を も って い る。

VCVVCCVCVCCCVCC

…VICV… …VCICV… …VCqCV…

ウイ グル語Aも 基 本 的 に は これ と同 じ型 を も って い た と仮定 した い 。

2.1.1音 節 初 頭 位 に 立 つ 子 音

2.1.1.1閉 鎖 音

明 代 北 京 漢 語 は,有 気 対 無 気 の 対 立 を な すkh-kth-tph-Pの 三 系 列

六 種 の 閉 鎖 音 を も っ て い た 。 一 方,東 方 チ ュル ク 語 の 閉 鎖 音LYrも 軟 口 蓋,歯 茎,

両 唇 の 三 系 列 が あ る が,一 般 に は 気 音 に よ る 対 立 は な く,有 声 対 無 声 の 声 の 対

.立が あ る 。

1。 漢 語 音kh,kの 表 記

(a)乞 赤khit§hU小 」(63):Uig・BkycykWu・kicikOMT・kicig

N.Uig.kicik.

欠khiεn「 来 」(356):Uig.Bk'dWu.kia1-OMT.k�1-N.Uig.

ke1-kil一.

突 子khuts1「 秋 」(203):Uig・Bん 吻5Wu・k�OMT.k�

N.Uig.k�.

闊 闊khuっkhuっ 「青 」(792):Uig.BkwykWu.k6kOMT.k6k

N.Uig.k�.

以 乞ikhi「 ご 」(803):Uig.BikyWu.ikiOMT.ikiikki臾i

N.Uig.ikiikki,

洗 児 克siarkhε 「酷 」(562):Uig.Bsyrk'Wu.sirk膂MT.
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sirk膀.Uig,sirk舖erk�.

(b)革 即児 也蜜 失kεtsioriεmi§1「 砂 菓 」(322):Hui.革 則 児 「請薙

;薗」gazar(本 田1198) .

引 赤 革int§hlkε 「細 」(73):Wu.yin6igaOMT・yin6igaN.Uig.

yin了igayeinJiga.

以 力革 力ilikε1ir前 」(225):Wu.ilgariOMT.ilgariN.Uig.

ilgari.

與 故 児iukuor「 胞」(359):Wu.yUgUr-N.Uig.yUgUr一.

以 及 児 蜜ikiormi「 二 十」(812):Uig.BツkツrmrVOMT.yigirmi

Wu.yigermaN.Uig.yigirma.

詠 児 干 .maii些 璽}「 能 」(496):Wu.mtirganN.Uig.m雄gan.

上 掲 の(a)は 漢 語 の軟 口蓋 無 声 有 気 音khが チ ュル ク語 の無 声 音kと 対 応 し,

(b)は 漢 語 の軟 口蓋 無 声 無 気 音kが チ ュノレク語 や ペ ノレシ ャ語 の有 声 音9に 対 応

して い る。 これ に よ って 漢 語 の有 気 音 が ウイ グ ル語Aの 無 声 音 を 無 気 音 が ウイ

グル語Aの 有 声 音 を 表 示 し よ うと した こ とが 大 凡 理 解 で き る。 この よ うな 方 法

は,漢 語 音 化 され た 満 州 語 の 表 記 体 系 を 利 用 した 五 体 清 文 鑑 チ ュ ル ク語 の 閉 鎖 .
くゆ

音と破擦音表示にもみられる。

(c)克 失khε §1「 冬 」(204):Uig.BqysWu...Vqis.OMT...VqisN.Uig.

..v
qis.

nカkhanli「 車 」(571):Uig.B4'WklyOMT.gante.

苦 刺khula「 耳 」(520):Uig・Bq脚'qWu・golaqOMT.qul7aq

N.Uig.qulaq.

課 卜kh些 ～bu「 起 」(34):Wu・qoP-OMT.qoP-N.Uig.qop一.

脱 庫 子thu;)khuts1「 九 」(810):Uig・BtwqwsWu・toqosOMT・

toquzN.Uigtoquztoqoz.

(10)cf.庄 垣 内('79)PP.33～35.
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上掲例は漢語音khが チ ュノレク語 のqと 対応している。本来のチ ュルク語に

は一般に軟 口蓋系列の無声閉鎖音`G'前部,後 部の二種があって,ふ つ うは母音

の前舌音,後 舌音と呼応 して現われる。(a)のkhに っつ く韻母は後に述べる

ようにウイグル語Aの 前舌母音を,又(c)の 韻母は後舌母音を表示することが

できるので,こ こでは漢語のkh一 種を用いてウイグル語Aの 前後二種の軟 口

蓋音を表示したものと判断でぎる。チュノレク語の9も 一般には前舌母音 と結合

するが,上 掲(b)の 漢語音kの もつ韻母 もやはりウイグw語Aの 前舌母音を表

示できる。

以上のことから,上 掲(a)のkhが ウイグ)V語Aの 前部軟口蓋無声閉鎖音k

の音価を,(b)のkが その有声音である9の 音価を,そ して(c)のkhが 後部

軟口蓋(or口 蓋垂)無 声閉鎖音qの 音価をそれぞれ表示したものと推定して無

理はない。

(d)噛 児kっar「 雪 」(7):Uig.B4'rWu.qarOMT.qarN。Uig.qar.

鳴 刺k)la「 黒 」(794):Uig.B4'r一 一'Wu.qaraOMT.qaraN.Uig.

gara.

疇 林kDIin「 厚 」(702):Uig.B4'zynWu.qalil10MT.gahn

N.Uigqaiin.

噛 阿 子b'ats1「 紙 」(585):Uig・Bq'q'tWu・k舐azOMT.k臠d�

N.Uig.kaγazk膾艘Huikaγaz嚇 額 子.

ap安kaan「 血 」(528):Uig.B4'nWu.qanOMT.qanqan

N.Uig,qanq舅.

a芬ｸka§1「 玉 」(771):Uig.B4'sWu.qasOMT.qasN.Uig・Vqas.

「等 韻 図 経 」 中,果 撮 開 口 篇 ・見 母 音 に 所 属 す る 鳴k)は 一 部 の ウ イ グ ノレ語

Aのraを 表 示 す る も の を 除 け ば 上 掲 の ご と く常 に チ ュ ル ク 語 のqa又 はka

(借 用 語 に 限 られ る)に 対 応 し て い る 。当 時 の 北 京 漢 語 で は,khaは 一 般 的 音 節

で は な か っ た の で,kっ を も っ て ウ ィ グwqAのqa又 はkaの 音 価 を 表 示 し

ょ う と し た も の と推 定 で き る 。 こ の よ うな 噛 の 使 用 は 「回 回 館 訳 語 」 に お い て
(il)

も み る こ と が で き る 。

(11)cf.鳴 児k舐「 事 」 鳴 石q舖「 銭 」(本 田217;582)。
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一 方
,「 等 韻 図 経」 中,假 囁 開 口篇 の 見,曉 二 声 母 に 振 り分 け られ て い る恰

(ka,xa)は,ふ つ うは そ の 曉母 音 を用 い て ウィ グw語Aのxa-rx艪� 表 示 す

る。 しか し,上 掲(d)の ご とぎ単 語 では 他 の チ ュル ク語 と の対 応 か ら,む し ろ

qaの 音 価 を 表 示 した もの と推定 した い 。 な お,ウ イ グル語B(高 昌館 訳 語)で

(12)

はqaは 常 に 恰 に よ って表 示 され て い る 。

2。 漢 語 音thtの 表 記

(a)塔tha「 山 」(94):Uig・Bt'qWu.taγOMT.taγN.Uig,taγtaq.

ﾜ必thεpi「 太 馨 」(455):Wu.t臙ibN.Uig.t記bib.

脱 羅thinluり 「多 」(749):wu.tulaN.Uig,tola.

土 舎thu§ ε 「褥 」(544):Uig.Btzuys'kWu.t�ekOMT.t�臾

N.Uig.t�臾.

額 児 帖 ε ∂rthiε 「早 」(213):Uig.B'rd'Wu.舐t膂MT.舐t�

ert膀.Uig.舐t�.

阿 児 場aarthi「 六 」(807):Uig.BｰldyWu.altiOMT.alti

(12)ウ イ グル 譜Bの ウ イグ ル文 字 文 語 表 記 は,軟 口蓋 前 部 閉 鎖音 を文 字 々で,後 部 の も

の を 文字4で 表 わす 。 文 字 走に対 す る読 書 漢 語音 はkh一 とk・ が用 い られ て い る が,語

頭 で は 原 則 的 にkh一 が 立 つ。(東 方)チ ュノレク語 で は語 頭 は一 般 に無 声 のkが 立 つ ので

この位 置 で は ウ イグ ル 語Bのkh一 とよ く対 応 して い る 。 一 方語 中で は漢 語 音kh一 とk・

の 両 方 が現 われ るが,こ れ ら は他 の チ ュル ク語 のkgと うま く対 応 し ない:iky以 几

jki「 二 」(Ligeti'66'69に 掲 載 の フ ァク シ ミ リ番 号No.II-18a)cf.OMT.iki,ywkwn

羽 恭ykun「 拝 」(No.II-22b)cf.OMT.yUkUn・,ykyrmy以 起 児 蜜ikhiarmi「 二

十」(No』 一18b)cf.OMT.yigirmi,ゑy躍 兵 克piAlih｣「 聰 」(No.22a)C{.OMT.

bilg�.

ウイ グル 語Bの 漢 字表 記 は他 の 子 音 に 関 して も声 の 点 で チ ュル ク語 と一致 す る対 応 を

Yさ な い。 これ は,ウ イ グル 語Bの 漢 語音 表 記 が,ウ イグ ル語Aの よ うな 声 を弁 別 す る

方 法 を 十 分 に は知 らな か った こ と と,書 き手 の,ウ イグ/v語 自体 に対 す る 知識 の欠 如 に

よ る も の と推 定 で き る。Ligetiは,ウ イグ ノレ文 字nyのnの 点 の 脱 落 した も の を,y

と誤 って 以iで 音 写 した 例 や,vとyを 表 わ す 文字 が 同一 形 態 を 示 す こ と か ら,qav・ に

対 して 概khaiで 音 写 した例 を引 い て,書 き手 が 実 際 の ウイグ ル 語 の 発音 と は無 関係 に

文 字 を逐 字 的 に 漢語 音 写 して い る 点 を 指摘 して い る('69p.31p.42)。

な お,ウ イグ ル語Bの 文 字4はqとrを 表 示 す る が,他 のチ ュル ク語 のqと 対 応 す

る文 字4に 対 す る 漢 語音 は,語 頭 で はaに 先 行 す る もの を除 い てkh一 が,語 中で はkh・

とX・ が立 つ 。但 し ウイグ ル 語Bで は初 頭 に9や γの 立 つ例 は ない 。twqws土 庫 思thu

khuS1「 九 」(No』:一18b)cf.OMT.toquz,twrqw土 児 呼thuarXU「 絹 」(No』 一

6b)cf.OMT.torqu.
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N.Uig.altialti.

(b)打 魯talu「 薬 材 」(350):Wu.daruN.Uig.darudora.

得 児 冴teioria「 海 」(104):Wu.daryaN.Uig.da)ryadaerya.

卜故 大 聾1些 璽 「麦 子」(326):Wu・buγdayN・Uig・buγday・

坤 都 子khuntutsl「 書 」(207):Uig・BktvyndwsWu・kindUs

OMT.kUndUzN.Uig.kUndUz.

也 的 子iεtitsユ 「高 」(745):Uig・B'dysOMT・adiz・idiz・

上 掲(a)の ご と く漢 語 音thは 常 に チ ュル ク語 のtに 対 応 し,(b)の ご と く

tは 常 にdに 対応 して い る ので,kh:kの 場合 と同 様 にthが ウイ グ ノレ語A

の 歯茎 無 声 閉 鎖 音tの 音価 を,tが そ の 有 声 音 で あ るdの 音 価 を 表 示 した も の

くエヨラ

と推 定 して よい 。

3。 漢 語 音ph,Pの 表 記

(a)柏 思phas1「 更 」(263):Osm・p舖Per.p舖,

批 蜴phithi「 風 」(632):Wu.pitN.Uig.pit.

阿 児 柏aarpha「 青 裸 」(323):Uig.B'rp'Wu.arpaOMT.arpa

N.Uig.arpa舊a.

亦 柏 児iphagr「 庸 香 」(345):Wu.iparOMT.yiparN.Uig.ipar

ifarip�.

冴 漢 児 腐 撒 慢iaphuarkasaman「 茶 」(565):Uig.By'pyrq'4

Wu.yapurmaqOMT.yapurraqN.Uig.yapurmaqyapraq

以 上 全 て 「葉 」 を 意 味 す る.

(13)ウ イグル語Bの 文語表記では歯茎 閉鎖音は文字tとdで 示 される。文字tは 語頭

と若干の音節末に現 われ る。従 って音節初頭では文字tは 語頭 にしか立たない。語頭の

tは 原則的に漢語音th一 で読 まれ,他 のチュル ク語の無声のtと よ く対応す る。但 し,

(東方)チ ュル ク語 では語頭の歯茎閉鎖音 は一般にtの みが立つ。一方語 中の音節初頭

に立 つ文字dは 一部の例外を除いて漢語音t一 で読 まれるが,こ のt・ は他 のチ ュル ク

語 のtとdの 両方に対応する:'d'4y阿 答黒ataX｣「 脚 」(No.1-26a)cf.OMT.

adaq・1,'d'阿答ata「 父」(No・1-18a)cf・OMT・ata・
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(b)把 児paor「 有 」(75):Uig.BP'rWu.barOMT.barN.Uig.

barba.

伯 唄Pεt§hen「 猴 」(277):Uig・BpybynOMT・bi6inbe6in・

別 失piεFl「 五 」(806):Uig.BpySiWu.bie§OMT.bi§be§

N.uig.begba9.

李 亦Pりi「 香 」(302):N.Uig.boybuy.

必 児pier「 一 」(802):Uig.BprVrWu.birOMT.bir'N.Uig.

birberbar.

上 掲(a)の ご と くphは チ ュノレク語 のPに 対 応 し,(b)の ご と くPはbに 対

応 し て い る の で,phが ウ イ グ ル 語Aの 両 唇 無 声 閉 鎖 音P,そ し てPが そ の 有

　 　

声音であるbの 音価をそれぞれ表示したものと推定でぎる。

以上から,ウ イグル語Aの 音節初頭に立つ閉鎖音 とそれを表示する漢語音 と

の関係は次のごとくまとめられる。

讐乳語A勲 篶 鷲
(1)ウイ グ ノレ語Aの 母 音aに 先 行 す る とき。

2.1.1.2破 擦 音

明 代 北 京 漢語 は,閉 鎖 音 と 同 じ く有 気 対 無 気 の対 立 を もつtsh-tst§h-t§

の二 系 列 四種 の破 擦 音 を も っ てい た。 東 方 チ ュノレク語 で は歯 茎 硬 口蓋 の無 声 破

擦 音 が み られ る が,現 代 語 で は そ の有 声 音 もふ つ うに現 わ れ る。

1。 漢 語 音t§ht§ の表 記

(a)叉 黒 皇§ha聖 「時」(206):Wu・caYOMT・caYN.Uig・carcaq・

克 轍khεt§hε 「夜 」(208):Uig,Bk'c'Wu.k臘膂MT.kic�

kec膀.Uig.kic臾臘�.

(14)ウ イグ ル語Bの 文 語 表 記 で は両 唇 閉 鎖 音 は 文字pで 表示 され る。 文 字 ♪ は 常 に漢

語 音p・ で 読 ま れ て い るが,こ の 中 に は他 の チ ュル ク語 の無 声 のPに 対 応 す る もの も あ

る:'rp'阿 児 把aarpa「 麦 」(No.1-10b)cf。oNrr.arpa,y伽9'9葉 必児 姶iεpi

arxa「 葉 」(No.1-11b)cf.oNrr.y舊irraq.
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赤 黒t§1xε 「出 」(37)=Uig.B∂ ツ9-Wu,.ciq-OMT。ciq-N.Uig.

ciq-cix一.

卜児 叉puart§har$」(289):Uig・Bρ 獅8gWu.purcaqOMT.

burcaqN.Uig.purcaq.

祉 祉t§hεt§hε 「花 」(290):Uig.Bδ'δ'々Wu.c臘臾OMT.c臘臾

N.Uig.cic臾c臘臾.

(b)批 安t§aan「 性 命 」(534):Wu.JanN.Uig.了anian.

者 児 得 阿 芯tFεorteiathε 「赤 馬 」(662):Uig.Bbyrd'Wu.

JerdeN.Uig.Jardajerda.

只 塔t§ltha「 鎗 」(577):Uig.B∂ ツd' .Mong.iida.

麻 児 糺 安maort§aan「 珊 瑚 」(774):Ui9.Bm'rj'nWu・ma「 ∫an

N.Uig.marJanmarJan.

允 柱iunt§y「 珠 」(772):Uig.BwpηjtvWu.yUnjiOMT.yinこU

N.uig.yUnJayUn漁.

上 掲(a)の ご と く漢 語 の 硬 口 蓋 反 舌 有 気 音tFhは チ ュ ル ク語 の6に 対 応 し,

(b)の ご と くtFhの 無 気 音 で あ るt§ は 主 と し て チ ュノレク 語 や 蒙 古 語 の 」 に

対 応 す る 。 従 っ て,t§hが ウ ィ グ ノレ語Aの 歯 茎 硬 口 蓋 無 声 破 擦 音6,tFが そ の

くヱ　ラ

有声音である ∫の音価をそれぞれ表示したものと推定してよい。

漢 語 音t§ht§

i
ウ イ グ ル 語ACJ

(15)ウ イグ ル語Bで は文 字 δ が歯 茎 硬 口蓋破 擦 音 を 表 示 し,漢 語 音tghとtgで 読 ま

れ てい る 。語 申 に お け る この 漢 語音 の使 い 分 け は 必 ず しも他 の チ ュル ク語 の声 の 有 無 と

は対 応 して い な い 二`Zの 因 只int§ 、 「使 臣 」(NQ.1-22b)cf.OMT.N.Uig.11C7^'

elc"i.(東 方)チ ュル ク語 で は語 頭 に は 本 来有 声破 擦 音 は 立 た な い。 例 外 的 に現 わ れ る語

頭位 の漢 語 音t§ ・は 蒙 古語 の3と よ く対 応 して い る:8ッZ'め,窄 劇 的t§ailati「 躾 避 」

(No.II-26a)cf.mong.1it.jayila・(Lig.'66p.149),伽 ッr♂'々主 児 祉t§y∂rt§hε

「女直 」(No.1-24a)cf.D(乙)勉 グδ"主 児 察 蜴t§yart§hathi「 女直 」(人 物Fゆ 但

し ウイ グノレ文 字 音 写 の末 尾 のkはLigeti('66p.154)に よ る とtの 誤 りと い う。

語 頭 に有 気 音 を 立 て る漢 語 音 表 記 の 原 則 を破 る もの が,上 の よ うに 蒙 古 語形 式 と共 通

す る の は,書 き手 が 蒙 古語 の知 識 を も って い た こ とを 推 定 させ る。
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2.1.1.3摩 擦 音

明 代 北京 漢語6`は,xε 一 現sfの 四 系列 五 種 の声 母 摩 擦 音 が あ っ た。§ と4

は 声 の対 立 を なす 。 一 方 東 方 チ ュル ク語 に は軟 口蓋,歯 茎 硬 口蓋,歯 茎,唇 歯

の 四 系 列 の他 声 門無 声 摩 擦 音 を もつ もの も多 い 。

1。 漢 語 音Xk・(影 母)の 表 記

(a)uq児 卜思xa∂rpuS,「 西 瓜 」(316):Uig・Bq'rpwsN.・Uig・xa韮buz

Per.xarboz.

黒 児 思xεarsユ 「熊 」(624):Hui.読 児 思xirs・

虎 奈 児XUnaiar「 能 」(373):Wu.h�舐iN.Uig・h�舐Per.

honar.

舎�力 §εxali「 城 」(100):Wu..s臧舐N.Uig.s臧舐Per.sahn..

上 掲 の ご と く,チ ュノレク語 や ペ ノレシ ャ語 のxとhは 常 に 漢 語 音xと 対応 す る。

この よ うなxが ウ イ グル語Aのxhの 二種 の音 価 を 表 わ そ うと した可 能 性 は あ

る が,こ こで は 軟 口蓋 無 声摩 擦 音xの 音価 を表 示 した もの と推定 した い 。

一方
,.漢 語 音xの 表 記 は 東 方 チ ュノレク語 のqやkに 対 応 す る こ とが あ る 。

阿 黒黒axεxε 「焉 璃 」(775):Wu.aqiqN.Uig.xeqiq.

西 赤 児 窄sit§hlarxan「 鼠 」(269):Uig.B∫ ツ♂9'nWu.sacqan

OMT.sicqansicYanN.Uig.sacqancasqan.

諮 即XLIJtsi「 瞑 」(517):Uig.Bkwyz-Wu.kδzOMT.k6z

N.Uig.k�.

諮 補 緑xuopuiu「 橋 」(111):Uig.BkwyprwkWu。k�r�

OMT.k�r�N.Uig.k�r�k�r�.

上 掲 の漢 語 音xεxanxuoで 表 わ した ウイ グw芍ｹ が,当 時 の ト ゥル フ ァ

ン地 方 の チ ュwク 人 に よ って実 際 に はqi(q),qan,k�ﾉ 近 く発 音 され て い た

可能 性 は 大 きい 。 しか し上 に 述 球 た よ うに チ ュwク 語 のxhは 必ず 漢 語 音xで

表示 され,khの 表 記 は な い 。 又,上 の よ うなxεxanxuつ が ウイ グル語A

のqi(q),qan,k6の 一 般 的 表 記 で あ るkhεkhankhuaと 表 記上 補 い合 う

関係 に もな い 。 そ れ故 .ここで は上 の ご と きxは ウイ グル語Aの 軟 口蓋 無 声摩 擦

音xの 音 価 を表 示 した もの と推 定 して お きた い 。
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(b)阿 阿a●a「 壽 寄 」(464):Uig.B'4`Wu.aγaOMT.aqaN.Uig.

araaqa.

鳴 阿 子kっ'ats1「 紙 」(585):Uig.Bq'q'tWu.k舐azOMT.k臠d�

N.Uig.karazk膾艘.

阿 額 児a'Ear「 重 」(831):Wu・aγirOMT.arirN・Uig・aeYirerir・

塔 木 阿thamu●a「 印 」(584):Uig.B,,tmq-Wu.tamγaOMT・

tamraN.Uig.tamra.

養 兀 児ianuar「 雨 」(8):Uig.By'qmwrWu.yamYurN・Uig.

yamrur.

土 児 兀 子thuar.Uts1「 竪 」(725):Wu・turruz-N・Uig・turruz一 ・

(c)鼠 杜 児 故Futuerkur直 」(727):Mong・sidurγu・

卜児 故pu∂rku「PtJp/X」(598):OMT.bOrγuChag・bOr7uOsm・

burγu.

冴 濃 児 噛iaphuerko「 茶 」.(565):Uig.Bpt'PPtrq'qOMT.yapirγaq

yapurγaq・ 何 れ も 「葉 」 を 意 味 す る.

諮 卿 薦順 一xu)orkり §m一 「錫 一」(505):Chag・N・Uig・korγa§un

(Rad.)。 　
與 故 失 都 児iukuFltuor「 収 拾 」(399):N・Uig・yoγustur一

ソ

yuγustur一・

以 上 の ご と く漢 語 影 母.とkと は チ ュル ク語(or蒙 古 語)の γ と対 応 す る。

・は 現 代 北 京 語 の よ うに音 節 の初 頭 に あ って喉 頭 の緊 張 を表 わ した と考 え られ

る。 ・とkと は 表 記 上 の完 全 な 使 い わ け は ない が,一 一・・応kはrに 後 続 して現 わ

れ て い る とい って よい 。 漢 語 に は γが 存 在 し ない の で この ・と茎 を も って ウイ

グノレ語Aの 軟 口蓋 有 声摩 擦 音 γの音 価 を 表 示 した もの と推 定 し たい 。 な お,ウ
く　　ラ

イ グノレ語Bに お い て も ・やkに よ って γが 示 され て い る とい え る。

2。 漢語音 §現の表記
　 ソ

(a)夏 夫 塔 緑Safuthalu「 桃 」(308):Wu・sabtuliOsm・seftali
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N.Uig.saptul.

舎 児 §εar「 獅 子 」(437):Wu.§irN.Uigv.sirsir,.

所 児 把 §uっarpa「 湯 」(563):Uig.Bscarp'Wu.sorbaN.Uig.

sorba.

啄 甚ia§on「 緑 」(795):Uig.By'営 メWu.yasilOMT.yasil

N.Uig.yasilyesil.

冴 黒 失iaxε §1「 好 」(377):Uig.By'qsyWu.V.yaxsiOMT.yaq§i

yaxsiN.Uig,yaxsiyaxsi.

上 掲(a)の ご と く漢 語 の 反 舌 無 声 摩 擦 音 δ は 常 に チ ュル ク 語 のvSと 対 応 し

て い る 。 こ の § が ウ イ グ ル 語Aの 歯 茎 硬 口 蓋 無 声 摩 擦 音vSの 音 価 を 表 示 し た

も の と推 定 し て 差 し 支 え な い 。

(b)穰 阿刺 現aOala「 鍵 」(575):cf.Wu.canN.Uig.了aηcan.

§ の有 声 音 現 が 表 記 さ.れた単 語 は この一 例 に限 られ る。 この 現 が ウイ グ ノレ

語Aの 動 有声蔀 を表示したものと推定した駅。

3。 漢 語 音stsの 表 記

(a)撒 力sali「 黄 」(791):Uig.Bs'ryqWu.serirOMT.SlilYN.Uig.

seriYseriq.

写 乞 子siεkhitsユ 「八 」(809):Uig.BS'kysWu.s臾izOMT.

s臾izs臾kizN.Uig.sekizs臾iz.

小 文 的siauuan璽 「喜 」(366):Uig.B5'脚 ツηδOMT.s舸incChag.

sevmc.

(16)ウ イグ ル 語Bで はqとrは 同一 文 字4に よ って表 記 され て い る が,漢 字 表 記 で は

γ を 表 わ す の に ゼ ロを 用 い る 点 とkuを 用 い る点 とに お いてqの 音 写 と は異 って い る:

wqwl兀 温uun「 児 」(No.1-19a)cf.OMT.oYul,"ッg"7畏 兀 児ueiuar「 高 昌」

(No・1-24a),pwgwrqwlwq卜 苦 児 古禄pukhu∂rkulu「 減 省 」(No.9b)cf.

buqurruluq(Lig.'69p.19)。 こ の γ 専 用 の 表 記 の存 在 は書 き手 が あ る程 度 ウ イグル 語

の発音 に通 じて い た こ と を示 して い る。 しか し γ の 多 くはqと 同 じ表 記 で あ るkh・x・

を使 用 した:swqwn蘇 坤sukhun「 葱 」(No.1-12a)cf.OMT.soγm,'qys阿 黒 思

aX｣S1「 口 」(No.1-25b)cf..OMT.ar3z.cf.註(28).

(17)ウ イグ ル 語Bの 文 字5も 漢 語 音 §.で読 ま れて い る。 な お こ の有 声 音 は現 われ ない 。
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速su「 水 」(93):Uig.BswﾟWu,.suoMT.subsuvN.Uig.sus�.

以 夕isi「 熱 」(210):Uig,BisykWu.isigOMT.isigN.Uig.

issiqissiy.

(b)把 雑 児patsaer「 市 」(101):Uig.BP's'rWu.bazarN.Uig.

bazarbaza.

與 卒iutsu「 戒 指 」(781):Wu.tizUkN.Uig.α 加k.

克 即 児khetsior「 紅 」(790):Wu.qizilN.Uig.qiziL

冴 齎iatsi「 野 」(108):Uig.By'syWu.yaziOMT.yaziN.Uig.

yazlyez1・

與 俊1り 圭siunr葡 萄 」(305):Uig.BwyswmWu.UzUmOMT.

UzUmN.Uig.UzUm.

上 掲(a)の ご と 「く,漢 語 の歯 茎 無 声摩 擦 音sは 常 に チ ュノレク語 のsに 対 応 し

てい るの で,こ れ が ウ イ グル 語Aの 歯 茎 無 声 摩 擦 音sの 音 価 を 表 示 した もの と

推 定 で き る。 一 方,漢 語 音tsは(b)の ご と く常 に チ ュル ク語 のzに 対 応 し て

い る。 漢 語 はsの 有 声 音 を もっ てい ない の で,同 じ位 置 に あ る無 声 無 気 破 擦 音

tsを 用 い て ウイ グノレ語Aの 歯 茎 有 声 摩擦 音zを 表 示 した も の と 推 定 し て よい 。

「五 体 清 文 鑑 」 の チ ュノレク語 のzも 漢 語 音tsを 表 わ す 専 用 文 宇z`を 用 い て
く　

表示された。

4。 漢 語 音fの 表 記

菲 児 肺 児feiarfeiar「 胡 椒 」(327):N.Uig.filfilpilpil.

哨 藍 夫 児kDlanfuar「 丁 香 」(331):N.Uig.qa∋ranfiヱqお1εempur.

脱 夫 刺thuDfula「 土 」(88):Uig.Btwpr'qWu.tupraqOMT.

(18)cf.庄 垣 内('79)pp.35一 》36.又 ウイ グル 語Bの 文 字Sは 語頭 位,申 位 で は伝 統

的 な 文字Sの 形 態 を,末 位 で はzの 形 態 を用 い る が両 者 は 単一 文 字5と して 扱 え る。

こ の文 字Sは 語 頭 で は原 則 的 に 漢 語音s・ で読 まれ,他 の チ ュノレク語 のsと 対 応す る が,

語 中 の音 節 初 頭 で はs・ とts・ が現 わ れ,他 のチ ュル ク語 のszと は異 った対 応 を示 す=

ρ'S'r把 撤 児pasaar「 市 塵」(No.1-5b)cf.N.Uig.bazar,k"syk克 夕几khεsiki

「次 序 」(No.22b)cf.OMT.k艘ig・i,ik'sy以 克 即ikhetsi「 主 人 」(No.1-21b)Cf,

N.Uig.iga・si・siは3rd.pers.poss,
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topraqN.Uig.tofraqtopraq.

上 掲 の 漢語 音fは チ ュノレク語 のfあ るい はPと 対 応 す る が,Pは 他 で はph

で表 示 され た の で,こ こで は このfが ウ イ グル語Aの 唇 歯 無 声摩 擦 音fの 音 価

(19)

を表 示 した もの と推 定 して よい 。

以上からウイ.グノレ語Aの 音節初頭に立つ摩擦音 とそれを表示する漢語音との

関係は次のごとくまとめられる。

音語漢

A語ルグイウ

2.1.1.4鼻 音

x・k旦 旦S

I＼1(1)111.
xrsis

tsf

【I

zf

(1)と りわ けrF`後 続 す る 。

明 代 北 京 漢 語4=はm-n℃ の三 種 の 鼻 音 が あ った 。 東 方 チ ュノレク語 に もふ

つ うは こ の 三 種 が あ る が,瑠 は 単 語 の 初 頭4=は 現 わ れ な い 。

.1。 漢 語 音nlnの 表 記

(a)納 児naar「 石 榴 」(315):Uig.Bn'r一'Wu.anarOMT.nara

N.Uig.anarPer.n舐.

購 轍niεt§hε 「幾 日」(261):Wu.n臘膂MT.n臘膀.Uignec�.

奴 児nuar「 光 」(57):Wu.nurN.Uig.n�nur.

(b)馬 難manan「 霧 」(79):Wu.mananN.Uig.manan.

木 子muts1「 氷 」(9):Uig.BmwsWu.muzOMT.buzN.Uig。

muzmus.

阿麻 安aman「 太 平 」(760):N.Uig.amanaman.

也 蜜 失iεmi§1「 菓 」(163):OMT.yimi6.vyemisN.Uig.yemi首

(a)の ご と く漢 語 声 母nは 常4`チ ュwク 語 のnに 対 応 す る の で,こ のnが ウ

イ グ ル語Aの 歯 茎 鼻 音nの 音 価 を表 示 し た もの と推 定 で きる。 一 方(b)の ご と

(19)ウ イグル語Bに は文字 ∫ は存在 しない。又漢語音f・ は現 われるが,vを 表示す る

のに用 いられた(cf.註24)。 .
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く漢語音mは 常にチュノレク語のmと 対応するので,こ れがチュルク語Aの 両唇

鼻音mの 音価を表示したものと推定してよい。

2。 一n/一n十'(影 母)の 表 記

(a)桶 兀 子thuη'uts1「 猪 」(280):Uig・BtwnkwsWu・tuη γuzOMT・

toηuzN.Uig・to1〕 γuztongut・

養 額 児iaη'εar「 軽 」(830):Chag.yenilN.Uig・yarlgil「 軽 」(漢

維)

(b)恭 額 力 圭hiεn笠 塾 「天 」(1):Uig・BtnkryOMT・taηriMong・

teηger1.

遣 額 失khiεn・ εSl「 商 量 」.(409):Uig・Bk'nk'SOMT・kiηaき

Chag.kiηa§ 一N.Uig.ka1〕a首 一.

上 掲(a)の η+.は チ ュノレク語 の η 又 は ηγ η9に 対 応 して い る 。上 段 の 例

は ●が γを 表 示 で ぎた ので ηγ を 推 定 す る こ と もで き る。 しか し下 段 の'は9

を表 示 で きな か った 。 従 っ て 潟 と ●が 一η一を表 示 し た と推 定 して もよ い。 し

か し影 母.は 西 番 語 ではnを 表 示 し た の で,こ こでは(a)のn+'が 二 つ の
く　の

軟 口蓋 鼻 音 ηη を表 示 した と推 定 した い 。一 方(b)の 上 段 の例 で は 旦+● が

古 ・中チ ュノレク語 の 一η あ るい は 蒙 古 語 の ℃ge一 に対 応 して い るが,仮 に 古 ・

中 チ ュル ク語 の よ うに 一ηr一の結 合 を表 示 す る の な ら,ε は 不必 要 で あ る。 従

って ウイ グ ル語Aのr.の 前 に は蒙 古 語 の よ うに母 音 が 存 在 した と考 え ね ば な ら

ない 。thiεnに 対 してthiε η は な い の で,こ こで はn+.が(a)と 同様 に ηη
く　

を表示 したと推定 したい。下段のn+'も 同様の音価を表わしたと考えたい。

(20)cf.西 田('70)p.54.こ のnnか ら異 化作 用 に よ ってnrやngが 発達 した と考 え

た い 。 但 し,nnの 間 に音 節 の切 れ 目が 入 る。cf.2.1.1.6.

(21)ウ イグル 語Bに は 文 字nmnkが ある 。nは 有 点 で あ ってaや艪� 表 示 す る文 字
'と は 区 別 さ れて い る

。 文 字nmに 対 す る漢 語 音 は ウイ グw語Aと 同 じで あ るが,n

(orOり)を 表 わ すnkに 対 して は 一n+(些 ～ 辿 ・)一n+(些 ～ 逼 ・)一n+'の 三 種 が あ る:k'π 蓉々

肯 克 夫khankhaSl「 商 議」(No、II-27b)cf.OMT.kaη 蕊 ～kip舖,y'nk'養 克iaqkhe

「象 」(No.1-15a)cf.oNrr.yaqa,yｰnky養 几ianki「 新」(No.1-7b)cf.OMT.

yanY,kwnkzvl孔 灘khanuan「 一心 」(No.II-27a)cf.OMT.k��1.
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漢語音

ウイグノレ語A

n/n+'一

i

1〕'η

n
T

n

m
T
m

2.1.1.5流 音

明 代 北 京 漢 語 声 母 の 流 音 に は ユ が あ っ た 。 東 方 チ ュ ノレク語 で は1とr(歯

茎 弾 音)の 二 種 が み られ る 。

1。 漢 語 音1の 表 記

(a)i跨 黒lauX｣「 牌 」(673):N.Uig.lawha.

頼lai「 渾 」(132):Wu.1ayN.Uig.1ay.

脱 羅ithin1些}「 多 」(55):Wu・tulaOMT.tolotoluN.Uig.tola.

以 力ili「 温 」(165):Wu・iliqOMT.yilirN.Uig. .iliq.

(b)噛 刺 些～la「 黒 」(794):Uig.B,qr一'Wu.qaraOMT.qaraN.Uig.

gara.

與 楽iu1ε 「心 」(139):Wu.y�臾OMT.y�臾N.Uig.y�臾.

黒 牢X｣lau「 露 」(13):Uig.B49'r'4"ﾟWu.qirawOMT.gir膾u

N.Uig.qirawgira何 れ も 「霜 」 を 意 味 す る.

野 禄ialu「 明」(48):Wu.yaruqOMT.yaruqN.Uig.yaruq

yarur.

上 掲(a)で は 漢 語 の1が チ ュル ク語 の1に(b)で はrに 対 応 して い る 。 チ

ュノレク語 の 音 節 初 頭 音 に お け る この 対 応 に 例 外 は な い の で(a)の1が ウ イ グw

語Aの 歯 茎 側 面 音1を(b)の1が 歯 茎 弾 音rの 音 価 を 表 示 した もの と 推 定
(22)

し て よ い 。

漢語音

ウイグノレ語A

1
/＼
1r

(22)ウ イグル語Bに は流音表示 の文字 としてaとrが あるが,音 節初頭で はウイグノレ

語Aと 同 じく漢語音1一 が対応する。
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2.1.1.6半 母 音

東 方 チ ュノレク語 に は半 母 音wyの 二 種 が あ る。 これ らが 摩 擦 子 音vyと して

扱 わ れ る こ と もあ る。

1。 漢 語 の 韻母 初 頭u一 に よる表 記

コ 　

杜 失 瓦 児tu訊uaor「 難 」.(718):Hui・dusvar(本 田)・

　 　
咬 鹿失iauua§1「 善 」(375):Wu・yuwasOMT・yavasChag・

yawa§N.Uig.yava蕊

討 罐児thauuaor暇 子 」(545);Uig・Bt'β'rOMT.tavarN.Uig.

taVartaWartUgar.

條 外thiauuai「 駝」(433):OMT.tavat註vay.

上 掲 の ご と く漢 語u一 は チ ュル ク語 や ペ ル シ ャ語 のvやwに 対 応 す る。 こ こ

で は このu一 が ウイ グ ル語Aの 両 唇 半 母 音wの 音 価 を表 示 し た もの と推 定 した

い 。

なお,最 後 の三 例 では 問 題 のU一 に先 行 す る 韻母 の 一一Uが 後 に 述 べ る よ うに

や は りウ イ グ ノレ語Aのwを 表 示 す る の で,ウ イ グ ノレ語Aは 他 の チ ュノレク語 等 の
　ヨラ

ーw・・に 対 し て 一ww一 が 対 応 す る こ と に な る 。 こ の 特 徴 はu/tiに 先 行 す る 場 合

に は'U一 の 影 母 書に よ っ て 表 現 さ れ た と 考 え た い 。

小 文 的siau'unti「 喜 」(366)=Uig.Bs'wlyn∂OMT.savin6

/sawwundi/.

2。 漢 語 の 韻 母 初 頭i一 に よ る 表 記

呪 子iats1「 春 」(201):Uig・B,ysWu・yazOMT・yazN・Uig・

yaz.

葉 児iεar「 地 」(86):Uig.ByyrWu.yerOMT.yiryerN.Uig.

yery舐.

約b「 無 」(85):Uig.Bツ"gWu.yoqOMT.・yoqN・Uiq・yoq・

(23)ウ イグ ル 語Bで はt',e,プ 塔 凹 児thauaar(No.II-6b)の ごと く ・WWの 立 つ こ と

は な い。 こ の単 語 は後 に北 方 の 新 ウイ グ ル語 で はHami方 言 のtug舐の ごと く9を も

つ が,「 五 体 清 文鑑 」 で はtawguar[tawgwar]の 形 式 が み ら れ る。[tawgwarコ が ウイ グ

ル 語Aのtawwarを 通 した可 能 性 は あ る。cf.庄 垣 内('79)P,49,51.
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與 里 都 子iulituts1「 星 」(5):Uig・BywldysWu・yuldusOMT.

yultuzyulduzN.Uig.yulduzyultus.

上 掲 の ご と く漢語 音i一 は チ ュル ク語 のyに 対 応 す る 。 このi一 が ウイ グル語

Aの 硬 口蓋 半 母 音yの 音 価 を表 示 した もの と推 定 で き る。

な お,母 音i/iに 先 行 す る ウイ グ ル語Aのyは 漢 字 音'i一 の影 母'に よ っ て
く　の

表 現 され た と考 え たい 。

蔭in「 年 」(205):Uig.BptylWu.yilOMT.yilN.Uig.yily江

漢語音

ウイグル語A

u●

¥/(1)
W

工 ●
/(2)

Y

(1)u/ﾜに 先 行 して 。

(2)z/iに 先 行 して 。

2.1.2音 節末位に立つ子音

明代北京漢語で音節末位に立つことのできる子音は 一n-n(a)rの 三種だけ

である。これに対して東方チュノレク語では音節初頭位に立つほとんどの子音が

(24)ウ イグノレ語Bで は 半 母音 は原 則 的 に文 字 β とyで 表 記 され る。 文字 β は 漢語 音

表 記 で は ウイ グル 語Aと 同 じ方法,即 ちuやuの 前 のゼ ロで 示 さ れ る他,fを 用 い る こ

と も ある:ヅ β沓 冴法 失iafa§U善 」(No.26a),cf。OMT.yawas,g"β'〆g苦 法 嘲

khufala「 聚 會 」(No.II-26�)cf.Mong.quvaraγOMT.quwraq.

文 字yも ウイ グル 語Aと 同 じ方法 で 読 ま れ て い る が,語 頭 に立 つ若 干 のyは 漢語 の

t§・で読 まれ る:ッ 勉 鐙 者 密 失t§ εmi§1「 果 」(No,1-10a) .cf.OMT..Vyimis～.Vyemis,

y'pdwswn札 都尊t§atutsun「 預 備 」(No.II-26a)cf.N.Uig.jabdu・,Ligetiは こ

れ らを,y舂isyabdusunと 再 構 して い る が('66P.283277),こ れ ら の単 語 に つ いて

は漢 字 表 記 に も注 目 し,tch�麥i-che=Jemistcha-tou・tsouen=∫abdusmの ご と く読書 音

形 式 を 与 え て い る。 確 か に初 頭 音 は 有音 破 擦 音iを 表 示 した と 考 え て よ い。 こ れ は ウ

イグ ル語Bが た とえ ば カザ フ語 の よ うにy>」 の変 化 を経 験 した と推 定 す る よ りも(e.x.

kaz.jemis),書 き手 が 蒙 古 語 の 発 音 に 影 響 づ け られ た 結 果 と 推定 した 方 が よ い。 と

い うの は これ ら の単 語 は 蒙 古語 に もiを 語 頭 に立 て た 類 似 の形 式 が存 在 す る:D(乙)

グッ加ッ5者 迷 失t§ εmi§1「 果 」(花 木 門),Mong.Jabdu一 「準 備 す る」D(乙)ノ 》♂yη札

ト陳t§aput§ken「 預 備 」(人 事 門)。 蒙 古語 の文 字 タ は 明 代 で はyを 表 わす 文 字yと

初 頭 で は 区別 が な く,ウ イ グ ル語Bの 初 頭 位 の文 字yと も同 じ形 態 を呈 す る 。 従 って

ウ イグ ル 語Bの 書 き手 は,こ の ウ イグ ル 語 の 文字yを 蒙 吉 語 の も め と同 じ方法 で,即

ちiと して 読 ん だ も の と考 え られ る。
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音 節 末 位 に も 立 ち う る 。 従 っ て ウ イ グ ル 語Aの 音 節 末 の 子 音 を 漢 語 音 で 表 示 す

る た め に は 色kの 工 夫 が 必 要 で あ る 。

2.1.2.1閉 鎖 音

1。 漢 語 音kh一 あ る い は 韻 尾 ゼ ロ(●)の 表 記

(a)烏 克ukhε 「機 」・(538):Uig・B切 伽galt・sag・koib・uq(Rad・1

1606).

阿 克akhε 「白 」(793):Wu.aqOMT.aqN.Uig・aq.

他 克thakhε 「単 」(832):Wu.taqN.Uig・taq・

討 兀 克thau.ukhε 「野 鶏 」(638):Chag.tavuqN・Uig・(Wr・)

tavu(纂

(b)約b・ 「無 」(85):Uig。BywqWu.yoqOMT・yoqN・Uig・yoq・

脱 夫 刺thu:)fula'「 土 」(88):Uig・Btwpr'qWu・tupraqOMT・

topraqN.Uig.topraqtofraq.

ト刺pula・ 「泉」(96):Uig.BgwP4Wu・bulaqOMT.bulaqN・

Uig.bulaq.

阿 撒a・sa・ 「腐 」(531):Wu.aqsaqN.Uig・aqsaq・

上 掲(a)の ご と く漢 語 克khε は チ=wク 語 のqと 対 応 す る。 この克 が ウィ

グノレ語Aの 音 節 末 のqの 音 価 を表 示 した こ とは間 違 い ない 。

一 方(b)で は チ ュノレク語 のq4`対 応 す る漢 語 子 音 は表 記 され て い な い 。従 っ

て上 掲 の ご と きウ イ グ ノレ語Aをqの 脱 落 した形 式 と推 定 した くな る 。 しか し ウ

イ グ ル文 字 表 記 形 式 の逐 字 的 音 読 に近 い ウイ グル語Bの 漢 字表 記 に お い て も こ

れ と同 じゼ ロ表 記 が ふ つ うに現 わ れ る。

ッ脚g約iっ 「無 」tzvpr'q禿 伯 劇thupaila「 土 」pwl'4卜 痢pula

「泉 」wCwq兀 糊ut§hau「 機 」'dwk額 都 εtu「 靴 」'dy咀ia

「臣卜」:OMT.yat..

又,チ ュル ク語 以外 で も,た とえ ば 「　 靱 館 繹語 』 等 に は や は りこの種 の ゼ

ロ表 記 が み られ る(例 は 丙 種 本)。

不 児 察puart§ha「 董 」(花 木 門):Mong・burcaG・
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愛 亦 刺aiila「 駝 妨 」(飲 食 門):Mong.aira(rS.

祉 祉t§hεt§h3「 花 」(花 木 門):Mong.ceceg.

兀 禿 麻uthuma「 焼 餅 」(飲 食 門):Uig.�m臾.

速 不SUbu「 珠 」(珍 宝 門):Mong.subud.

従 って ウ イ グル 語Aに み られ る こ の よ うな 漢 語 音 表 記 ゼ ロ(')を 子 音 の脱

落 した 形 式 の表 示 とは 推 定 で き な い。 む しろ ゼ ロ.は 対 応 す る チ,,wク 語 子

音4'近 い 音 を 表 わ し た もの と 推 定 す べ ぎで あ る。 こ こで は ゼ ロ ●はqの 音 価

を 表 示 した もの と推 定 した い ・ な お,ゼ ロ とkhε が 交 替 す る単 語 が あ るが,

これ は 単 な る表 記 上 の 自由 交 替 とい っ て よい 。

掃 兀 克sauukhε 「寒 」(68)～ 掃 兀(167209)二Chag.sawuqN.

Uig.soruqsawuq.

以 力 克ilikhε 「温 」(211)～ 以 力(165):Wu.iliqN.Uig.iliq.

(c)別 克piEkhε 「官 人 」(460):Uig.Bp'kWu.bek(beg?)OMT.

b臾b臠.

以 奈 克1naikhE「 乳 牛 」(658):uig.Bin'kwu.in臾oMT.igak

N.Uig.in臾.

闊 闊 堕 些～些huo「 青 」(792):Uig・BkwykWu.k6kOMT.k�.

写 乞 線siεkhisiεn「 八 十 」(818):Wu.s臾s舅Chag.seks舅N.

Uig.s臾s舅.

(d)與 楽iu1ε'「 心 」(139):Wu.y�臾N.Uig.y�臾.

土 舎thu§ ε・「褥 」(544):Uig.Btwys'kOMT.t�臾t�臾N.

Uig.t�臾.

月 禿iuεthu● 「靴 」(537):Uig。B'dwkWu..��OMT.舩�N.

Uig��.

與 卒iutsu'「 戒 指 」(781):Wu.��N.Uig.��.

上 掲(c)の ご と くkhEkh聖khiは チ ュwク 語 のkに 対 応 し て い る の で こ

れ ら が ウ イ グ ノレ語Aのkを 表 示 し た も の と推 定 で ぎ る 。 又(d)の ゼ ロ表 記 も チ
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ユル ク語 のkと 対応 して い るの で 上 で 述 べ たqの 場 合 と同 じ くウ イ グル語Aの

kを 表 示 した もの と推 定 して よい 。 な お,(c)のkh一)TV`っ つ く韻 母 の 使 い分

け は 明確 に は で きな い が,一 εが 最 もふ つ うに用 い られ る。 一uっは 上 掲 例 で は 先

行 す る 母音 と呼 応 した もの で あ ろ う(cf.闊 克khuっkhe「 青」(24))。

2。 漢 語 音th一 あ る い は 韻 尾 ゼ ロ の 表 記

(a)恰 芯xathε 「本 」(447):Wu.xatN.Uig.xatxeet.

コ ロコ　
義 芯1thε 「狗 」(279):Uig.BidWu.itOMT.itatN.Uigltlst.

夜 帖iεthiε 「肉 」(527):Uig.B'dOMT.atN.Uig.titet.

批 ・陽phithi「 風 」(632):Wu.pitN.Uig.pit.

馬 夫 禿mafuthu「 番 夏 布 」(552):N.Uig.mahut.

(b)都 夜thuiε'「 硯 」(588):Wu.duwat(duw舩?)Hui.duv舩(本 田)。

禿thu'「 掌 」(418):Wu.tut-OMT.tut.N.Uig.tut一.

阿 児 木aarmu.「 梨 児 」(312):N.Uig.armut.

卜禄pulu● 一 「(陰)」(20):Uig.BpwlydWu.bulutOMT.bulut

N.uig.bulut全 て 「雲 」 を 意 味 す る 。

上 掲(a)のthεthiεthithuも(b)の ゼ ロ'も チ ュ ル ク語 のtk対 応 し て

い る の で,こ れ ら が ウ イ グ ル 語Aのtを 表 示 し た も の と推 定 し て よ い 。(a)の

韻 母 の 使 い 分 け は,上 掲ithε の ご と き 例 外 も み ら れ る が 大 体 は 先 行 す る 韻 母

と 呼 応 し て い る と い っ て よ い 。a-Eiε 一iε1-1u-u但 し 子 音 の 前 で は 陽

thiが 使 わ れ る 。

3。 漢 語 音t一 あ る い は ゼ ロ の 表 記

(a)刺 思 的laslti「 實 」(721):Wu・rasN・Uig・rastrasPers.r舖t.

(b)忽 輸 怒xu§ynu.「 情 　 」.(423):Per.xosnud.

厘 吉 児 δakiar'「 徒 弟 」(461):Wu.sagirtN.Uig.s臠irds臠irt

Per.s臠erd.

紗 把 失 §a・pa§1「 謝 了 」(389):Huis臈b舖(本 田).
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上掲(a)のtiに 対 してはチュノレク語やペルシャ語のt～ φ が対応 している。

しかし漢語音tは 音節初頭では常にウイグル語Aのdを 表わしたので,こ こで

もtiが 音節末のdを 表示 したものと推定せねばならない。(b)は 来源である

ペノレシャ語のdに 対 してゼロ表記 されている。東方チュルク語では上掲 『清文

　 ロ

鑑 」 のsaglrtの ご と く借用 語 の語 末 の 有 声 子音 を無 声 化 す る傾 向 が あ る 。 だ

が こ こで は(a)と の均 衡 関 係 か ら,ゼ ロ表 記 がdを 表 示 した 『もの と推定 した い。

4。 漢 語 音ph-P一 ゼ ロの 表 記

(a)亦 批iphi「 線 」(540):Wu・yipOMT・YiPN・Uig.yip・

(b)叉 卜t§hapu「 胞」(417)～ 叉 補 「欣 」(340):OMT.cap-N.Uig.

cap.

科 卜kh聖 」些 「起 」(60):OMT.qoP-1V.Uig・qoP・ 一・

哲 卜t§εpu「 左 」(697):Per.cap.

亦 補 欽ipukhin「 紫」(796):Uig.BsypkinOMT.yipkin.

玉 補 噛 納iupukり 一「薄」(83):Wu.yupqaN.Uig.y如 脚yulpkε.

楮 卜安tghybuan「 蚕 」(313):Hui.cibY舅(本 田)。

上 掲(a)のphiが ウ イ グ ル語AのPを 表 示 し た こと は間 違 い ない が,チ ュ

wク 語 の 音 節 末 のPに 対 応 す るph一 の表 記 は この一 例 だけ で あ る。 そ の他 の

Pはbと 共 に上 掲(b)の ご と く全 てpu(卜 補)で 表 記 され てい る。 音 節 初 頭

位 では ウ イ グ ル語Aのpu/pUはphu(普 漢)でbu/b�ﾍpu(補 卜)で 表 示

され,無 声 対 有 声 を弁 別 した の で,こ れ ま で の議 論 か ら は音 節 末 とし て表 記 さ

れ たpuの 音 価 をbと 推 定 す る のが 適 当 の よ うに思 え る。 しか し,軟 口蓋 や 歯

茎 系列 の 子 音 が 音 節 末 で も有 声 無 声 を弁 別 して表 記 され た こ とや,東 方 チ ュノレ

ク語 が 借 用 語 以 外 の音 節 末 位 両 唇 閉 鎖 音 と し て一 般 に無 声 音 を立 て る こ と を考

えれ ば,ウ イ グ ル語Aの 音 節 末 に限 っ て(a)の 一 例 を除 い てPが 現 われ ない と

い うのは む し ろ不 自然 で あ る。

ウ ィ グ ノレ語Bに おい て は両 唇 閉 鎖 音Pbを 表 わす 漢 語 音 表 記 は,漢 語 を音 写

し た一 例(平phiη 〈叛)を 別 と して,全 て の位 置 で 皆P一 を使 用 し てい る。
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しかし,東 方チュノレク語にあってウイグル語BがPを もたなかったとは考えら

れない。おそらく当時の北京音ph一 はチ=wク 語Pを 表わすのにあま り適当

な音ではなかった。そこでp一 を使 って両唇の有声無声両音を表示 したものと

判断したい。

それ故,ウ イグル語Aで 表記 されたpuも 音節末に限ってbとPの 両音を表

わしたものと推定 したい。

(c)�Kthεpi● 「大 讐 」(455)=Wu.t臙ibN.Uig.ta∋bib.

体 勒 都 児thilaOtuar「 討 」(734):Uig.Btyl'pdwr(tilaptur～

til舊dur.)

上 掲 の 上 段 例 の ゼ ロ'が ウ イ グ ル 語Aのbを,下 毅 例 の ゼ ロ ●がPを 表 示 し

た も の と 推 定 で き る 。

5。 語 末 に も と も と軟 口蓋 前部 有 声 閉 鎖 音9を もつ て い た 単語 は,ウ イ グ ル語

Aで は 全 てkhε か ゼ ロで 表 記 され て い る。

(a)翁 六 克wanlukhε 「顔 色 」(799):OMT.�-IUgN.Uig.�l�・

(b)翻 補 禄xuっbulu● 「橋 」(111):OMT.k�r�N.Uig.k�r�.

乞 赤khitshj,'「 小」(752):OMT.kicigN.Uig.kicik.

(a)に み られ る よ うなkhε は新 ウイ グル語 の ご と くkを 表 示 した もの と推

定 で ぎる 。(b)に 表 記 され た ゼ ロ も こ こで はkを 表 示 した もの と推 定 した い 。

以 上,ウ イ グル語Aの 音 節 末 閉 鎖音4`は 漢語 声 母 を 用 い て 表 わ す もの と ゼ ロ

の もの とが あ った 。両 者 の 使 い分 け は 明 確 に は で き ない が,韻 母 末 の ゼ ロ表 記

は 曽 て の入 声音 と符 合 す る 場合 が 多 い 。 お そ ら く入 声 音 の 痕跡 と して 当 時 の 北

京音 に 残 って い た 声 門 閉 鎖 音 が ウ イ グル語Aの 子 音 を 表 わ そ うと した もの で あ
(25)

ろ う 。

(25)ウ イグ ル 語Bの 音 節 末 の閉 鎖 音 が,ウ イグ ル 文 字 で は確 実 に 書 き表 わ さ れ る のに,

漢語 音 表 記 で は ゼ ロで 示 され る こ と を 先 に述 べ た が(p.72),こ の ゼ ロは 語 中の 両 唇

音 以 外 で は 規 則 的 で あ る。 語 中 の両 唇 閉鎖 音 は ふ つ う伯paiで 表 わ され る:twp〆4禿

伯剣thupaila「 土 」(No.1-4a),wypk'ayp傲 伯 克 力aupaikheli「 厳 」(No.33a).
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2.1.2.2破 擦 音

玉 除iut§hy「 三 」(804):Uig.B初y∂wu.�OMT.�N.Uig.

..V
UCUS.

五 出 刺ut§hyla「 相 遇」(400):N.Uig.ucla一.

亦 赤itshj,「 飲 」(569):Wu.1COMT.icN.Uig.ic.vlS.

克 林 赤khεlint§h1「 刀 」(578):Wu.gilincN.Uig.gilic.

上 掲 漢語 音tsh一 は ウ イ グ ル語AのCを 表 示 し た も の と推 定 で き る。 韻 母

一Y-1の 使 い わ け は前 者 が 円 唇母 音
,後 者 が そ れ以 外 の 母音 の後 で現 われ る と

(zs)

い っ て よ い 。

漢語音

ウイグル語A

tghlt§hy

¥/(i)
C

(1)は円唇 母 音 に後 続 して。

2.1.2.3摩 擦 音

1。 漢 語 音k一 ゼ ロarの 表 記

(a)卜 故 大pukutai「 麦 子 」(326):Wu・burdayN.Uig.burday

borday.

襖 果 力au塑 罫 「賊 人 」(512):Uig.BwqryOMT.oγriN.Uig.

Orri・

(b)襖 藍au璽}「 児 」(471):N.Uig.oγ1an.

撒 牢salau「 聾 」(530):Wu.saγruγuChagsaγraγu.

(26)497也 阿 赤 奎citshj,の 阿ciの ゼ ロ'は6の 前 で例 外 的 に6を 表 示 した もの と

推 定 した い(/y1γa66i/)。 ウ イグ ル語Bで は 音 節末 のCは 原 則 的 にt§hlで 表 示 さ れ る:

yys'δ 以 恰尺ikat§ht「 木 」(No.1-10�),ωy∂ .玉尺ytghl「 三 」(No.II一 一18a).
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把pa「 園」(87):Uig.Bp'qOMT.baγN・Uig・baγ ・

塔tha「 山」(94):Uig.Bt'90MT・taγN・Uig・taγtaq・

撒 力sali「 黄 」(791):Uig.B5'ア ツgOMTsariγN.口ig.seriγseriq.

上 掲 の(a)はkukusが ウイ グル 語Aの γ を表 示 した もの と推 定 で ぎ る。

(b)の ゼ ロは ウイ グル語Aの 子音 ゼ ロを示 して い る の で は な く,閉 鎖 音 の 場合

と同様 に こ こに一 つ の子 音 の存 在 を認 め た い 。新 ウイ グノレ語 で は音 節 末 の γは

qに な る こ とが あ る が,γ の期 待 され る 場所 に 辿 一 の表 記 され る例 は ない の

で,こ の言 語 はr>qの 変 化 を経 験 してい ない もの と考 え た い。(b)の ゼ ロ も

γ を表 示 した と推 定 で ぎ る。 ゼ ロを も って音 節 末 の γを 表示 す る方法 は,ウ ィ
く　

グル語Bで もふ つ うに み られ る。

(c)阿 児 即aertsi「 口」(521):Uig.B'qysWu.aγ 玉zOMT・aγizN・

Ui9・aγiz・azazi・(tsi/z玉/の/i/は こ こで は 三入 称人 称所 有語

尾)。

この単 語 に 限 って チ ュル ク語 の γ は 漢 語 の 璽 と対 応 して い る 。鐘 は 後 に

述 べ る よ うに ウイ グ ル語Aのr1の 表 記 に用 い られ る。 しか し この 漢語 の 音 声

は 実 際 には ウィ グ ノレ語Aのr(1)と はか な り異 っ てい た。 お そ ら く現 代 北 京 語

　 　 　 　 　 コ ロ 　 　 　 の 　 　

のよ うに強い喉頭の緊張を伴いながら[e:]あ るいは[eC]に 近 く発音された

であろ う。 このorは 又,「 西番館詳語」では歯茎や硬口蓋ではなく口蓋垂の

摩擦音rH」 の表示を 意図したとも考えられている。 従 って 螢 が軟口蓋摩擦
く　

音 γの表示に使用 されてもそれ程無理はない。ここでは 螢 がとりわけzに

先行 して γを表示 したものと推定 したい。

2。 漢 語 音xε の 表 記

把 黒 塔:paxεtha「 綿 花 」(336):Wu.paxtaN・Uig・pahta・

冴 黒 失iaxε §1「 好 」(377):Uig.By'qsyWu・yaxsiOMT・yaq§i

yaxsiN.Uig.yaxsi.

(27)t'q塔tha「 山 」(No.1-4b)cf.OMT.taγ,5'4ygδ ツ 撤 的 只satit§1「 商 人 」(No.

1-21b)cf.OMコ 「.satirci.

(28)cf.西 田('70)p.45.実 際 に は γ は 〔B〕 に 近 か っ た か も 知 れ な い 。
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把 黒 叉paxεt§ha「 菜 園」(161):N.Uig・bar6ae・

上 掲 聖 は チ ュル ク語 のxhq7等 に対 応 して い るが,音 節 初 頭 に 立 つ 場

　 ラ

合 と同様にこれが ウイグノレ語Aのxの 音価を表示したと推定したい。

3。 漢 語 音Ftの 表 記

別 失piε §lr五 」(806):Uig.BpySWu.bie§OMT.bi§ba首N.

uig.b6§ba§.

把 失pa§t「 頭 」(515):Uig.Bp'SWu.ba首OMT.ba§N.Uig.ba9.

他 失tha§1「 石j(95):Uig.B〆 営Wu.ta90MT.ta§N. .Uig.ta蚤

ta§.

囑 蜜 失bmi§T「 竹 」(296):Uig.Bq'mptjWu.qamu§OMT.

のソ ロ　
qamlsN.Uig.qemls.

上 掲 の ご と く失 訊 は チ ュノレク語 の §に対 応 し てい る の で,こ れ が ウイ グ ル

》(30)

Aのsを 表示したと推定 してよい。

4。 漢 語 音sユ ～sits1～tsyの 表 記

(a)柏 思phas1「 更 」(263):Hui.p舖(本 田)Osm.p舖.

ap児 卜思xaarpuSIr西 瓜 」(316):Uig.Bq'rpwsN.Uig.x舐buz.

五 思 呑uslthun「 上 」(16):wu.ustunN.Uig.�tnn.

阿 思 塔asltha「 悠 」(136)=Wu・astaN.Uig.asta.

把 習 的pasiti「 落 」(38):N・Uig・bas一 「沈 」(tiはpast).

與 習 帖ysithiε 「添 」(730):N.Uig.舖te一.

也 西 乞 ≧ 璽 堕lir醐(713)・Uig.B,SkyoMT.舖kiN.Uig.

(29)ウ イグル語Bで は漢語音X｣は よく使われるが,音 節末位 を表 わす ことはない。例

に掲げた ヅ卵yも 漢字では曙失ia訊 と表記 されている。 ウイグル語Aと 同 じく γ以

外の摩擦音 をゼ ロで表示することはなか ったと考 えるな ら,こ の漢語音表記は ウイグル

文字表記 と対照 してv_yaqsi又 はya演 と読まねばならない。 しかし,こ れ らが正確 な

ウイグル語音で あったか否 かはわか らない。 なお,音 節初頭にxが 立つたか否かは文字

4に 対応する漢語音か らは判断できない。.
(30)ウ イグル語Bに おいて も音節末 の 首 は漢語音 訊 で示されζ。
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舖kieski.

上 掲SユS量 は共 に チ ュル ク語 のSと 対 応 す る とい え る の で,こ れ らが ヴィ グ

ル語Aのs.を 表 示 した と推 定 で きる 。両 者 の 内一 般 に使 用 され るの はS1で,.

Siは 韻 母iや1｣を もつ 若 干 の 漢 字 の前 で現 わ れ る。

(c)咀 子iatsユ 「春 」(201):Uig・By'sWu・yazOMT・yazN・Uig・

yaz.

玉 子iutsl「 百 」(820):Uig・BOrwsWu・yUzOMT・ydzN・Uig・

yUZ.

木 子mutsl「 氷 」(9):Uig・BmxusWu・muzOMT・buzN・Uig・

mUZ.

與 聚iutsy「 摘 」(341):N.Uig.iiZ一.

上 掲tsユtsyは チ ュノレク語 のzと 対応 す るの で ウ イ グ ル語Aのzを 表 示 し

く　 ラ

た もの と推 定 で き る。tsyは 全 く例 外 的 な形 式 で あ って 常 に はtsユ を用 い る。

5。 漢語 音fuの 表 記

阿 夫 塔 把afuthapa「 湯 叛 」(596):Hui.臟t臙ah(本 田)。

夏 夫 塔 禄gafuthalu「 桃 児 」(308):Per.saftal�.

fuは 来源 で あ るペ ル シ ャ語 のfP'.対 応 し てい る の で これ が ウィ グノレ語Aの

fを 表 示 した と推 定 で きる。

漢語音

ウイグル語A

XEk一 ・

ix瀦 「恐磐
ts1(tsy)fu

l.lzf

(1)はzに 先 行 し て 。

(31)ウ イグノレ語Bの 歯 茎 摩 擦 音 を表 わす 文 字 はsの み で あ る。 音 節 末 で こ の文 字 は原 則

的 に漢 語 音S1で 読 まれ る 。 また,こ のS音 を 示 すS1は 他 のチ ュル ク語 のSだ け で

な くzに も対 応 して い る:y.S曙 思 三asユ 「春 」(No.1-7a)cf.OMT.yaz,ッ ω5玉 思

ysユ 「百 」(No.II-19a)cf.OMT.y�.お そ ら く書 き手 は この 位 置 の文 字Sを 自動 的

にsユ で 表 示 した の で あ ろ う。
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2.1.2.4鼻 音

1。 漢 語 音 覗 の 表 記

(a)昆khun「 日」(3):Uig.BkxvpmWu.kUnN.Uig.kUn.

撒 慢i}旦 聖an「 草 」(110):Uig・Bs'm'nWu・samanN・Uig・saman

saman.

門 都 児muontuer「 電 」(14):Uig.BmwpmdwrMong.m6ndiir.

引 赤 革int§hlks「 細 」(73):Wu.yin6igaN.Uig.yin∫iga.

yeinjigti.

上 掲 の ご と く漢 語 韻 尾 の 一nが ウ イ グ ル語Aのnを 表 示.し た こ と は 間 違 い な

い 。

(b)炭than「 培 」(92):Uig.Bt'mWu.tamN.Uig.tam.

阿 藍ialan「 旗 」(581):Wu.aliyamN.Uig.elem.

撒 林 散salinsa「 蒜 」(287):Wu.sarimsaqN.Uig.samsaq

　
sarlmsaq・

刊 出 璽hap璽 「鞭 子 」(607):Wu.qam6iN.Uig.qam6iqamδu.

上 掲 の ご と く漢 語 音 一nは チ ュル ク語 のmと 対 応 す る。 明 代 北 京 漢 語 は 既 に

韻 尾 の 一mを 消 失 し てい た の で,一nを も って ウ イグ ル語Aのmを 表 示 し た も
く　

の と推定 で き る。

2。 漢 語 音 一η の 表 記

(a)強khiaη 「寛 」(706):Wu.kiaηN.Uig.k舅.

擁iun「 毛 」(625):Wu.yuηN.Uig.yuoyuエ η.

影 納iqna「 針 」(539):Uig.Byynkn'N.Uig.yinn臺ηnL

昇 翻 児 §o勾xugar「 海;青 」(634):Uig.Bswnkg'rOMT.suηqur

Mong.sinqor.

上 掲 の ご と く 一nが ウ イ グ ル 語Aのnを 表 示 し た こ と に 間 違 い は な い 。

(32)ウ イグ ル語Bで は漢 語 音 一nが 文 字nkに 当 て られ た例 が 若 干 あ る:t'rynk塔 林

thalin「 深 」(No:II-23b)cf.OMT.t舐iq.し か し,wrwnk羽 隆yliuq「 白」.(No.

II-16a)cf.OMT.y��.
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(b)阿 思 廷asユthin「 下 」(17):Wu・astirrN・Uig・astin・

挺 的thintir漱 息 」(403):N.Uig.tintin.

thinは チ3wク 語 の 七inあ るい はtinに 対 応 して い る。 明 代 北 京語 の一 般

的 音 節 と してthinは 存在 し なか っ たの で,thin・ を用 い て ウ イ グル語Aのtin

(cf.2.2.1.1-2。)を 表 示 した と推 定 して よい 。

(c)養 兀 児iaOuar「 雨 」(8):Uig.By'gmwrWu.yamγurN.Uig.

yamrur.

音 節 末 のmは 上 で述 べ た よ うに漢 語 音 一nに よ って 表 示 され た。 しか し明 代

北 京 漢 語G<こはianが なか った の で,ia勾 を 用 い て ウィ グwRAのyamを 表 示
(33)

した もの と推 定 で き る。

警鵜 語A-n(2)一nn(1)m

(1)tiG`後 続 し て。

(2)yaに 後 続 して 。

2.1.2.5流 音

1。 漢 語 音arの 表 記

(a)噛 児kDar「 雪 」(7):Uig.Bq'rWu.qarOMT.qarN,Uig.qar

qa.

把 児paar「 有 」(75):Wu.barOMT.barN.Uig.barb舐.

脱 児 鳴thinarka「 絹 」(535):Uig・B'切rg脚OMT.torqutoryu.・

arの 音 価 は2.1.2.3(1。)で 述 べ た が,チ ュ ル ク語 音 節 末 のrは 常 に こ の

arと 対 応 す る の で,こ の 漢 語 音 が ウ イ グ ル語Aのrを 表 示 し た と 推 定 し て よ

い 。

(33)ウ イ グw;語Bで も漢 語音 一nは,nの 他 にnやmを 表 わす 場 合 が あ る:"yη δ吻 永

諸iuqt§y「 珠 」(No.II-8a)cf,OMT.yin萌,'ydym霧 丁ait均 「許 」(No.106a).

ウ イグ ル語Aで はnやmを 表 わす 一nは 一nの 表 現 で き ない場 所 を補 うか た ち で使 用 さ

れ て い る が,Bの 場 合 は た と え ば上 掲 例 のiunに か え てiun(e.x.允 、運)を 使 え る

よ うに,必 ず しも 一nの 使 用 と相 補 的 で は な い。
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(b)菲 児 肺 児 些i≦ 些 聾i望 「胡 椒 」(327):N・Uig・filfilpilpil.

把 児 赤paort§hT「 泥 」(91):OMT・ba揃qChag.paleir.

阿 児 易aerthi「 六 」(807):Uig.B'ldyWu.altiOMT.altiN.

uig.altialti.

克 即 児khεtsior「 赤 」(27):Wu,q'iz'ilN.Uig.qizil.

上 掲 の ご と くorは チ ュル ク語 の1に も対 応 す る 。 最 後 の 例khεtsiorの

grは2。 の 最 初 の 例 の 聖 と表 記 上 の 交 替 を も す る の で,こ れ ら のorが ウ イ
く　

グル語Aの1を 表示 したと推定 してよい。

2。 漢 語 音1一 の 表 記

克 即 勒khεtsi1ε 「紅 」(29):上 掲1。(b)参 照 。

管 失 勒tsan§llε 「董思」(300):Wu.zanfipilN.Uig.zeniiwil

zanJtibil.

杜 兀 魯 嚇 些 璽 些 些 ～ 「盗 」(582):Uig.Btwglwg一'Wu・duγ 叫a

Chag.tuγU1γaMong.duγUlra.

李 里 的 遡1li璽 「… に な っ た 」(20):Uig.BpxvldyN.Uig.boldl.

上 掲 の 聖Lu1iは チ ュ ル ク 語 の1に 対 応 し て い る の で,こ れ ら が ウ イ グ ル

　 ラ

語の1と 表示 したと推定できる。

3。 漢 語 音 一nの 表 記

腸 甚ia§an「 緑 」(795):Uig.Bヅ 営メ 冴 深(iagan)Wu.yasil

N.Uig,yasilyesil.

蔭in「 年 」(205):Uig.Byyt因(in)Wu.yiOMT.y丑N.Uig.

yilyil.

欠khiEn「 来 」(356):Uig.Bk'1謙i(khiεn)Wu.kia10MT.k�1-

N.Uig.kel-kil一.

(34)ウ イグ ル 語Bで は漢 語 音arは 常 に音 節 末 位 のrを 表 示 して い る 。

(35)ウ イグ ル 語Bで は漢 語 音1一 が 文字rと 対 応す る例 が ある=の 贋9起 劇khila「 四

十 」(No.II-18b)cf.OMT.girq.
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上 掲 の ご と く 一nは チ ュノレク語 の1と 対 応 す る。nと1と の調 音 上 の類 似

か ら,漢 語 韻 尾 一nを も って ウイ グw語Aの1を 表 示 した もの と推 定 で き る。

上 掲 例 に 示 した よ うに ウイ グw語Bで は .ウイ グル 文 字1に 対 し ては 原 則 的 に
(36)

一nで 音 写 した
。

4。 漢 語 音 一n十grの 表 記

肯 児khener「 堤 」(114):Wu.qir・

綾 践 児aik∂nor「 児 馬 」(6S2):Uig.B'ツ9ツrWu.ayγirOMT.

adγira6γir・

上 掲 の 一nとerよ り な る 表 記 は ウ イ グ ノレ語Aの 一rを 表 示 し た と推 定 し て

くヨの

よい 。 これ は い わ ゆ る 「r化 」 の 現 象tzよ る表 記 とい え る。

5。 漢 語 音 一n十1一 の 表 記

阿 艮 礼akanli「 智 謀 」(765):Wu.aqilN.Uig.aeqilaeql.

坤 里 的khunliti「 笑 」(367):Uig.BkwylWu.k61-N.Uig.

k�1一.(ti/di/はpast).

院 力iuEnli「 路 」(97):Uig.BywlWu.yolN。Uig.yolyu1.

奄 里 呑iεnlithun「 金 」(768):Uig.B'LG4zQinWu.altunN.Uig.

altun.

硯 勒iεnIε 「風 」(6):Uig,BryOMT.yilyeiN.Uig.yel.

上 掲 の 一nと1i又 は1ε か ら な る 表 記 は チ ュ ル ク語 の1と 対 応 し て い る 。

丁 度 上 の2Qと3。 を 重 ね 合 わ せ た よ う な こ の 表 記 が ウ イ グ ノレ語Aの1を 表 示 し た

こ と は 間 違 い な い 。

(36)ウ イグ ノレ語Bで は漢 語 音 一nの 他 に通 撮 開 口 韻 に所 属 す る 一nが 文 字1と 対応 す る

例 が み られ る:tyl聴thin「 舌 」(No.1-25b)cf.OMT,tYl,yyapykw影 必 孤iηpiku

「副(No.II-4a)cf,OMT.yilpig�.

(37)ウ イグ/V語Bに は 「r化 」 は み られ な い。 漢 字 表 記 に お け る この 現 象 の現 われ は,

ウイ グノレ語Aが 実 際 の ウイ グル 語 発 音形 式 を忠 実 に漢 語 音写 した もの で あ る こ と を よ く

示 して いる 。

(38)ウ イグ ル 語Bで も同 じ方 法 に よ って音 節 末 の 半 母音 は漢 語 音 写 され て い る。 なお1。

に掲 げ たUig.Bのgyr'gwは 起 労khilawと 音 写 され て い る。 これ はqflawの ごと
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漢語音

ウイ グノレ語A

一
_n+arar1一 一n-n+li(IE)

r1

2.1.2.6半 母 音

1。 漢 語 音 一uの 表 記.

黒 牢XElau.「 露 」(13):Uig.B,qyrqwWu.girawChag.giraw

N.Uig:giraw全 て 「霜 」。

襖 赤aut§h1「 猟 人 」(473):Wu.owN.Uig.aw6.

勢 黒1auXE「 牌 」(673):N.Uig.lawxa.

漢 語 音 一uは チ ュ ル ク語 のwと 対 応 し て い る と い え る の で,こ れ が ウ イ グ ル

語Aのwを 表 示 し た もの と 推 定 し た い 。

2。 漢 語 音 一iの 表 記

蜜 贔 該miniEkai「 蛙 」(630):Mong.menekey.

愛ai「 月 」(4):Uig.B,yWuayN.Uig.ay.

塊khuai「 羊 」(276):Uig.BqwyWu.qoyN.Uig。qoy.

威uei「 牛 」(270):Uig.BwdN.Uig.uyChag.uy.

漢 語 音 一1に チ.ユ ル ク語 な ど のyに 対 応 し て い る の で,ウ イ グ ル 語Aのyを

(38)

表示 したものと推定 したい。

き形 式 を示 そ うと した もの で,ウ イグ ル 文 字 の'qzuが舳と 対 応 す る。 同 様 の もの は

他 に もあ る:t'qwsay倒 思 的tausユti「 壷 了 」(No.109a),k'kwrtd'吼 児得xauar

tei「 韮 」(No.1-12�).こ れ ら の4は 本 来Yにkは9に 対 応 す る 。全 く同 じ種 類 で は

ない が 次 の例 にお い て も4(γ)やk(g)は 読 まれ て い な い:砂 舳 ♂型 π 守 得 林 §eutei

lin「 露 」(No.1-2a),砂 勧5勿 π 守 尊 §outsun「 下程 」(No.II-lla),営 ン♂4'々'n審 得 安

§9nteian,p'q'dwr把 都 児patuar.「 勇 士」(No.29a).

こ の よ うなrgの 脱 落,と りわけaγu臠�ﾌ 類 は東 方 チ ュノレク語 で は しば しば み ら

れ る の で.ウ イ グル 語Bの 上 の よ うな例 も,口 語形 式 の反 映 と考 え て よ い か も知 れ な い 。

しか しこれ ら の 単 語 の ほ と ん どが 又,蒙 古 語 に も 存 在す る こ とに 注 目 した い:Mong.

kirarun一一一kiraYudaYus・sig�erisig�unsiltegenbaYatur.こ れ ら の蒙 古 語 文 語形 式 に

対 して,口 語 形 式 は 既 に 明代 で はrやgを 脱 落 させ て い た:D(乙)∫'gπ ザ 島思 八

tauSIpa「 終 了」(通 用 門)=Uig.Bt'qws・(上 掲)。 そ して こ の よ うな蒙 古 語 口語形 式

が ウ イグ ノレ語Bの 読 書音 に 影 響 を 与 え た と 考 えた 方 が 先 の註15,24と は よ く呼 応 す る。
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漢語音

ウイグル語A

欄
「

W

.雲

l

y

2.1.3子 音音素の体系

以上,子 音の推定音価は音節初頭,音 節末併せて二十三種あった。次章の母

音の再構成の結果をふまえて,こ れら二十三種はお互いに対立する関係にある

ので全て独立 した音素であったと認定 したい。 これ ら子音音素は次のよ うな体

系を示す。

閉鎖音

破擦音

摩擦音

鼻 音

半母音

側面音

弾 音

圭戸

出戸

士
円

出戸

士戸

士戸

無

有

無

有

無

有

P

b

f

m

W

t

d

k

9

C

コ

V
SSX

ZZr

nn

l

r

y

9

2.2母 音

明 代 北 京 漢語 の 韻 母 は 先Y`1.3で 掲 げ た 通 りで あ る。東 方 チsノ レク語 に は 八

か ら十 一 ・:=:の母 音 が あ る。
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2.2.1非 円唇 母 音

2.2.1.1狭 母 音

古(代)ウ イ グ ル語 で は狭 母 音 に後 舌 のiと 前 舌 のiの 明確 な対 立 が あ った

と推 定 で きる。 しか し現 代 東方 方 言 に お い て は,iはiに 融 合 して しま った か,

そ の 傾 向 に あ る。

1。 漢語 音 一ε の表 記

克 失khε §lr冬 」(204):Uig.Bg拶Wu.qi首OMT.qi首N.Uig.

qi忌.

克 林 赤khε1int§hl「 刀 」(578):Wu.qilin6N.Uig.qiH6.

黒 牢 聖 塾 「露 」(13):Uig.Bgptr'wWu.qirawOMT.qiraγu.

阿 額 児 塾 コ 螢 「重 」(831):Wu.aγirOMT.a旗N.Uig.ae7heγh㌔

拙 撮 開 口韻 に所 属 す るkhεxε ●ε の ε は 「五 体清 文鑑 」 や 古 ・中 チ ュル ク

語 のiと 対 応 し てい る。 一 方qγ の 対 形 式 で あ る前 部軟 口蓋 のkgとiと

の 結 合 は 次 の2。で示 す よ うにkhikiに よ って表 示 され る 。従 って上 のkhε

な どにみ られ るgがiと は別 の 母 音 を 表 記 した こ とは確 か で あ る。 この 母 音

　 ラ

が後舌あるいは中舌狭母音iの 音価をもっていたと一応推定 してよかろ う。

2。 漢 語 音 一i一レiε の 表 記

(a)以 力 革 力ilikεli「 前 」(125):Wu.ilg舐iOMT.igarUN.Uig.

ilg舐i.

以 及 児i蜜ikiarmi「 二 十 」(812):Uig.BykyrmyWu.yigermi

OMT.yigirm�,N.Uig.yigirm艙ig舐m�.

乞 赤khit§hU小 」(63):Wu.ki6ikOMT.kicigN.Uig.kicik.

捌 易phithi「 風 」(632):Wu.pitN.Uig.pit.

(39)ウ イグ ル語Bで は語 頭 の 文字qyは 漢語 音khiで 音 写す るが,語 中 で は黒xε が現

われ て9i又 は γfの音 価 を表 示 して い る;'⑳ 鐙 俺 黒 失anXE訊 「祝 讃 」(No.7a)cf.

OMT.alq了5.'41'x'阿 黒 児axεar「 重 」(No.4b)cf。oNrr.ar'tr.
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(b)亦 里 的 子ilititsユ 「根 」(294):Uig・ByyzdysOMT・y董1tizyild董z

N.Uig.yildizyildiz.

西 赤 児 窄sit§hlarxan「 鼠 」(269):Uig・Bsycq'nOMT.sicqan・

阿 児 場aarthi「 六 」(807):Uig.BｰldyOMT.altiN.Uig.alti.

鳴 蜜 失kっmi§U竹 」(164):Uig・B4'〃zysOMT...vgamesN・Uig・

.v
germs.

(c)坤 列 克khunliεkhε 「沙 」(109):「OMT・ 一liq～ 一liγ(denominal

noun/adjective)qum「 砂 」。

克 列khεliε 「辺 」(18):Chag.qiriγ.

也 阿赤iεat§ht「 木 匠 」(497):Uig・Byyq'C「 木 」OMT・yirac

「木 」N.。uig.paracci「 木 匠 」。

上 掲(a)の ご と く,止 撮 開 口韻il(反 舌 声 母 と共 に)は チ ュwク 語 のiと

対 応 して い る の で,こ れ らが ウィ グ ノレ語Aの 前 舌狭 母 音iの 音 価 を表 示 した も

の と推 定 で きる。(b)ば 古 ・中 チ ュノレク語 のiに 対 応 して い るが,新 ウイ グ ノレ

語 で は 一 般 的 にiに 対 応 す る。 それ 故上 の(b)の み か らはi(1)がiiの ど

れ を 表示Lた の か判 断 で き ない 。(c)のli8はqか γ に先 行 して古 ・中 チ ュ

ル ク語 の1i・)riと 対 応 す る。 古 ・申 チzwク 語 のhqhrriqrirの 音 節 に

対 応 す る ウィ グ ノレ語Aの 表 記 は ふ つ うは 漢語 堂 あ る い は 塾 巫 ε を用 い る 。

把里pali・ 「城 」(100):Uig.Bp'lyqOMT.bah(塾

撒 力sali'「 黄 」(791):Uig.Bs'ryqOMT.sariγ ・

又,(c)の 最後 の 例 に み られ る1｣は 古 ・中 チ ュル ク語 のYiに 対 応 す る 。

古 ・中 チ ュノレク語 のyiは 他 で は(b)の 最 初 の例 の ご と く1で 表記 され る。実

際 「木 」 を表 わ す形 式 と して,以 阿 失ia§1「 木 」(296)も 現 わ れ て い る。1i

やiに 較 べ て1iε やiε は例 外 的 存 在 で あ るが,こ れ らがqrの 前 でiを 表

わ そ うと した こ とに 間 違 い は な い 。 そ して この 言語 で はqrxの 後 だ け で は

な く,前Y`も 一 般 にiが 立 った と推 定 して無 理 は な い 。

しか し,こ れ 以 外 の環 境 に現 わ れ る平 唇狭 母音 がiとiの 区 別 を も って い た

か 否 か の判 別 は な か な か む つ か しい 。 だが,「 螺 」 を表 わす 単 語 は 他 の チ ュル
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ク語 と次 の よ うな対 応 を示 す 。

噛赤 児kctshlar(619):Uig.Bq'dyrWu.qa6h・OMT。gatir

N.uig.q註6辻 ～xa6セ.

ウ イ グwﾟAの 第:二音 節 に立 つ 子音 は 「清 文.鑑」 チ, ,wク 語 や 新 ウイ グw

語 と同 じ く/C,/を 表 わ す 。 こ の後 者 二 言 語 にお い ては,前 舌 母 音iの 前 でt

がCに 口蓋 化 し た と考 え られ る。 この 口蓋 化 は 前 舌 円唇 母 音ﾜの 前 で も起 る

が,ウ イ グ ノレ語Aに もそ の並 行 例 は あ る(cf.P.160)。

さ て,璽 墨arのCも も ち ろ んtの 口蓋 化 し た子 音 で あ るが,後 続 母 音

が 古 ・中 チ ュル ク語 の よ うに 後 舌 あ るい は 申舌 母 音 で あ った な ら この よ うな 口

蓋 化 は 起 ら なか った で あ ろ う。 即 ち,tshj ,の1は この単 語 で は前 舌 母音iを

表 示 した に ちが い な い 。 この こ と と,qγxの 前 後 で はiを 表 示 した 一ε一iεや

後 に述 べ るrg一 が,他 の子 音 の前 又 は後 に おい て は,表 記 可 能 で あ る の に,決

して狭 母 音 表 示 に使 わ れ てい ない こ と とを考 え合 わ す な ら,ウ イ グ ル語Aの 平

唇 狭 母 音 が,qrXの 前 後 に 立 つ 場 合 を除 い ては 既 に前 舌 母 音iに 融 合 して い

た と推 定 して 無 理 は な い 。.従 って上 掲(b)のilも(a)と 同 じ く前 舌 母音i

を 表 示 した もの と考 え た い 。

3。 漢 語 音an～inan～ioの 表 記

(a) .肯 児khanar「 堤 」(114):Wu.qir..

阿 艮 礼akanli「 智 」(765):Wu.aqilN.Uigaqil.

媛 眼 児aikan.ar「 児 馬 」(652):Uig・B'yqyrOMT.adrir.

(b)陽 甚ia§on「 緑 」(795):Uig.Bツ'沓 ツZOMT.yasilN。Uig,yasil

yesil.

刺 唄1at§hgn「 鴉 鵤 」(640):OMT.lacinN.Uig.lacin.

曙 吝ialin「 半 」(837):OMT.yarimWu.yerimN.Uig.yerim.

伯 唄PEt§hol1「 猴 」(277):Uig.BpycynOMT.b臘in.

引 赤 革int§htkε 「細 」(73):Wu.yincig膀.Uig.yin了iga.

擦 撮 開 口韻aninを も つ 漢 語 音 の 内,(a)のkhankanと は 別 にkhin
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kinと い う音 節 が あ るの に わ ざわ ざ 一〇nを 用 い て い るの は,こ れ が1。の 場 合 と

同 様 にeに よ っ てqγ(X)の 後 に くるiを 表 示 し よ うと した もの と推定 で き
く　の
る。 一 方,(b)に お い て は,反 舌 声 母 がinを もた ない の でFenやt餉ntFhen

の 一enは 非反 舌声 母 を もつ 一inと 同 じ音 価 を 表 示 した もの と考 え られ る。(b)

の 一e一垂 が ウ イ グル 語Aのiの 音 価 を表 示 し た もの と推 定 した い 。

(c)阿 思 廷aslthin「 下 」(17):OMT.astinN.Uig・astin～asten.

把 丁 阿patiOa「 茄 子 」(318):Wu.patiηganHui.badinlan(本 田).

影 納inna「 針 」(539):Uig.Byynkn'OMT.yinn膀.Uig.yign�

Yu〕na・

昇 諮 児 §∂ηxuoar「 海 青 」(634):Uig.Bswnkq'rOMT.soηqur

Mong.sigqor.

上 掲 通 振 開 口 韻 一9ηiη の0～iは 螺 掻 の(b)の 場 合 と 同 じ く ウ イ グw語

Aのiを 表 示 し た も の と推 定 で き る 。 但 し最 後 の 例 は 蒙 古 語 形 式 か ら の 借 用 と

考 え て よ い 。

4。漢語 音feiの 表 記

菲 児 肺 児feiarfeiar「 胡 椒 」(327):N.Uig.filfilpilpil.

非 母fが 韻 母 にiを もつ こ とは な い 。墨 撮合 口韻feiは ウイ グ ル語Aのfi

を表 示 した もの と推 定 して よい。

漢語音

ウイグル語A

二ie(3)
.(2)

(1)i

a(一n一 η)

(2)

1...j .(一n一丑)ei

5)(4)i

(1)qrXに 後 続 し て 。

②qrXに 先 行 し て 。

(3)qrxに 後 続 し て 。

(4)Cヱ き4`後 続 し て 。

(5)fに 後 続 し て 。

(40)ウ イ グル 語Bで も文字qynQyaに 対 してxanが 当 て ら れ て い るの は,qTn～qil～

rin～rflを 表 わ そ うと した も の と推 定 で き る:Y'qyn断 恨iaxan「 近 」(No.1-5a)cf.

OMT.yaqin,∂,qyt察 恨tShaxan「 艶 色 」(No。II-16b)cf.N,Uig.caqil一.
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2.2.1.2半 狭 半 広 母 音

2,2。1.2.1初 頭 音 の 表 記

漢 語 音 εIEの 表 記

(a)額 児 εar「 男 子 」(481):Uig.B'rWu.舐OMT.舐N.Uig,舐�

ay.

額 児 帖 εarthiε 「早 」(213):Uig.B'rd'Wu.舐t膂MT.舐t�

N.Uig.舐t蒿t蒿te.

額 児 迭 泥 εartiεni「 宝 」(770):Uig.B'rdynyOMT.舐dini

舐d舅i.

額 革 赤akεt§h1「 姐k」(478):Wu.臠eciN.Uig。igica.

(b)也 舎 克iε §εkhε 「騙 」(620):Uig.Bぱ 々OMT.a甑kWu.e甑k

N.uig.i甑ke§ak.

也 西 乞 蛭 璽 辿i「 蕾 」(713):Uig.B'skptOMT.askiN.Uig.aski

eski.

也 的 子iεtitsユ 「高 」(745):Uig.B'dysWu.igizOMT.idizyitiz

adizN.Uig.egizigiz.

也 禄 児iεluor「 是 」(743):Uig.B'rwrWu.irUrN.Uig.er-e-

a一.

夜 帖iεthiε 「肉 」(527):Uig.B'dWu.atOMT.atN.Uig.atet.

東 部 チ ュ ル ク語 に は,開 口 が 中 程 度 の 非 円 唇 母 音 にaとeの 二 種 を も つ も

の が 多 い 。 上 掲(a)(b)を 較 べ て み る と,一 般 に(a)の ε は チ ュ ノレク語 のa

に,(b)の 蛭 はe～iに 対 応 す る 傾 向 が あ る と い え る 。 こ こ で は ε と.iε の

使 用 が ウ イ グ ル 語Aの 初 頭 母 音 の 弁 別 を 表 わ し た も の と 考 え て,ε がa[ε],

くる　
iεがe[e]の 音 価 を表 示 した と推 定 した い 。

(41)ienに 対 してen～ianは 存 在 しな いの で,iεnのjE一 は 初頭 位 ではeと艪ﾌ 両 音

価 を表 示 した と考 え た い。 又 額 £ は 児arに 先 行 す る場 合 が 目立 つ が,ieの 先 行 す

る 例 も もち ろん ある:「 地 」 葉 児 .iear(86):Uig.Byyrone:r,yirN.Uig。yer～y翫.

(si)



2.2.1.2.2非 初 頭 音 の 表 記

1。 漢 語 音 一ε 一iεの 表 記

(a)克 轍khεt§hε 「夜 」(208):Uig・Bk'c'Wu・k臘膂MT・kic臾ec�

N.Uig.kic臾ec�.

�Kthεpi「 太 署 」(455):Wu.t臙ibN.Uig.tおbib・

伯 唄Pεt§hgn「 猴 」(277):Uig・Bρ ツδツπOMT・b臘in・

引 赤 革intStkε 「細 」(73):Wu・yincg膂MT・yincig膀・Uig・

yinJig�.

考 児 徳khauartE「 韮 」(288):Uig・Bk'kwrtd'Wu・k�d�

N.Uig.k�d臾�t�.

(b)nie .t§hε「幾」(261)・W・ ・n臘膂MT,n臘膀・Uig.nec�.

写 乞 子siεkhits1「 八 」(809):Uig・BS'kysWu・s臾izOMT・

s臾izN.Uig.s臾izsekiz.

薙 列 克tsieliekhε 「聰 明 」(762):Wu.zh'臾N・Uig・zir臾・

別 失piε §1「五 」(806):Uig.BpysWu.biesOMT.bisb舖

N.Uig.besb�"s.

額 児 帖 εarthie「 早 」(213):上 掲2.2.1.2.1の(a)参 照。

上 掲(a)(b)の 中に は 初 頭 位 の場 合 と 同様 に 一ε 一iεに よ って 開 口の 程度 の

違 い を 示 そ うと した もの が あ るか も知 れ ない 。 しか し,(b)のmetsiaS1｣に

対 す るnetsεSEの 音 節 は 一 般 的 な もの で は なか った 。 更 にthiepiEに 対 す

る上 掲 のthεPε の 表 記 は 例 外 的 な もの で あ って,し か も後 者 が 前 者 よ り広 い

母 音 の音 価 を示 した とは見 倣 し難 い 。 又,t§ht鐸 な どの 反 舌 声 母 は 韻 母iε

を も た ない 。 従 って この場 合(a)と(b)の 一｣一iεが 開 口度 の 弁 別 を表 記 し た

も の と判 断 す る の は 困難 な の で,両 韻 母 が ウイ グル語Aの艪� 表 示 し た と推 定

した い。

2。 漢 語 音 一eiの 表 記

得 鼎 冴teiaria「 河 」(11):Wu.d舐yaN・Uig・daeryad記ya・

sa)



得児 即teiartsi「 裁 縫 」(508):Osm.d舐zi..

額 児 得克Eartei .khE「 鴨 」(610):Wu..�d臾N.Uig.�d臾

�d臾.

手得 林gauteilin「 霜 」(12):Uig.Bsykwd'rynMong.sig�eri

「露」。

上 掲 の量 掻 開 口韻 に所 属 す る.teiは チ ュjvク 語 な.どのd艨`de～dおF4

対 応 して い る。 これ ら の チ ュル ク語 に近 い音 の表 示 に都 合 が よい と考 え られ る.

tEは 語 末 位 に一 度 現 われ る だ け で あ る(1。(a))。 そ れ 以 外 は 全 て 得teiが 対

応 す る。 そ れ 故 この得 が ウ イ グ ル語Aのd艪ﾌ 音 価 を 表 示 した もの と推 定 した

い 。

3。 漢 語 音a(U)aiの 表 記

(a)影 納 量ηna「 針 」(539):Uig.Byynkn'OMT.yirin臺gn膀.Uig.

y11〕naigna・

以 沈 塔it§h∂ntha「 … … の 中 」(170):OMT.icint膀.Uig.icind�

icid�.

舎ap力 §εxaIi「 城 」(100):Wu.seh舐N.Uig.s臧舐v..sar.

(b)乃 児 塞naiarsε 「物 」(448):N.Uig.n舐s舅ers�..

・虎 奈 児XUnaiar「 能 」(373):Wu .h�舐N.Uig.h�舐.

詠 克rnai.khε 「墨 」(586):Uig.Bm'k'OMT.m臾舂akk臧.

克 勒 豚 赤khε1εmait§ht「 通 事 」(457):Uig.Bk'1'm'CyWu.

kelmerciOMT.k�1舂臘iMong.kelemeci.

母 児 外�uaruaithε 「徳 行 」(764):Chag.m��v舩,.

蜜 麺 該miniEkai「 蛙 」(630):Mong.menekei..

上 掲(a)の 假 掻 開 口 韻Y`所 属 す るnatha蟹 囁 開 口 韻 のnai .に 対 し て1。 で

はnisthisG`よ るn舩艪ﾌ 表 記 が あ っ た 。 一a～ 一aiは 一iεよ り広 い 母 音(例

え ば[お])を 表 わ そ う と し た 可 能 性 は 大 き い 。Lか し,上 掲nathanaiに

対 応 す る チ ュwク 語 が と り わ け 広 い 母 音 を 示 し て い る と は い い 難 い の で,こ こ
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で は これ らのa～aiがiε と同 じ くウイ グル語Aの艪� 表 示 した と推 定 して

お きた い 。xaに 対 し てはxε の表 記 も現 わ れ る が,XEはxiか 音 節 末 位 のx

の 表示F`限 られ る の で,xaは ウイ グ ル語Aのx艪ﾌ 音 価 を表 示 した と推 定 し

た い 。maiは 常 に チ ュ ル ク語 のm艪ﾆ 対 応 す る の で これ を ウ イ グノレ語Aの

m艪ﾌ 音 価 を示 す 表 記 と推 定 したい 。 一 方 蟹 撮 合 口韻4`属 す るuaiのuは 半

母 音wを 表 わ し,kaiのiはyを 表 わ す 。 だ か らuaiはw艪ﾌ 音 価 を,kai

はg艙の 音 価 を表 示 した と推 定 で ぎ る。

4。 漢語 音iauの 表 記

小文 的siauuanti「 喜 」(366):Uig.BS'wynCOMT.s舸inc.

條 外thiauuai「 駝 」(433):OMT・t舸舩舸艙・

舎 了 孫 §εliausun「 豹J(617):Uig.B営 メ'5"πN.Uig.醐eysUn

s�1��Mong.sileg��Lev."sil�'��.

上 掲 の効 撮 開 口韻iauは,は じめ の 二例 で は 続 く漢語 音u一 と共 に チ=wク

語 の舳(舸)と 対 応 し てい る。 ここ ではiauu一 を舳w一 と解釈 した い(cf・

2.1.is-1。)。 最 後 の 例 のliauは 　 鞘 館 訳 語(甲Lew・)と 類 似 の 音 価 を 示 した

もの と考 えた い 。 即 ち,1iauは ウイ グル語Aの1舳を 示 し た も の と推 定 した い 。

5。 漢 語 音 一an-ien-an-ianの 表 記

(a)豚 児 干maiorkan「 能 入 」(496):Wu.m舐g舅N・Uig・m舐g舅・

土 慢thuman「 萬 」(822):Uig.Btwym'nWu・t�舅OMT・

t�舅N.Uig.t�舅.

写 禅siεt§han「 聰 明 」(762):Wu・(mong.)secen・

管 失 勒tsan§11ε 「董思 」(300):wu・zan了apiN・Uig・zan了abil

zanJiwi1.

(b)木 連mulian「 河 」(105):Uig・Bmwr'n「 江 」・Mong・m舐en・

欠khien「 来 」(356):Wu..kialN・Uig・kel

硯 勒iEn1ε 「風 」(6):Uig.By'dOMT・yelN.Uig.yeL
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(c)帖 浪thiε1鋤 「深 」(722):Uig.Bt'rynkWu.tir舅QMT.tariO

N.Uig.tir舅.cf.帖 連;thiε1iεn「 深 」(129).

(d)強khiaη 「寛 」(706):Wu.kianN.Uig.kaη.

蒋 噛 力tsiaηkっli「 藍i」(797):Uig.BS'nkk'ryWu.(mong.)

cengkeger.

上 掲 の 山撮 開 口韻 一an-ienに 対 して 一En-ian,宕 撮 開 口韻 一ao-iaη に 対

し て 一En-iεη は ない 。 そ り舌 音 の 声 母(幼 音 韻 は ない)に 後 続 す る場 合 を 除

い て は,一anと 一iEn,一anと 一1aηは 対 立 す る とい って よい 。 従 って(a)(c).

群 と(b)(d)群 の韻 母 母 音(一a一,一iε一/一ia一)の表示 す る ウィ グノレ語Aの 母 音 の

間 に 開 口の程 度 の 差 が 存在 した 可 能 性 は 大 きい 。 即 ち 一a一の 表 示 す る もの が

一1E一の もの よ り広 い。 しか し,(a)と(b),(c)と(d)の 問 で 声 母 を 共 有 し合

う例 は な い 。 た と えば,C'anC2iεnに お い てC1とC2が 同 一声 母 の例 は な

い 。 即 ち,実 際 に は 表 記 上 の 対 立 は ない の で 一a一も 一ie一/一ia一も ウ イ グル語A

の 同 じ音 価 を表 示 した もの と考 え た い 。 この音 価 が艪ﾅ あ った と推 定 したい 。

た だ し,(b)のiεnlε の み はi一 がyを 表 示 した の で 一ε一に よ って艪ｪ 表

わ され た 。

漢語音

ウイグノレ語A(初 頭)

漢語音

ウイグル語音(非 初頭)

且ie(n)1｣

ム!でNe
(1)cf.註(41)。

(i一)£iε(一 三})eiia(竺!主}∠ 亘)(竺=)ai」a(一i一 聖・三⊇)

(1)

"a

(1)dに 後 続 して 。

2.2.1.3広 母 音

1。 漢 語 音(一)a(う の 表 記

阿 克akhe「 白 」(793):Wu・aqOMT・aqN・Uig・aq・
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愛ai「 月 」(4):Uig.B'ptWu.ayOMT.ayN.Uig.ay.

塔 児thaer「 窄 」(138):Wu.tarOMT.tarN.Uig.tar.

討 失 刊thau§lkhan「 兎 」(272):Uig.Bt'rVySq'nWu.tu§qan

　 　 　
OMT.tawisqanN.Uig.tawsqantosqan.

湯thaη 「曉 」(22):Uig.Bt'nkWu.taηOMT.taηN.Uig.taη.

上 掲 の ご と く,假 撮 開 口 韻athasa蟹 撮 開 口韻ai山 掘mankhan効

擾thau宕 撮thao等 に 現 わ れ るaは チ ュノレク語 のaと 対 応 す る 。 こ のaを

ウ イ グ ノレ譜Aの 広 母 音aの 表 示 と推 定 し て よ い6

2。 漢 語 音k)の 表 記

嘆児kりar「 雪 」(7):Uig.B4'rWu.qarOMT.qarN.Uig.qar

qa.

研 撲 児 鳴iaphuarka「 茶」(565):Uig.By'pyrq'sOMT.yapirγaq

何 れ も 「葉 」 を表 わ す 。

上 掲 の ご と くチ ュル ク語 のqaは 常4=.k⊃ に 対 応 す る。 又,koは 時 に は γa

に対 応 す る こ と もあ る。 この っが ウイ グノレ語Aのaを 表 示 し た こ とは間 違 い な

(42)

い 。cf,2.1.1.1-1。(d).

(42)ウ イグ ル 語Bの 文字'は 全 て の平 唇 広 母音 を 代 表 して い る。 この 文字 に対 す る漢

語 音 は各 種 母 音 を ウイ グル・語Aほ ど 正 確 に は弁 別 して い な い。 他 の チ ュル ク語 の艪�

eに 対 応 す る漢 語 音 は 語 頭 で はaEが 用 い られて い る:'rayny阿 児 的泥aartini

「宝 」(No.H-8a)cf.OMT.舐dini,'r額 児ear「 夫 」(No.1-18a)cf.OMT.舐.語

頭 以 外 で はaε の 他,aiIEeiaが 用 い られ る:t'ry塔 力thali「 皮 」(No.1-26b)

cf.oNrr.t舐i,m'k'豚 克maikhe「 墨 」(No.II-12a)cf.OMT.m臾�,δ,δ'々 祉 祉

tghetghe「 花」(No.1-10a)cf.OMT.蕊6ak,〆 祝㎜r帖 木 児thiεmuar「 鉄 」(No.

II-8a)cf.OMT.t舂ir～t舂�,id'r以 得 児iteiar「 鞍 」(No.H-5a)cf.OMT.

臈舐,tnkry騰 克 力thankheli「 天 」(No.1-1a)cf.OMT.taηriMong.tengeri.�

とeの 弁 別 は漢 字 表 記 か ら は むつ か しい 。 他 の チ ュル ク語 のaと 対 応 す る 漢 語音 は原

則 的 にaで 表 示 され る。 た だyanyalyamの 音 節 に は 漢 語 にianが な いの でienを 用

い る:鋼:y,n卜 燗puSEtl「 福 」(No.H-27a)cf.buyan,.v'Le,n眼 聖ienxan「 虚 」

(No.卜22a)cf.yalran.ウ イグ ノレ語Aで は こ の音 節 の 漢字 音 表 記 は 、二 つ の漢 字 音 を 一a

十leの ご と く重 ね る か 又 はyanを 用 い た 。
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漢 語 音 一a一 つ一

/h)
ウイ グル語Aa

(1)qγFY`後 続 して。

2.2.2円 唇 母 音

2.2.2.1狭 母 音

1。 漢 語 音uの 表 記

(a)兀 児uar「 打 」(381):Wu.ur-OMT.ur-N.Uig.ur一.

五 魯uIu「 大 」(62):Uig.Bwlwq「(長 幼 の)長 」Wu.uluqOMT.

ulurN.Uig,uluquluY.

五 尊:utsun「 長 」(40):Uig.BwswnWU.uzunOMT.uzun

N.Uig.uzenizzitn.

鳥 克ukhε 「機 」(538):Uig.B"δ"gRad(alt.sag.etc.)uq.

上 掲 の ご と く,初 頭 表 記 の 祝 撮 韻uは チ ュ ノレク 語 のUに 対 応 す る の で,ウ イ

グ ル 語Aの 後 舌 円 唇 狭 母 音Uの 音 価 を 表 示 し た と推 定 で き る 。 初 頭 表 記 のuが

前 舌 音 を 表 わ す こ と は な い 。

(b)苦 都khutu「 井 」(90):Uig.BqwdwqWu.quduqOMT.quduq

N.Uig.quduq.

禿thur皐 」(418):Wu.tut-OMT.tut-N.Uig.tut一.

ト兀puu「 鹿 」(621):Uig・BpwqwChag。bupuN.Uig.buyu..

そ の 他(a)のulu,utsunを 参 照.

(c)笑 子khuts1「 秋 」(203):Uig.BkwysWu.kUzOMT.kUz

N.Uig.k�.

月 禿iuεthu「 靴 」(537):Uig,B'dwkWu.��OMT.atUk

N.Uig.��.

也 禄 児ieluar「 是 」(743):Uig.B'rzvrWu.ir�N.Uig.er�.

uは 初 頭 位 以 外 で は(b)の ご と く チ ュ ノレク語 のU,あ る い は(C)の ご と くU

C97)



と対 応 す る。 前者 が ウィ グw語AのUを 後 者 が そ の前 舌母 音Uの 音 価 を表 示 し

た もの と推定 して よい 。 但 し,(b)の 兀uはruの 音 価 を表 わ し てい る(cf・

2.1.1.3-1ｰ(b))ｰ

2。 漢 語 音y(iu)の 表 記

(a)玉 除yt§hy「 三 」(804):Uig.BzuyCWu.�OMT・�N・Uig・

..v
UCUS.

與 俊ytsyn「 葡 葡 」(324):Uig.BwyswmWu.��OMT.��

N.Uig.��.

取 吉tshyki「 米」(298):Uig.BawykyOMT.tUgi.

上 掲 の ご と く止 撮 合 口韻yは チ ュノレク語 の�ﾆ 対 応 す る の で,.こ れ が ウイ

グル語Aのﾜの 音 価 を表 示 した と推 定 して よ い。 初 頭 位 の�ﾍ 常 にyで 表 記

され て お り,ユ 。(a)のuの 表 記 とは 区別 され て い る 。

(b)楮 里 卜児 塵 壁 理i基 「鞍 」(608):Wu、culburN.Uig.culwur. .

刊 出khantshy「 鞭 子」(607):Wu・gamciOMT.gamciN・Uig・

gamcugamci.

上 掲 の反 舌 声 母 を もつyは チ ゴ.ノレク語 のuに 対 応 して い る。.反舌 声 母 が 韻 母

uを もつ 表 記 例 は な い の で,(b)の よ うなyは 特 別 に ウ イ グ ル語AのUを 表 示

した もの と推 定 して お きた い 。

(c)與 里 都 子iulituts1「 星 」(5):Uig・BywldwsWu・yuldusOMT・

yulduzN.Uig,yuiduz.

玉 子iuts1「 百 」(820):Uig.BywsWu.yUzN・Uig・yUz・

與 楽iula「 心 」(139):Wu.y�臾N.Uig.y�臾.

上 掲 の`ご と くIu(y)は チ=jVク 語 のyuあ る い はy�ﾆ 対 応 す る 。 こ のiu

は めia1ε な ど と 同 様iに ウ イ グ)L語Aのy+母 音,即 ちyu,y�ﾌ 音 価 を 表 示

し た も の と 推 定 で き る 。cf.2.1.1。6.
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3σ 漢 語 音u(a)niunの 表 記

(a)卜 命pulun「 古 昔 」(227):Uig.BpwrwnOMT.burunN.Uig.

burunbuun.

奄 里 呑i｣nHthun「 金 」(768):Uig.B'ZdzvnWu.altunOMT.

altenN.Uig.alten.

温uan「 麺 」(558):OMT.unN.Uig.un,

(b)昆khun「 日」(3):Uig.BkwynWu.k�OMT.k�N.Uig.

k�.

躰 呑thithun「 煙 」(10):Uig.BtwydwnWu.t��OMT.

t��N.Uigt��.

門 都 児muantuar「 電 」(14):Uig.BmwyndwrRad.(sag.

koib.)m�d�Mong.m�d�.

小 文 的siauuanti「 喜 」(366):Uig.BS'wynCOMT.s舸inci

savunc.

錬 鑛 合 口韻 の 母 音 は(a)で は ウイ グル 語Aのuの 音 価 を 表 示 した と推 定 で き

る。(b)のthunmuanに 対 してthiunmiu(a)nは 存 在 し ない 。 又,文uan

のU一 は ウイ グ ル語Aのwを 表 わ す 必 要 もあ っ た の で(cf.2.1.1.6),次 の(c)

に 現 わ れ るiunは 用 い られ なか った 。 従 っ て(b)のu(n)/u∂(n)が ウィ グw

語Aの�ﾌ 音 価 を 表 示 した と推 定 で ぎ る。 な おkhunに 対 す るkhiunの 使

用 例 は な い 。

(c)允 柱imt§y「 珠 」(772):Uig.B鰐 η伽Wu.Un!iOMT.yinc�

Chag.�c�.uig.Unju.

與 俊ytsiun「 葡 葡 」(324):.uig.BwyswmWu.��.OMT.

��N.Uig.����.

(d)苦 運khuiun「 旋 」(65):N.Uig.quyun.

上掲(c)のiun(擦 撮 合 口韻 幼 音)が ウイ グ ノレ語Aの�/�を(d)の もの

がyunの 音 価 を表 示 した もの と推 定 で きる 。
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4。 漢 語 音i鵬 の 表 記

擁ltllj「 毛 」(625):Wu.yUnN.Uig.yuηyul:}

通 撮 合 口韻 のunは 他 で は ウ ィ グw;語Aのonを 表 示 す る(2.2.2.2-5。)。 し

か し,同 じ韻 のiun(幼 音)が ウィ グノレ語Aのyunを 表 示 す る`F'も最 も好 都 合

な音 節 で あ った こ とは 間 違 い ない 。 こ こ で はyuη の音 価 を推 定 して よ い。

5。 漢 語 音auiauの 表 記

(a)有 兀 児iauuar「 和 」(166):Wu.yurur-OMT・yuγur-N・Uig・

yurur一.

(b)手 得 林 §∂uteilin「 霜 」(12):Uig・BSykwd'rynMong・sig�er

Kalm.s�rKhal.s�derD(丙)失 兀 迭 林v.sl`�elin何 れ も

「露 」 を 意 味 す る.

(c)翁 六 克Wanliaukhε 「顔 色 」(799):Uig.BwynklwkOMT.�l�.

把 波 児 六papDarliau「 園 」(87):Uiq・Bp'qpwrlwq.

写 六 温siεliauuan「 涼 」(212):Wu.s��N.Uig.s��Mong.

serig�Khal.ser�nLew,s舐i'�.

上 掲 流 撮 開 口 韻 に 所 属 す る(a)のiauは チ ェ ノレク語 のyu,(c)のiauは 主

に�ﾉ 対 応 し て い る 。 ウ イ グ ル 語Aのyu�ﾌ 表 記 に は ふ つ うIU...llを 用

い た 。 こ の 特 異 な 表 記 は,(b)や,(c)の 最 後 の 例 で 対 応 す る 蒙 古 語 の��`U

の ご と く長 母 音 あ る い は 二 重 母 音 を 表 わ そ う と し た もの と考 え て よ い 。 こ こ で

は(b)(c)のiauau(反 舌 声 母)を 長 母 音UU(uu),(a)のi∂uをyuuで

Tし た い 。

6。 漢 語 音ueiの 表 記

威uei「 牛 」(270):UigBwdOMT.udN.Uig.uy�.

威uei「 房 屋 」(681):Uig.B'β,'wwu.oiN.Uig.�6y.

漢 語 音 にuiiuiが な い の で,塁 撮 合 口 音ueiを 用 い て ウ イ グ ル 語Aのuy
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�の 音価を表示したものと推定できる。

漢語音

ウイグル語Au

u(一an)(2)図
�

2.2.2.2半 広 母音

1。 漢 語 音ciり の表 記

iu(一n-n) (i)au

n
(y)uu

(1)

(2)

UUu(一y)廿(一y)

初 頭 音 を の ぞ く。

　 ミク 　

cjSに 後 続 して。

ue(i)

n

餓 ⊇ 「箭 」(580):Uig・BwgWu・oqOMT.oqN,Uig.oq.

悪 温 ⊇ 塑 「児 子 」(482):uig.Bwgwlwu.oruloMT.oγul

N・uig・oγUloγli.

約 塾 「無 」(85):Wu.yoqN.Uig.yoq.

上 掲果 撮 開 口韻g塾 は チ ュル ク語 のoに 対 応 す る の で,こ れ らが ウイ グル

く　

語Aの 後舌母音oを 表示 したものと推定でぎる。しかし,こ の韻母は初頭音の

表示にのみ使われる。

2。 漢 語 音uaiの 表 記

塊khuai「 羊 」(276):Uig・BqwyWu.qoyOMT.qoyN.Uig.qoy,

塊khuai「 放 」(416):Wu.qoy-N.Uig.qoy一.

蟹 撮 合 口 韻uaiは 対 応 す る チ ュ ノレク 語 音 と 同 じ く ウ イ グ ノレ語Aのoyの 音

価 を 表 示 した もの と推 定 し て よ い 。 漢 語oiuっiは な か っ た 。

30漢 語 音uっ 』の 表 記

(a)科 卜khuo理 「起 」(34):Wu・qoP-OMT。qoP-N.Uig.qop一..

脱 夫 刺 迦 些 璽 「土 」(88):Uig.Btwpr'qWu.tupraqOMT.

topraqN.Uig.tofraqtopraq.

(43)oの 実際の音価は後舌円唇半広の[つコか半狭の[o]で あったろ う。
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所 児 把 §uつarpa「 湯 」(563):Uig.B営 初 η〉'WU.sorbaN.Uig.

sorba.

(b)科 児 一khuaerr見 」(352):Uig.Bkwyr-Wu.k6r-OMT.k6r-

N.uig.kδr、

唾 児thuりer「 四 」(805):Uig.BtwptrtWu.t6rtOMT.t6rt

N.uig.tδrttδt.

李 子Puっtsl「 布 」(536):Uig.BpwsOMT.b6zbUzN.Uig.b6z.

果 囁 合 口 韻uaは 上 掲(a)の ご と くチ ュ ノレク語 の0に 対 応 し,又,(b)の.ご

と く6に も 対 応 す る 。(a)の よ う なuoは ウ イ グ ノレ語Aの 後 舌 母 音oを(b)の

よ うなUOは そ の 前 舌 母 音 で あ る6の 音 価 を 表 示 し た も の と推 定 し て よ い 。 こ
へ くるの

の 恥 が円唇半広母音を表記する一般的漢語音であったといえる。

4。 漢 語 音auiauの 表 記

(a)島 習 一tausi「 蓋 」(52):Uig.Bt'qus-Wu.tos-N.Uig.t6s-tos一.

襖 藍aulan「 児 」(471):N.Uig.orlan.

咬 児 刊iauarkhan「 被 」(543):Wu.yurtqanSal.yorganRad.

(krm(osm.Ad))yorran.N.Uig.yotranyotqan.

咬 翫iauuan「 麓 」(145):Wu.yoγanOMT.yorunyoγon.

(b)考 児 徳khauartE「 韮 」(288):Uig,Bk'kwrtd'Wu.k�d�

N.Uig.k�t臾�d�<k臠�td�.

超 几t§haukhi「 筋 」(592):Uig.B伽 ッ釣Wu.c�iN.Uig.

c�ic�E.

効 撮 開 口 韻auiauは 他 で は ウ イ グ ル語Aのawyawの 音 節 を 表 記 し た 。

し か し 上 掲 例 で は(a)に お い てauが チ ニ ル ク語 のo,iauがyo,(b)に お い

(44)uつ が初 頭 音 を 表 示す る こ と は 滅 多 に な い。 例 外 的 な も の と して 次 の例 を 掲 げ る

こ とが で き る:斡 里 豚 唄uつlimait§han「 蜘 蛛 」(665)/�m膈`in/,斡 児 多uつartu。

「宮 殿 」(670)/ordo/.
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てauが6に 対 応 し てい る。 この 内(b)のt§hauはtFhuaが 当 時 の北 京 語

で 一般 的音 節 で な か った た め,そ れ に かわ って66の 音 価 を表 わ す の に用 い ら'

れ た と推 定 して よい 。 そ れ以 外 め もの は,(a)のtau(b)のkhauに 対 し て

はtuokhuっ(a)のiauに 対 してio,auに 対 して は つ を用 い てdok6yOo

を表 示 で きた。 一 方,こ のauは ウ イ グル 語Bで は長 母 音 を も表 記 で きた(e,

x.Uig.Bxvwt傲au=6)。 そ れ 故 こ こで は 上 の6dを 表 わす もの 以 外 のau

が 長 目の母 音 を表 わ した と考 え た い 。(a)のauが δ(b)の 上 段 の例 のauが
く　ゆ

δ の音 価 を 表 示 した と推 定 し,こ れ を006bで 示 した い 。

5。 漢 語 音unW9η の 表 記

(a)桶 兀 子thuηutsユ 「猪 」(280):Uig・BtwnkwsWu・t町uzOMT・

tOη γuzN.Uig・toη7uztOOuZtonpus・

桶7thuη 「凍 」(81):Wu.tuηOMT.toB-N.Uig.toη 一.

翁weηai「 易 」(719):Uig.Bwnk'yN.Uig。onayoni.

(b)翁 六克wanliaukhe「 顔 色 」(799):Uig・BwynklwkOMT・691且9.

上 掲(a)の 通 撮合 口韻un～Weη は 大 体 は チ ュル ク語 のOnに 対 応 す る。 又

(b)で は6℃ に対 応Lて い る 。unは 現 代 北 京 語 の[un],wanは[ugn]に 近

い 音価 を も って い た と考 え られ る 。 こ こ では(a)が ウイ グ ル語AのOq,(b)

が6nの 音 価 を表 示 した もの と推 定 した い 。

6。 漢 語 音uaniuEnの 表 記

轡uan「 十 」(811)lUig.BwnWu.onOMT.onN・Uig・On.

院 力iuεnli「 路 」(97):Uig.BywlWu,yolOMT.yolN.Uig.

yolyul.

(45)(a)のtauSIと(b)の]幽 聖 望 は註38で 議論 したように,ウ イグル語Bの 漢

字表記は蒙古語 の影響を受けたもの と推定できる。 ここAに おいて もtausiは 初頭 がウ

イグル語と して は一般的でない有声音dを 示 してい るのでやは り蒙古語の影響が うかが

え る。従 って蒙古語に近い形式 として扱えぱtauのauはawと 再構 した方がよい。

又,khaugrYEも 同 じ影響を受けたとすればauは舳の 方がよい。 レか しここでは

他 の例に合わせてチ ュル ク語形 に近い形式で再構 した。
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山撮 合 口韻uaniuEn(幼 音)のua-iuE一 は チ ュル ク語 のo,yo`Yr対 応 し

て い る。 漢 語(i)りn(i)Uっnな どめ 音 節 は な い の で,こ の 韻 母 が ウ イ グ ノレ語

Aのoを 含 む 音 節 を 表 示 す るの に 最 も適 して い た と考txら れ る。cf.上 掲2。。

7。 漢 語 音 ε 丘U｣の 表 記

(a)額 児 一 εar「 死 」(533):Wu.61-OMT.61-N.Uig.61..

額 児 的 克 εarteikhε 「鴨 」(610):Wu.�d臾N.Uig.�d臾

�d臾.

(b)越 禿 赤iuεthutFhl「 皮 匠 」(472):Uig・B'dwkWu・UtUkOMT・

atUkN.Uig.6tUk6捻k全 て 「靴 」。

月禿iuεthu「 靴 」(537):同 上 。

月禄 一iuεlu「 杏 」(307):Uig.B'rwkWu.UrUkOMT,註rUk

N.Uig.6rUk直rUk.

漢 語 に は開 口 が 中程 度 の前 舌 円唇 単 母 音 は なか った。 それ 故(a)で は そ の母

音 に 類 似 した調 音 位 置 に あ る拙 撮 開 口韻 の £ を も っ て,(b)で は合 口幼 音iuε

を も っ て ウイ グ ノレ語Aの と りわ け初 頭 の6を 表 示 し ょ うと した と考 え た い 。

(a)と(b)と の 表 記 の 違 い は(a)が 児grLに 先行 す る 場 合 に 多 く現 わ れ る とい

え る。

な お次 の例 は非 初 頭 に立 つ し,対 応 す る チ ュル ク語 例 も 航 を 表 わ す が,や
くゆ

は り6を 表 示 し た もの と推 定 し た い。

雪 克siuεkhε 「罵 」(382):Rad.(KasTob)slik一.

(46)ウ イグノレ語Bの 円唇母音を表示 するウイグノレ文字は,第 一音節においては前舌音 と

後舌音の区別をもって いるが,そ れ以外の区別はない。 これ らの文字に当て られた漢語

音 は,ウ イグノレ語Aの ものに 比べ ると,各 種 母音 の 弁別能力はかな り低い ものといえ

る。即ち,漢 字表記には前舌音 と後舌 音の区別は基本的には存在 しない。又 高母音 と

低母音 の区別 も明確とはいえない。ただ,漢 語母音の内,他 のチ ュル ク語のoaと 対

応する傾 向に ある ものと してauuaつuつ を掲げることができる。又U�ﾆ 対応す る

傾向にあるもの としてuiuを 掲げられる。
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漢語音

ウ イ グ ノレ語A

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(1一)≦⊇ua(iノ く工})U≡ ≧u(:n)Eiue(一n)

ω ② ⑥ ・3)軽)

(。。。

単 独 の っ は初 頭 位G`現 わ れ る。

初 頭 位 に は一 般 に現 わ れ な い。

初 頭 位G'.は 一 般 に現 わ れ な い。

初 頭 位 に現 わ れ る.

大 体 は初 頭 位 に現 われ る。

iuεnyo1(～yon～yom)を 表 示 す る。

Cに 後 続 す る。

(i一)au

(7)

00��

しばしば漢語arの 前で表記される。

2.2.3長 母音

上 掲 で,auや(i)∂uが 円 唇長 母音��を 表 示 した と推定 し,こ れ らを

oo66uu�の 形 式 で 再 構 した 。 一 方,語 末 がnに 終 る若 干 の 単語 に は や は

り長 母 音表 示 と意 図 した もの が あ る。

(a)#L安t§aan「 性命 」(534):N・Uig・j舅jan.

麻 児 軋 安ma∂rt§aanr珊 瑚 」(440):N.Uig.marjanmarJan,

阿麻 安amaanr太 平 」(760):N.Uig.am舅aman.

aq安kaan「 血 」(528):N.Uig.qanqan.

(b)脱 安 .th璽an「 衣裳 」(546):OMT・t6ntonN.Uig.ton.

上 掲 単 語 が も し 長 母 音 を もた ない の な ら,t§anmankhanthuanを 用 い

て簡 単 に短 母 音aoを 含 む音 節 を表 示 で きた。 わ ざ わ ざCV+VCの 表 記 を

使 用 し たの は,一V+V一 に よ って長 目 の母 音 を表 わ そ うと したた め と考 え られ

る。 こ こで は(a)の 一a+a一 が艪ﾌ 音 価 を,(b)の 一璽+皇 一が6の 音 価 を 表

示 した と推 定 し て,前 者 をaa後 者 をooと して 示 した い 。

2.2.4母 音音系の体系

以上で推定 したウイグル語Aの 母音の音価は九種であった。これらの内iと

iは 補い合 う関係にあるので,一 音素の組み合わせ異音となる。残 り八種は対

立し合 うので,こ れらを独立した音素と認定したい。
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前舌音

後舌音

i��

u a

"0

0

音

音

狭

広

U嚇Ue●-

0軸Oa"a

a門ae●-

0鱒OU"U

音唇

音

円

唇

非

円

た だ し,音 素/i/は/q//γ//x/の 前 後 に接 して後 舌 あ る い は 中 舌 狭母 音

の 異 音iを もつ 。

又,長 母 音 と し て一 応 認 定 で き る もの は,�uu�ooaaの 五 種 で あ る。

なお,上 記記述の過程において,2.1で 仮定したウイグノレ語Aの 音節構造の

型を修主する必要はなかった。即ちこの言語の音節構造は基本的をこは東チュノレ

ク語で一般にみ られる型をもっていたと判断でぎる。

*次 章3の 再構語彙は音素列形式で掲げるが,非 円唇狭母音/i/の みは便宜的

に異音i,茎 で示したい。
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3.ウ イ グノレ語Aの 語彙 の再構

畏 兀児 館 鐸 語WEI-WU-ER-GUANYI.YU

天 文 門(Astronomy)

語漢

河

天

雲

日

月

星

風

雪

雨

氷

煙

天

霜

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1
↓

1
⊥

-
↓

英 訳

heaven

cloud

sun

moon

star

wind

snow

rain

ice

smoke

theMilkyWay

frost

1cf.p。68.Wu.asmanくPer.

cf.28,20.

3cf.p.8199.

4cf.p.8596.

5cf.p.7198.

6cf.p.8494..Wu.蓉ama1〈Ar.

7cf.p.588296.

8cf.p.64.

9cf.p.6780.

10cf.p.99.

il

漢字表記

恭額力

課克

昆

愛

與里都子

硯勒

鳴児

養兀児

木子

躰呑

悉額力得児呪

手得林

再 構 成 形

/t舅n舐i/

/k�/

/k�/

/ay/

/yulduz/

jy舁j

/qar/

/yamrur/

/muz/

jtit�j

/鋤a・id舐y�%

/s�d舐in/

2khuっkhε.Wu.bulutUig..Bpwlyd./k�/は ふ っ う 「空 」 「天 」 「青 」 を意 味 す る。

cf.p.92.Wu.saman6iyoli.Aで は児 晦 の部 分 が 欠 落 して い る。

12cf.P.93ioo.全 て の テ ク ス トで12の 「霜 」.のチ ュル ク語 形 式 と13の 「露 」の形 式 が

他 の東 方 チ ュル ク語 か らみ て 入 れ か わ っ て い る。

(io7)



13露

14電

15雷

16天 上

17天 下

18天 邊

19天 高

20天 陰

21天 晴

22天 暁

23天 監

24青 天

25黄 天

26黒 天

27天 紅

dew

hail

thunder

upperpartofheaven

underpartofheaven

horizon

theskyishigh

theskyiscloudy

theskyiscleared

morningdawns

bluesky

yellowsky

blacksky

theskybecomesred

黒牢

門都児

禄 刺阿思

恭額力五思呑

恭額力阿思廷

恭額力克列

恭額力也的子

恭額力卜禄学里

的

添額力阿赤里的

恭額力湯冴禄的

恭額力科来都児

闊克恭額力

撒力恭額力

腐刺恭額力

恭額力克即児

/xiraw/

/mand負r/

1ulaas1

/t舅n舐iustun/

/t舅n舐iastin/

/taη ηariqiriγ/

/ta1〕1〕ariediz/

/ta:〕1〕aribulut

boldi/

/t舅n舐iacildi/

/ta1〕!〕註ritaη

yarudi/

/taηoarik6radur/

/k6ktaη1〕ari/

/sariγta1〕1:〕ari/

/qar舩舅q舐i/

/tagηariqizi1/

13cf.12.p.698587,Wu.蓉abnam「 露 」 〈Per.黒 はLで は 里 と な って い る が 誤 写 と

考 え て よ い 。

14cf.p.8199.Wu.tuli.門 → 問(L)、

15Wu.haguag廿rg践ra・Uig.Bku,yrkyr'ay(・ayはpast).ノlulaγas/Pcf・59.

ユ6cf.P.79.

17cf.p.8290.

18khεlie/girir/「 辺 」;Rad.(Dsch.Z。)gir3r`dasSt�kderRand,dasEnde'(II740)・

19cf.745.

20「 天 は 雲 に な っ た 」�/bulut/は 「雲 」 を 表 わ す が こ の 形 式 は チ ュ ル ク語 一 般 に み ら

れ る 。(cf.2)./boldi/の/di/はpast.Lで は 「悉 額 力 也 的 子 」 と な って い る 。 「也

的 子 」 は19の 「也 的 子 」(高)と の 混 同 。Uig,Bpwlydpzuldy「 陰 了 」。

21atghlt,ti/a6iIdi/「 開 い た 」。Wu.aδiIdi「 晴 了 」。Uig・B'♂ ツ妨,ρ ω1の 「晴 了J。

22cf,P.96.iaiUti/yarudi/:Wu。yarudi「 農 光 現 出 」。Uig・Bt'nk'tay.

23khuっIaituaY/k�臈ur/=/k�/「 見 る 」一/臈ur/(presentfuturetense3rd・pers・)・

Wu.k�臈u「 看 」。 「天 が(orを)見 る 」。

24ef.792.

25cf.791.

26cf.794.

27cf.p.83.

(ios)



28青 雲

29紅 雲

30:黄 雲.

31白 雲

32黒 雲

33五 色 雲.

34雲 起

35雲 開

36雲 散

37日 出

38日 落

39日 中

40日 長

41日 短

42.日 緩

43日 蝕

44月 出

bluecloud

redcloud

yellowcloud

whitecloud

blackcloud

fivecoloredcloud

cloudsgather

cloudsbreak

cloudslift

thesunrises

thesunsets

midday

thedayislong

thedayisshort

theweatheriswarm

solareclipse

themoonrises

闊闊課克

克即勒課克.

撒力課克

阿勒課克

鳴嘲課克

別失翁六課克

課克科 卜

課克阿赤里的

課克塔児恰的

昆赤黒的

昆把習的

昆土失的.

昆五尊

昆克思恰

昆以夕

昆土禿里的.

愛赤黒的.

/k�k�/

/qizilk�/

/sariyk�/

/alk�/

/qarak�/

/b舖�l�kk�/

/k�qop/

Jk�acildiJ

/k�tarqatdi/

/k�cixdi/

{k�basdi/

/k�t�di/

/k�uzunj

/k�qisqa/

/k�isik/

jk�tutuldij

/aycixdi/

28cf.2,792.

31aIε/a1/は/aq/の 誤 りか?N.Uig.al「 赤 」cf.798,793.

32「 嘲 」 → 「刺 」(L)。

33cf.806,799.

34cf.p.57101,

35cf.21.

36tha∂rkati/tarqatdi/(一d;はpast):N.Uig。tarqat-tarq記t一`toscatter'(Jar.)

Wu.bulut首a1朗 「雲 散 」buluttaradi「 雲 牧 」。

37cf.P.62.Uig.Bkwynδ:ソqdyWu.k�6iqdi.

38cf.p,79.pasiti/basdi/:N.Uig.bas一`topress'(Jar.)Uig.Bkwynp'tdy

39

0

1

2

Qu

4

4

4

4

Wu.k�batti.jdij=past.

thu訊ti/tU首di/:N.Uig.tU首 ・`todescend,togodown'tU首`noonmidday'6U首

「日 中 」。

cf.P,97.「 尊 」 → 「遵 」(L以 外)。

ILh｣SIka/gisga/=.N.Uig.qTsq記`short,br重efly'.

isi/isik/:OMT.isigN.Uig.issiq～issir'hot,worm'.

N.Uig.k�tutu1・ 「日食 」(漢 維lp.753).「 土 」 → 「里 」(L)。/di/=past.

<ios)



45月 落

46月 圓

47月 敏

48月 明

49月 黒

50月 蝕

51月 満

52月 蓋

53星 出

54星 落

55星 多

56星 少

57星 光

58星 明

59雷 響

60風 起

61風 息

themoonsets

themoonisround

themoonwanes

themoonisbright

themoonisdark

lunareclipse

themoonisfull

crescent

starscomeout

starsfall

(thereare)alotof
stars

(thereare)afewstars

starlight

starsarebright

tothunder

windrises

windstopsblowing

愛把習的

愛與麻刺的

愛冴林

愛[冴禄

愛嘆刺

愛土禿里的

愛禿亦的

愛島習的

與里都子赤黒的

與里都子把習的

與里都子脱羅

與里都子阿子

與里都子奴児

與里都子冴禄

禄実児苦勒的

硯勒科 卜

硯勒禿児

/aybasdi/

/ayyumalatdi/

/ayyarim/

/ayyaruq/

/aygara/

/aytutuldi/

/aytuydi/

/aydoosdi/

/yulduzczxdi/

/yulduzbasdi/

/yulduztolo/

/yuiduzaz/

/yulduznur/

/yulduzyaxuq/

/luk�k�臈i/

/y舁qop/

/y舁tur/

45cf.38.

46iumalati/yuxnalatdi/(diはpast)=N.Uig.yumulan・`torolldown'yumlat一

・toroll'
.Wu.aytQIunbuIdi「 月 圓 」.

47cf.837.

48cf.p.69.

50cf.43.N.Uig.ay.tutuluｧ「 月 蝕 」(漢 維)。 「黒 」 → 「里 」(L)。

51thuiti/tuydi/:N.Uig.toy一`tobeorbecomesated',「 禿 亦 的 」 → 「脱 力 得 」(L)。

52cf.p.102.

53cf.5.37.「 赤 」 → 「亦 」(Se)「 黒 」 → 「里 」(A)。

55cf.p.69.

56cf.750,

57cf.p.67.

59cf.15./1u/は 「雷 」?

60cf.p.75,及 び5の 註 。

61thu∂r/tur/:N.Uig.tur・ 鮭`tostaytostand'.「 禿 児 」 → 「科 卜」(L以 外,cf.

so>a

(uo)



62風 大

63風 小

64風 来

65旋 風

66黒 風

67黄 風

68寒 風

69大 雨

70小 雨

71下 雨

72緊 雨

73細 雨

74雨 住

75有 雨

76下 雪

77下 電

78下 霜

79下 霧

windisstrong

windisweak

windhasarisen

whirlwind

blackwind

yellowwind

coldwind

heavyrain

lightrain

toram

hardrain

finerain

therainstops

(thereis)rain

tosnow

tohail

tofrost

tofog

2

3

4

5

只
V
O

-

ρり

6

ρb

6

戸0

7

7

cf.p.97.

cf.p.5687.

cf.356.

cf.p.99.

cf.p.73.Wu,soqraq首amaL

cf.752.

硯勒五魯

硯勒乞赤

硯勒欠

苦運硯勒

嘆刺硯勒

撒力硯勒

掃兀克硯勒

五魯養兀児

乞赤養兀児

阿噛都児養兀児

覇芯養兀児

引赤革養兀児

養兀児禿児

養兀児把児

阿鳴都児鳴児

阿嘔都児門都児

阿鳴都児手得林

阿鳴都児馬難

/yaluluγ/

/yalki6ik/

/yalkal/

/quyunya1/

/qarayal/

/sariγya1/

/sawwuqyal/

/uluγyamγur/

/ki6ikyamγur/

/aγaduryamrur/

/batyarnγur/

/yin6igayamγur/

/yamγurtur/

/yaMrurbar/

/aγadurqar/

/a7adurmtindUr/

　
/aγadursUUdarin/

/aradurmanan/

akっtuar/aradur/。/aq一/な らN.Uig.OMT.等 で 「流 れ る 」 の 意 味 が あ る 。

「下 雨 」 は ふ つ うyaγ 一 の 形 式 を 用 い る 。/一adur/=presentfロture3rdpers.

72pathe/bat/:OMT.bat`quickly,hurriedly'(CI).

73cf.p.57818992.

74cf.61.

75p.6182.Lで は75の 次 に85の 項 目 「無 雨 」 が 入 っ て い る が,そ の 方 が 正 し い 。

76「 下 」 に 当 る/aγadur/の/aγ 一/も 他 の チ ュル ク 語 で はYai'が 立 つ,cf.71.

77cf.14.

78cf.12.

79cf.p.67.Lで は79と80が 入 れ か わ っ て い る 。

(iii)



80下 露

81氷 凍

82氷 厚:

83氷 薄

84氷 硬

85無 雨

todew

tofreeze

theiceisthick

theiceisthin

theiceishard

(thereis)norain

剛 葛都児無牢

木子桶的

木子阿林

木子玉補鳴納

木子瞬陽

養兀児約

/aYadurxiraw/

/muztondi/

/muzralin/

/muzyupqana/

/muzgatiY/

/yam7uryoq/

地 理 門(Geography)

漢 語

86地

87園

土

塵

井

泥

塘

水

8

9

0

イ⊥

2

3

8

8

9

9

9

9

英 訳

earth

garden

soil

dust

well

mud

wall

water

漢字表記

葉児

諮樂

脱夫刺

唾

苦都

把児赤

炭

速

把 波 児 六/xolorlbaγ

再 構 成 形

/y舐/

b�l�k/

/tofraq/

/tor/

/quduq/

/balciq/

/tam/

/su/

80cf.13.

81cf.p.103.

82alin/ralin/:N.Uig.ga'.hn`thickthickly'OMT.gahn.

83cfp.75./yupqana/の/・na/はpersianadjective.

84cf.771.

85cf.p.7072101.

86cf.p.70.

87cfp.78100.XUUluan/xolon/:Rad.(Tar.)h61a`derHo正'.

88cf.p.6612101.

89thuり/toγ ノ:Wu.tuγUig.BtzarOMT.N.Uig.toy.

90cf.p.97.

91paartghl/bal6iq/:OMT.bal61qChag.pal6至 γ.

92cf.p.81.

93cf。p.66,Aで は93以 後 に119「 山 尖 」 ～144「 河 湾 」 が 挿 入 さ れ て い る 。

(iiz)



山

石

.
泉

路

嶺

関

城

市

邊

口

海

河

樹

田

野

沙

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

己1↓

己1↓

1

1↓

-
⊥

1

1

1

mountain

stone

spring

road

(mountain)ridge

customhouse,barrier

town,city

market-place

border

gateway(mouth)

sea

river

tree

farmfield

field

sand

塔

他失

卜刺

院力

冴鳴

叉刺:兀児

把里 舎pp力

把雑児

克列

阿児即

得鼎冴

木連

塔刺

塔刺冴

呪齎

坤列克

./tar/

/ta6/

/bulaq/

/yol/

/yaqa/

/6ararul/?

　り
/baliqsaxari/

/bazar/

/qiriγ/

/arzi/

/darya/

/mUran/

/tara/

/taraya/

/yazi/

/qumliq/

94

95

96

97

98

cf.p.5978.

cf.p.79.

cf.P.ブ2.

cf。p.84103.「 院 」 → 「陀 」(A)。

iakD/yaqa/:N.Uig.yaqa`outside,suburb,collarofgarmenビOMT.yaqa`the

edge'(Cl).Uig.Bt'p'nWu.daban.

99tghalauarcf.M6ロg,qaraγul「 見 張 り」。

100cf.P。638893.§ εxali/§axari/(一iは3rd.pers.possか):Wu騰eharN.Uig.

zoi

102

103

104

105

106

107

首ahar「 城 」o

cf.p.66.

cf.18.

cf.521.

cf.p.60.

cf.p.94.

thala/tara/:N.Uig.drxxda∋rおx`tree'./taraq/の 可 能 性 も あ る 。

thala{a/taraya/lWu.tariIγaN.Uig.dariya「 田 地 」(漢 維)。Uig.Bt'ryqOMT.

tarirN.Uig.tariq.

108cf.p.66.

109cf.p.khunliε .khε./q㎝lfq/ N.Uig.qumluq`sandy,desert`.

(113)



110草

111橋

112堆

113墳

114堤

115川.

116山 高

117山 低

118山 陸

119山 尖

120山 頂

121山 嶺

122山 川

123山 上

124山 下

125山 前

grass

bridge

heap

tomb

bank

river

themountainishigh

themountainislow

themountainissteep

mountainpeak

topofthemountain

mountainridge

mountainsandrivers

upperpartofthe

mountain

footofthemountain

frontsideofthe

mountain

撒慢

Pu補禄

朶朶刺

麻雑

肯児

串.

塔也的子

塔瞬必子

塔禿里兀子

塔五赤

塔把失

塔冴鳴

塔串

塔五思呑

塔阿思廷

塔以力革力

/saman/

/x�r�/

/dodola/

/maza/

/qir/

/col/

/tarediz/

/taryabiz/

/tarturruz/

/taruc/

/tarbas/

/taryaqa/

/tapcol/

/tarustun/

/tarastin/

/tarilg舐i/

110cf.p.81.Wu.saman「 和 泥 的 草 」ot「 草 」。

111cf.p.6376.

112tuっtuっla/dodola/:cf.N.U{g.d�a「 堆 」(漢 維)。Wu.dobaIaydu「 堆 」。 二 つ

目 の 朶tuつ はpaを 表 わ す 漢 字 の 誤 写 か?

113matsa/maza/:Wu。mazar「 邸 陵 」N.Uig.maz舐maz�.

114cf.p.8489,

ユ15・ §h・a・/δ ・】/・cf.H・i.δ ・1r川 」(本 田68).・hua・ は 川 ・h・anの 音 写 か?W・ ・9・1

「河 」。Uig.Bwykzus.

116cf.745.

117cf.746.

118th。li。t・ ユ/t・ ・r・・/.cf.725土 児 兀 子/t・ ・γ・・/「 竪 」・ こ の 単 語 はL以 外 で は 抜

け て い る 。

119utghl/u6/:N.Uig.u6田6`pointtop'.

120cf.515.

121cf.98.「 鳴 」 → 「葛 」(L)。

122cf.115.「 串 」 → 「川 」(L)。

123cf.691.

124cf.692.Lで は 「思 」 が 抜 け て い る 。

125cf.p.87.
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126山 後

127青 山

128石 山

129水 深

130水 淺

131水 清

132水 渾

133水 緑

134水 流

135水 急

136水 悠

137河 寛

138河 窄

139河 心

140河 邊

141河 乾

142河 溝

143大 石

backsideofthe

mountain

bluemountain

stonemountain

waterisdeep

waterisshallow

waterisclear

waterismuddy

waterisgreen

streamofwater

thestreamisrapid

waterflowsslowly

theriveriswide

theriverisnarrow

middleoftheriver

riverside

theriverisdriedup

riverbend

largestone

塔遣印

闊克塔

他失塔

速帖連

速[冴心子

速闊克

速頼

速冴甚

速曝鳴

速覇志

速阿思塔

木連強

木連塔児

木連與楽

木連克列
.木連苦魯

木連也及児

五魯他失

/tark舅yin/

/k�tar/

/taきtaγ/

/sut舐舅J

/suyabiz/

/suk�/

/sulay/

/suyasil/

/suyaqa/?

/subat/

/suasta/

/m�舅kaη/

/m�舅tar/

/m�舅y�臾/

/m�舅girir/

/m�舅quruγ/

/m�舅egir/

/uluptas/

126cf.694.

127「 闊 」 → 「澗 」(Se).

129thiEliεn/t舐舅/.cf.722帖 浪thislan.「 帖 」 → 「貼 」(L)。

130cf.722,723.

131/k�/「 青 い 」(cf.792).「 闊 」 → 「瀾 」(L)。

1321ai/lay/:Wu.layN.Uig.lay`clay,mud'.

133cf.795.

134「 水 流 」 に は ふ つ うaq・ を 用 い る 。

135cf.72.

136cf.p.79.

137cf.706.強 →i差(L)。

138cf.p.96.

139cf.p.697398.,

140cf.18.克 → 客(L)。

!41khulu/quruy/:N.Uig.qurupqurug`dry'.

142iekiar/egir,/=SaLegir`xpHao'N.Uig.ag三m「 灘 」(漢 維)。

143cf.,751.五 魯 一ジ允 紗(Se)。

(115



144小 石

145鹿 沙

146細 沙

147石 橋

148板 橋

149新 橋

150薔 橋

151大 路

152山 路

153小 路

154分 路

155路 遠

156路 近

157路 平

158路 窄

159路 泥

160分 田

161菜 園

smallstone

roughsand

finesand

stonebridge

woodenbridge

newbridge

oldbridge

largeroad

mountainroad

smallroad

branchroad

theroadisfar

theroadisnear

theroadislevel

theroadisnarrow

theroadismuddy

todivideafield

vegetablegarden

允紗他失

咬翫坤

引赤革坤

他失諮補禄

鳴勒噛諮補禄

陽翻補禄

也西乞諮補禄

五魯院力

塔院力

乞赤陛力

罎力的院力

院力亦刺

院力阿根

院力替子

院力塔児

院力把児赤

與勒失蜴

賜失把黒叉

/yumsaqtas/

/yooronqum/

/yincig舍um/

/tasx�r�/

/qalqax�r�/?

/yanx�r�/

/eskix�r�/

/uluryol/

/taryol/

/kicikyol/

/ayridiyol/

/yolylraq/

/yola戸n/

/yoltiz/

/yoltar/

/yolbalciq/

/�1舖ti/

/yaきbaxca./

144iunpa/yumgaq/は ふ つ う 「軟 」を 意 味 す る(cf.710).cf.N.Uig.ugaq`smalliittie'.

145cf.p.102.

148kっ1εk[/qalqa/:cf.N.Uig.xa1「 板 」(漢 維)。

149cf.712.陽 → 央(L)。

150cf.713.

153cf,752、

154aiIiti/ayridi/(・diはpast);N.Uig.ayr'i・`todivide'.こ の 項 目 の チ ュ ル ク 語
　

を 直 訳 す る と 「分 れ た.道 が 」 と な る 。

155cf.747.

156cf.748.

157cf.714.

158cf.138.

159cf.91.

160iujε §lthj/切 誌ti/(・t三 はpast).:N.Uig.田 膳 δ1飴`todividetoshare'.

161ia§1/ya首/:OMT.ya首 「緑,草 」/bax6a/:N.Uig・baγ6ee`garden'.

(116)



162花 園

163菓 園

164竹 籠

165温 泉

166和 泥

167冷 泉

168出 城

169入 城

170城 裏

171城 外

172地 界

flowergarden

orchard

bamboofence

warmspring

tokneadmud

coldspring

togooutofacity

toenteracity

insideofacity

outsideofacity

borderline

祉祉把黒叉

也蜜失把黒叉

鳴蜜失炭

以力卜刺

把児赤有兀児

掃兀卜刺

把里赤黒的

把里乞児的

把里以沈塔

把里他沈塔

葉児阿鳴

/c臘臾baxca/

/y舂isbaxca/

/gamistam/

/yiliqbulaq/

/balciqyuuyur/

/sawwuqbulaq/

/baliqcixdi/

/bahqkirdi/

/baliqicint�/

/bahqtacinta/

/y舐aqa/

地 名門(PlaceName)

漢 語 英

173撒 馬 児 牢

174土 魯 番

175石 頭 城

162cf.290.

163cf.p.67.

164cf.p.88.

165cf.p.6973.

166cf.p.100.

167cf.68「 寒 」。

168cf.668.

169

中 に 」。

ぐ82)p.31.

samaarxan.

訳 漢字表記

撒馬児酎

土児番

他失把里

再 構 成 形

jsamarxand/

jturfanj

/tasbahq/

khiarti/tcirdi/(・diはpast)=N.Uig.kir・kiy.`toenter'.

170cf.P.93.itghantha/iδinta/=/i6/「 中 」 一/int�/(3rd.pers.sing.loc.)「 城 の

171that§h∂ntha/ta6inta/;/ta6/「 外 」 一/int�/(3rd.pers・s三ng・loc.).cf.庄 垣 内

172akっ/aqa/はyaqaの 誤 り か(cf.98).

173

174thuarfiuen,fiuenは/fon～f6n/と 読 め る が .fwanが な か っ た の で/fan/に 用 い

た と 考 え た い 。cf.M(冠.Chin.番f舅.

175チ ュ ル ク 語 形 は 「石 一 城 」tha§1pali.

(lip)



176一 箇 聖 人 城

177泥 水灘

178一 箇 女 人 城

179黒 虎 窩

180狼 地 坊

181大 天坊

182小 天坊

183黒 羊群

184黒 風/11

185九 眼 泉

186苦 硲城

187三 頼樹

188騙 馬城

189大 草灘

190爽 硲關

191粛 少卜1

192甘 り・卜1

必 児 陽緑 兀 子脱/biryal;uztoyin/

因

肯児把児赤

必児恰呑炭

鳴刺把児思

伯律葉児

也克恭額力

兀出干恭額力

鳴刺塊

鳴刺克思克

脱庫子 卜刺

苦欲把里

玉除塔刺

影講赤

條故緑日攣

叉刺兀児

粛赤

甘出

176「1一 独 一 聖 人 」piarialiuutsユthuつin・

177khanar/qir/「 堤 」paartghl/bal6iq/「 泥 」。

178「1一 女 人 一 囲(垣)」piarxathunthan.

179「 黒 一 虎 」kつlapaar51-

180「 狼 一 地 」P｣liuisar.

181「 大 一 天 」1｣khε/y臾�/はMong.

182ut§hyka【1.

183..「 黒 一 羊 」kっIakhuai、

184khεSIkhe.刺 → 頼(A.Se)克(第 二 番 目)→ 刺(L)。

185

186

187

188

190

191

192

「九 一 泉 」thu3khutslbula.

khuiupali.

「三 一 樹 」]Utghythala,

三nniεtgl,..

cf.99.

sutghti.

kantghy.

(us)

/qirbalciq/

/birxatuntam/

/garabars/

/b��舐/

/y臾舩註 ηη註ri/

/ucranta璃ari/a

/qaraqoy/

/garagisq/?

/toquzbulaq/

/quyurbahq/

/�tara/

/yi!〕n臘i/a.

tiaukuly乳lIuan

/cararur/?

/suci/

/gancu/



193三 跳 澗

194涼 少卜1

195黄 羊刀【

196黒 松林

197藍 ジ・1・i

198轡 晒.

199河 南

200北 京

玉除阿力.

額児焦

者連串

鳴刺阿又塔刺

鳴刺木連

勤昌府

克児帖木連覇

翠把里

/�ariq/

/舁z舳J

/Jaran601/

/qararayuutara/

/qaram�舅/

/kin乙a13fu/

/qirt舂�舅n�/

/xanbahq/

時令門(Time)

語漢

春

夏

秋

冬

年

時

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

2

2

2

2

2

2

英 訳

spring

summer

autumn

winter

year

time

漢字表記

冴子

塔必糸

果子

克失

蔭

叉黒

再 講 成 形

IYaz/

/tabis/

/k�/

/qis/

/yil/

/cax/

193ali/ar3q/:N.Uig.ariq`ditch,waterfeeder'.

195tgEliEn/J舐舅/:N.Uig.」Orθn「 黄 羊 」(漢 維)。

196kalaaiau/gararayuu/:N.Uig.gararay「 松 」(漢 維)。

197「 黒 一 河 」kっlamulien.

198府 → 麻(Se)let§ha!〕fu(戸 》ma).

199khearthie/gYrt�/=/qir/「 堤 」 一/t�/(1㏄ ,)/m�舅n�/=/m�舅/「 河 」 一/n�/

(gen?).

200「 汗 一 城 」xanpali.

201cf.p.7080.

202thapisユ/tabis/:Hui・t臙ist舅(本 田102「 夏 」)。cf .Uig.Bヅ ツWu.yazOMT.

1V.Uig,yaz.

203cf,p.5697.冬 → 秋(L)。

204cf.p.5787.

205cf.p.83.

206cf,p.61.Uig.Bzuyd.

(iis)



7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

日

日

月

月

年

年

年

書

夜

寒

熱

温

涼

早

午

旱

湧

凍

今

明

今

出

今

明

去

daytime

night

tobecold

tobehot

tobewarm

tobecool

early

noon

tobedry

tobesubmerged

tofreeze

today

tomorrow

thismonth

nextmonth

thisyear

nextyear

lastyear

坤都子

克轍

掃兀

以夕

以力克

窺六温

額児帖

昆土失的

苦魯的

速刺的

桶的

卜昆

湯勒

卜愛

赤Pq児愛

卜蔭

湯蔭

把禄蔭

/k�d�/

/k臘�/

/sawwuq/

/isik/

/yiliq/

/s舐�w�/

/舐t�/

/k�t�di/

/qurudi/

/suladi/

/toη 尊i/

/buk�/

/tanl�/

/buay/

/cixaray/

/buyil/

/tanyil/

/baruyil/

207cf.p.60.

208cf,p.6192.

209cf.68.

210cf.42、Lは210と211と が 入 れ か わ っ て い る 。

211cf.p.73.

212cf.p.ioo.Uig.Byya,nk.

213cf.p.599192.

214.thu訊ti/t聴di/=/tU首/.「 落 ち る 」 一/di/(past).cf.N.Uig.t聴6聴 「午 」。

215khuluti/qurudi/(/di/はpast):N.Uig.quru-quy・`todry'.

216suIati/sula・/=sula一 「蕪 水 」.(動 詞 維 語 正 字)。

217cf.81.

218.pukun/buk�/:.Uig.Bpwkwyn,

219thaqle/taql�/:Uig.$t'nkd'kwynWu.tarlnaN.Uig.tagla`tomorrow'.

221tghlkaar/6取ar/～/6fqar/=/改x/「 出 る 」 一/ar/(aorist).

222Uig.Bpwyyt.

223Uig.Bt'nkd'yyl.

224patU/baru/=/bar/「 去 る 」 一/u/(gerund).

(i20>



5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

23?

238

239

240

241

242

243

前年

正旦

古昔

一年

五年

十年

五十年

百年

千年

萬年

萬萬年

正月

月

月

月

月

月

月

月

二

三

四

五

六

七

八

theyearbeforelast

NewYear'sDay

olddays

oneyear

fiveyears

tenyears

fiftyyears

onehundredyears

onethousandyears

tenthousandyears

hundredmillionyears

以力革力蔭

昆養亦泥愛

卜�

必児蔭

別失蔭

潜蔭

眼力克蔭

玉子蔭

命蔭

土慢蔭.

土克土慢蔭

thefirstmonthofthe昆 養 愛

year

thesecondmonth

thethirdmonth

thefourthmonth

thefifthmonth

thesixthmonth

theseventhmonth

theeighthmonth

以乞愛

玉除愛

唾児愛

別失愛
.
阿児場愛

也場愛.

憲乞子愛

/ilg舐iyil/

/k�ya1〕1〕iniay/

/burun/

/biryil/

/baきyi1/

/onyil/

/瓠likyil/

/y�yil/

/miηyil/

/t�舅yil/

/t�t�舅yil/

/k�yanay/

/ikiay/

/�ay/

/t�tay/

/b舖ayj

/altiay/

/y舩iay/

/s臾izay/

225cf:p.57.Uig。Bpwldwrkyyyl「 前年 」。ozaqiyi1「 前 年」(漢 維)。

226「 日一新 一 の一 月 」 こ れ は本 来ay・niya切ik�「 月 の 新 日」 と なる べ きと こ ろ(cf.

p.163).泥 →宜(L)。

227cf,p.99.

235/t�t�舅/:Mong.t�t�舅.

236

237

238

239

240

241

242

243

U

U

U

U

U

U

U

U

g.B'r'm'y.Aはr日 一 新 一 月 」 と な っ て い る 。

9.Bゴ ゐツπ4y>y,

9.Bτ σy♂ω 搾♂'y.

9.Btw:yr伽 π6'ly.

9.B査 頭yπ δ'y.

9.B'ZdynL`,y.

9。B:yydynG',ツ.

g.B5'尭 卵 ッπδ'y。 子 → φ(L)。

(i2i)



244

245

246

247

248

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

九月

十月

十一月

十二月

一 日

二 日

三 日

四日

五 日

六 日

七日

八 日

九日

十日

十五日

二十日

三十日

幾 日

幾夜

theninthmonth

thetenthmonth

theeleventhmonth

thetwelfthmonth

thefirstdayofthe

month

thesecondday

thethirdday

thefourthday

thef歪fth(量ay

thesixthday

theseventhday

theeighthday

theninthday

thetenthday

thefifteenthday

thetwentiethday

thethirtiethday

Howmanydays?

Howmanynights?

脱庫子愛

漣擾

灘必児愛

灘以乞愛

愛宵必児

愛南以乞

愛宵玉除

愛庸唾児

愛富別失

愛富阿児r

愛庸也湯

愛富寓乞子

愛富脱庫子

愛翻墜昆

溝別失昆

以及児蜜昆

我唾子昆

贔轍昆

轟轍克轍

/toquzay/

/onay/

/onbiray/

/onikiay/

/ayninbir/

/ayniηiki/

/aynin�/

/aynint�t/

/ayniηb舖/

/ayni1〕alti/

/ayniny舩i/

/ayniηs註kiz/

/ayniqtoquz/

/ayninonk�/

/onb舖k�/

/yigirmik�/

/otozk�/

/n臘臾�/

/n臘臾臘�/

4

5

6

7

8

9

1

3

4

5

7

9

1

2

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

Ug.BtzuqswnP'y.子 → φ(L)。

Ug.B拶 η泌πδ'y.

Ug.Bpyryyk:y耀 ツ泌>y.

Ug.∂'9ぎ'ρ 獅'y.

/ay/「 月 」 一/nit]/(gen.)児 →力(L)。

以 乞→ 玉 除(L)。

唾 児→ 別 失(L)。

阿 児 場→ 也 場(L)。

也 陽→ 脱 也湯(L)。 但 しLの 脱 に は削 除 記号 が付 せ られ て い る 。

写 乞子 → 脱 庫 子(L)。

愛 密 灘毘 → 湾 別 失 昆(L)。

以 及児 蜜 昆 → 我 唾 子 昆(L)。

昆 →克 車(L)。cf.p.6792.

轍(第 二 番 目)→ 車(L)。

(i2z)



263一 更

264二 更

265三:更

266四 更

267五 更

268天 明

269鼠 年

270牛 年

271虎 年

272兎 年

273龍 年

274蛇 年

275馬 年

276羊 年

277猴 年

278鶏 年.

279狗 年

280猪 年

thefirsttwohours'of

thenight

thesecondtwohours
ofthenight

thethirdtwohoursof
thenight

thefourthtwohours

ofthenight

thefifthtwohoursof

thenight

daybreak,dawn

ratyear

cowyear

tigeryear

rabbityear

dragonyear

snakeyear

horseyear

sheepyear

monkeyyear

cockyear

dogyear

pigyear

必児柏思

以乞粕思

玉除柏思

唾児柏思

別失帽思

湯陽禄的

西赤児筆蔭

威蔭

把児思蔭

討失刊蔭

禄蔭

末外蔭

阿芯蔭

塊蔭

伯唄蔭

討兀克蔭

義芯蔭

桶兀子蔭

/birpast

/ikipasj

/�pas/

/t�tpas/

/b舖pas/

/t閃y。 。utdi/

/sicirxanpil/

/uyyil/

/barsyil/

/tawsqanyil/

/luyil/

/moYoyyil/

/atyil/

/qoYYil/

jb臘inyil/

/tawwuqyil/

/ityil/

/tonnuzyil/

263～268Lで は263は264と 同 じ漢 字 音 表 記 を 用 い て い る 。 又265は266と,267は268と 同

じ も の を 用 い て い る 。263に つ い て はp.6079を 参 照 。

269cf.p.6388.

270cf,p.85100.威 蔭 の 後 にLは 牛 失 が つ づ い て い る 。

271cf.616.

272cf.p.96.

273cf.615.

274cf.629.

275cf.618.

276cf.p.85101.

277cf.p.618992.

278cf.638.

279cf.p.74.280cf.p.68103.

(123)



281十 歳

282五 十 歳

283百 歳

284千 歳

285萬 歳

tenyearsold

fiftyyearsold

onehundredold

onethousandold

tenthousando]d

灘賜失

眼力克冴失

.玉子冴失

命冴失

土慢賜失

/onyas/

ノ舁likVyas/

/y�yas/

/miηvyas/

/t�舅yas/

花 木 門(FlowersandTrees)

語漢

葱

蒜

韮

董

花

菓

枝

葉

根

種

竹

6

7

8
.

9

0

1

2

3

4

5

6

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

英

scallion

garlic

leek

bean

flower

fruit

branch

leaf

root

seed

bamboo

訳

281ia§1./ya首/:N.Uig.ya首`age'.

漢字表記

填玩

撒林撒

考児徳

卜児叉

批祉

也密失

補塔

阿補児塔

亦里的子

土吉失利

鳴蜜失

再 構 成 形

/soron/

/sarimsaq/

/k�rd�/

/burcaq/

/c臘臾/

/y舂is/

/butaq/

/aburta/?

/yildiz/

/t�isiliノ

/garnis/

286suっuan/Boron/:Uig.BswqwnOMT.soγansoYun.玩 → 翫(L)。

287cf.p.81,Uig.8sawn.

288cf.p,92102.児 徳 → 得 児(L)。

289cf.p.62.

290cf.p.62,

291iεmisl/yami首/:Uig.ByｰmysOMT.yimi首yami首N.Uig.yemi首.

292putha/butaq/:Wu.putagOMT.butiqN.Uig.putaqpotaq`branch'.Uig.B

δ)φツ9.

293apugrthacf.565.Uig.Bヅ 勿rg'4Wu.yapurmaq.

294cf.p.88,

295/tUgi/に つ い て は298参 照 。glli/首ili/:Hui蓉ali「 稲 」(本 田451)。Uig・Bwnvq・y.

296cf.p.79.蜜 → 密(L)。

(124)



7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

310

311

312

木

米

菜

甕

茶

香

梧桐樹

核桃樹

葡萄

梨樹

杏樹

桃児
.栗子

餅

桃

児

柿

核

梨

WOOd

rice

vegetable

ginger

tea

fragrance

tung-tree

walnuttree

grape

peartree

apricottree

peach

chestnut

driedpersimmon

walnut

pear

以阿失

取吉

腸失

管失勒

撒慢

李亦

脱苦刺兀塔刺

養阿塔刺

與俊帖乞

阿児木塔刺

月禄塔刺

夏夫塔禄

討失刊伯兀勒吉

阿羅伯的

養阿.

阿児木

サ
/yiγas/・

/6ugi/

/ya§/

/zangil/

/saman/

/boy/

/toqraγutara/

/ya1〕1〕aqtara/

/UzUmtaki/

/armuttara/

/6rUktara/

/きaftalu/

/taw蓉qan

bawrtigi/

/γalobad/21

/yaη 】〕aq/

/armut/

297 laδt/y1γa首/:Uig,Bッ ッg'δOMr.f7a6y埆6N.Uig.yaγa6yfγa§.cf.Wu。

daraq.

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

cf.p.98.Wu.g茸r且n6,吉 の 後 に 之 道(L)。

Uig.Bq'wl'.

cf.p.8394.Uig.Bδ'5々'.

cf.565.

cf.p.61.Uig.Bkwysy.

thugkhulau/tograru/:N.Uig,torra'ru`gumfromthebalsam-poplarusedas

leaveninsomebakings'.(Jar.p.309).
iat]a/yaOOa9/:N.Uig.yaqaq「 核 桃 」(漢 維)。

cf.p.66./t臾i/は 不 明 。

aarmu/armut/:N.Uig.armut舂ut`pear'.Uig.Bpzuswml'.

cf.p.104.夏 → 慶(L)。

cf.p.6480.Uig.Btwlwk.

thau塾 些ap些 ヨ 墨 墾・Wu・ ‡u首qanb�gi「 粟 子 」。/b�r臠i/又 は/b�r臠i/と

す るべ きか?

aIu。pεticf,Wu.halwabdut「 柿 子 」。N.Uig.halva`akindofsweetpudding'

CJar.).
312cf.p.74.

(125)



313黒 肇

314松 子

315石 榴

316西 瓜

317甜 瓜

318茄 子

319薙 葡

320請 藏 葡

321砂 葱

322砂 菓

323青 裸

324環 環 葡 萄

325那 弦 豆 児

326萎 子

327棚 椒

328董 薙

329桂 皮

blackjujube

　
Plnenut

pomegranate

water.melon

musk。melon

eg9・plant

radish

carrot

garlic

leavedcrabapple

highlandbarley

akindofgrape

akindofbean

wheat

peppe「

roundcardamon

cassiabark

噛刺楮 卜安.

撒木児

納児

�児卜思

考温

把丁阿

土児麻

克即児土児麻

苦豚力

革即児也蜜失

阿児柏

坤住與俊

那諮 卜児叉

卜故大

菲児肺児

勺兀思

玖的思

/qaracubpan/

/samur/

/nar/

/xarbus/

/gawwun/

/badinya/

/turma/

/qizilturma/

/k�舁i/??

/g艘iry舂is/

/arpa/

/k廿n∫UtUzUm/

/naxodburcaq/

/buyday/

/filfil/

/sawwus/

/gandis/

313cf.p.75.Wu.cilan「 棄 」。 刺 → 嘲(L)。

314sa些ar,Uig.B5'mwrOMT.samur]Ylong.samur,

315cf.p.67.

316cf.p.6379.Wu.tarbuz.

317khauu(a)n/qawwun/:Uig.Bg'gzunWu.qawunChag.qawunN.Uig.qawun

goj'un.

318cf.p.90.

319 .thuarma/turma/:cf.Wu.torpu「 水 羅 萄 」Osm.bayirturpu`radish'Mong..(D

丙)土 児 麻 。

322cf。p,57.蜜 → 密(L)。

323.cf.p.60.Wu.yalaqarpa「 青 裸 」。

324cf,p.9899.khunt§y/k茸nj廿t/:N.Uig.kiuiJnt`sesamesesame・seed'.

325naxuo/naxod/:N.Uig.noxudnoxut`chick-pea'.

326cf.p.6077.Uig.B'rp'.

327cf.p.668390.

328sauuS1/首awwus/:Huijauz・buva(本 田)。

329khantiS1/qandis/:Uig.B4'aysδ'δ'kOMT.qadiz.

its)



330華 蔽

331丁 香

332蘇 木 ・

333茜 草

334番 紅 花

335烏 木

336綿 花

337大 樹

338上 樹

339高 樹

340.歌 樹

341摘 花

342帯 花

343

344

345

346

34?

348

開

卸

香

黄

黄

砂

花

花

塵

大

硫

綱

Chinesecinnamon

lilac

sapan-wood

madder

saffrQロ

ebony

COYLOn

'bi
gtree

toclimbatree

talltree

tocuttrees

topickflowers

todecoratewith

Flowers

flowersopen

flowersdrop

mロsk

rhubarb

su丘phur

borax(?)

病児讐児.

鳴藍夫児

.馬刊

斡羅丹

雑夫刺

鳴刺以阿失

把黒塔

五魯塔刺

阿赤塔刺

也的子塔刺

叉補塔刺

與聚批祉

査安赤祉祉.

祉祉阿赤里的

祉祉楮失的

亦柏児

羅煙赤

忽忽的児

努紗的児

/pilpi1/～

/qaramfur/.

/maqan/.

/ordan/

/zafula/

　

/qarayiγ 良S/

/baxta/

/疋血 γtara/

/a～ltara/

/ediztara/

/6aptara/

/廿zこaこak/

t§aantshl

/6tieak/

/こaこaka6ildi/.

/6註6akdi忌di/

/yipar/

1u:)iεnt§hl

/xUxUdir/

/nu§adir/

331cf.p.66.

332makhan/maqan/:Uig.Bp'g'mN.Uig.baqam.

333uっ1uっtan/ordan/:N.Uig,ordan「 茜 草 」(漢 維)。 斡 → 幹(Se)・

334tsafula/zafula/=Hui.za`far舅(本 田J。 夫 → 失(ASe).

335Uig.B'pynzvs.336cf.p.78.Uig.Bk'd's.

338atghl/a6/「 開 く 一 」o.

340t§hapu/6ap/「 切 る 一 」:N.Uig.6ap`tocutdQwn'.

341cf.p.80.343里 → 力(L)。

344t§hy§1./6廿 首・/・N.Uig.6。 首・「卸 」(漢 維)。

345cf.p.60.

347xuxutiar/x��ir/:N.Uig.gngnrdg血g血rt(Jar).g�g�t(漢 維)Wu.g��t.

的 児 は 児 的./.rd/め 誤 写 か 。cf.348.

348nu§atiar/n譜adir/=N.Uig.n6甑dUrHui.nau首6dur(本 田)。 紗 → 沙(L)。

(127)



349梧 桐城

350薬 材

351樺 皮

tung・tree塵soda

medicalmaterials

barkofbirch

脱苦刺兀

打魯

柁子

/tograru/

/daru/

/toz/

入 事 門(HumanAffairs)

語漢

見

聴

.
叫

享

來

去

走

胞

住

問

説

随

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

英 訳

tosee

tolisten

tocall,cry

tohold

tocome

togo

towalk

torun

tostay

toask

tospeak

tofollow

漢字表記

科児的

以失里湯

叉児刺

把力

欠

把児

與里

與故児

禿児

索来

綾陽

也得児舎

再 構 成 形

/k�di/

/isilit/

/caxla/

/bari/

/k�1/

/bar/

/y�i/

/y��/

/tur/

/soray/

/ayt/

/ed舐s�/

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

350cf.p.60.

351伽 りtsユ/toz/:Wu・tawz・

352cf.p.102.

353i§lIithi/i首illt/=Uig.B躍y'Wu.i忌it・Rad.(Tar.Dsch.

`geh�twerden'
.

th§a∂rIa/L`arla,/:Chag.6arIa一`tocallout,shout'(C1).

pali/bari/:Mong.bari一`tohold,grasp'.

OT.)i首il<i首itiI

cf.p.568394.

paar/bar/=Uig.Bp'rOMT.bar・N.Uig.bar・b艨E.

.l--li/y廿r孟/:N・Uig・y��E`togotowalk'・cf・Uig・Bッ ω η(yorf・)「 行 」。

cf.p.57.

thu∂r/tur/:Uig.BtwrWu.tur・OMT.N.Uig.tur・.児 → 住(L)。

suolai/soray/(一y=lmp-Opt.lstsing.):Uig.BswrN.Uig.sora-sura一.

aithi/ayt/:N.Uig.eyt・ 「説 」(漢 維)。

lEteiar§ ε/edar甑/;cf.OMT.臈舐一 「追 い か け る 」。

(its)



告

討

喜

笑

愛

怒

愁

董

怪

能

愚

善

悪

好

　

閑

忙

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

totell

toseek

toreJOlce

tolaugh

tolove

togetangry

toworry

tobeshy

toblame

ability

stupid

good,fine

bad

good

bad

unoccupied

busy

以児阿力

禮勒都児

小文的

坤里的

小外都児

阿赤藍的

曙藍的

五野的

冴慢刺

虎奈児

帖里伯

咬機失

冴麻安

冴黒失

冴麻泥

亦失約

亦失冴藍

iarali

/til舊dur/

/s舳w�di/

/k�di/

/s舳w舊dur/

/aciglandi/

ialanti

Juyatdi/

/yarnanla/

/x�舐/

/t臺b�/

/yawwas/

/yamaan/

/yaxsi/

/yamani/

/isyoq/

/isyaran/

2

563

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

thiIεtuar/til舊dur/=/til�/「 求 め る 」 一/pdur/(present3rd.pers.):Uig,B

tyl'pdwrN.Uig.til艾� 「求 め るJ。

cf,p.65709499.

cf.p.84.

siau-uaituar/s舳一/:OMT.s舸-N.Uig.s�.

at§htlan-ti/a己fqlan./:N.Uig.a66iqlan.(漢 維)。Uig.B6ym'd,

Uig.Bpwsws,

uiati/uyat・/;N.Uig.uyat一 「董 」(漢 維)。

iamanla.Uig.By'm'nl'Chag,yamanla-N.Uig:y舂anla一.

cf.p,6393.

thielipe.N.Uig.t�16臍foolish,fool'.

cf.p,70.

iamaan.N.Uig.yaman「 悪 」(漢 維)。

cf.p,6578.

iamanicf.376.Uig.By'm'n./i/は3rd.pers.sing.P

i§1iり./iき/「 仕 事 」。/yoq/「 無 」。

ia]an/yaran/=cf.Mong(D丙)牙 藍 「忙 」。

<izs)



来

姑

道

了

去

離

受

麗

了

樂

要

難

閥

前

後

付

排

換

拾

打

罵

知

勾

圓

分

生

打

謝

快

戯

戴

憐

向

往

分

安

改

牧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

tobeat

toabuse

toknow

tohavecancelled

togoback

toseparate

tosuffer

todisturb

tohavethanked

happy,cheerful

toplay

difficult,hard

pity

tocomefront

tostandbehind

toorder

toarrange

tochange

toputinorder

兀児

雪克

必児的

也児湯

冴泥把児

媛亦児的

奄干的

條術失

紗把失

陶塞亦失

外納里

諮児疇赤

刺牢

以力:革力欠

遣印禿児

綾.場別児

刺撒阿力

阿力失

與故失都児

/ur/

/s�/

/b量1di/

/erti/?

/yanibar/

/ayirdi/

ienkanti

tia"§y§1
一 一

/sadbas/

asaii§1

/oynali/

xu=)∂rk)t§h1

/raxam/

/ilg舐ik�1/

/k舅yintur/

/aytib舐/

lasaali

/alis/

/yuYusdur/

381cf.p.97.

382SI--EkhεRad.(Kas.Tob)s�・`schimpfenzanken'(IV798).Mong.s�e一 「誹 諺 す

る 」(大 蒙)。D(乙)s�e・.

383piar-ti/bil・/「 知 .る 」。/di/=past.

385iani/yani/=/yan一/一/i/(gerund):N.Uig.yan・ 「回 」(漢 維)。

386aiiarIti/ayir・/:N..Uig.ayri一 記頭 ・`to.divide'./di/=・past.

389昏apa訊Hwi.(乙)甑db説 「謝 」(本 田)。cf・P・74・

390cf.766.

391uainali/oynali/=/oyna一/一/li/(1stpers.pl.volun.):N.Uig.oyna一`toplay'.

3931axan.N.Uig.rmhimrehim`compassionate,merciful'.

395cf.694./tur・/「 立 つ,止 ま る 」。

396aithi
.piear/ayti/:N.Uig.ay㌃t・ayrit一`tocausetoseparate',/b舐/:N.Uig.

ber一`togive'.

398ali訊cf.N.Uig.ali首 ・`tomix,toadd'.

399cf.p.64.故 → 里(L)都 → 多(L)。

(130)



400相 遇

401認 的

402敷 喜

403欺 息

404記 的

405忘 了

406幹 事

407甚 歴 .

408.恋 歴.

409諦 量

410講 和

411縁 故

412上 馬

413下 馬

414敏 馬 .

415飲 馬

416放 馬

tomeet

torecognize

toreJOlce

torest

toremember

tohaveforgotten

manager

What?

flow?

toconsult

reconciliation

relat三〇n

torideahorse

togetoffahorse

tomakeahorserest

towaterahorse

toturnoutahorse

五出刺的

塔泥的.

小文的

挺的

必児的

五怒的

亦失客来.

贔都児

最出客来

遣額失

腸刺失革

亦失勒力

阿�ｽ

阿芯除失

阿芯挺杜児

阿芯速阿児

阿芯塊

/u6radi/

/tanidi/

/sawwUndi/

/tindi/

/bildi/

/unutdi/

の　

/1sqilay/?

/nadur/..

/na6Uqilay/P

/ka1〕 ηtiき/

/yara首iγ/

i§Uε1i

/atm功/

/atこU§/

/attindur/

/atSUrar/、 .

/atqoy/

400cf.p.77.

401thani-ti/tani一/:OMT.tanu-N.Uig.tonu一 ./di/=past.

402siauu(a)nti/s舳w�di/=/s舳/一/(w)�/(reflexive)一jdi/(past) .

403cf.p.$2.

405unuti.N.Uig.unut-onut`toforget' ,/di/=past.

406khalai/gilay/=/q▽ 「為 す 」 一/ay/(1stpersopt・Imp?).cf .379.

407nietuar/n臈ur/=/n�/「 何 」 一/dur/(predicativesuf.3rd.pers.).

409cf.P.68.諦 → 商(L)。 額 → 客(ASe).

410iala墨ke.N.Uig.yaraき 「講 和 」(漢 維)。Rad(Kas .Tob)yara首fq`dasPassende,

Alles,passend'.革 → 鳴(ASe)刺 → 勒(L)。

412miq/miq/は お そ ら くminと 発 音 さ れ た 単 語 と 考 え ら れ る が
,韻 母iAが/in/と

再 構 で き る の は/t三/に 後 続 す る 場 合 に 限 ら れ る の で(cf.p.82),こ.こ で は/in/と

再 構 した 。N.Uig.min・.`toride'.

413cgy§ 、/6鷹/:N.Uig:t�一.6U首 ・.

414.thintuar/tindur/=/tin/一 ノdur/(caus.):N.Uig.tin一`tobreath
;,tobequiet'.

415suaar/suYar/:N.Uig.suTar-suraer一`towater'.

416khuai/qoy/:Wu.qoy・N.Uig.koy・ 「放 」(漢 維)。

(131)



417

418

419

420

421

422

423

424

425

馬

馬

住

奪

殺

告

　

随

力

胞

享

享

槍

厩

哀

情

眼

出

toletahorserun

toholdahorse

tohold

torob

tokill

tosupplicate

tobewillingto

tofollow

toputforthone's

strength

阿�ｳ 卜

阿志禿

把里禿

搭刺失

ﾟ叉 都児

得児花子

忽輪怒

額得児舎

苦楮赤阿的

/atcap/

/attut/

/baritut/

/talas/

t§hantshatuar

/d舐xoz/

/xusnud/

/臈舐s�/

/k�ciradi/?

426

427

428

429

430

朝 儀(CeremonyatImperialCourt)

漢 語

脆

葬

鞠躬

叩頭

起来

英 訳

toknee]

todoobeisance

tobow

kowtow

tostand

漢字表記

與坤

把児叉安

牽可亦

休既思

課 卜

再 構 成 形

/y��/

paart§haan

/b�艙/

/niyas/

/qap/

417cf.p.75.

4zscf.p.7497.

419pali/bari/Mong.一/tut/Turk.ど ち ら も 「掌jの 意 味
。

420thala§ しN.Uig.tala首 ・`tofight'tala・`torob'Lで は 失 の 後 に 空xanが つ づ い

て い る 。

422teiarxuatsユ.cf.N。Uig.derrxz臙`withangerangry' .

423cf.p.74,

424cf.363.

425khutghy/k�/iOMT.N .Uig.k龍 「力Jo

426iukhan.N.Uig.y��.y��一`tokneel ,togodown'.

427安 → 要(A)。

428p些 迦1/b�艙ノ=ノb�/一/艙/(1st .pers.Optative-lmp.)N.Uig.b�-bnk、`to

kneel'.迦 は 本 来 は ノk(〉/を 表 示 す る が,こ こ で は 例 外 的 に
,現 代 北 京 語 の よ う にi

の 前 でkheの よ う な 音 価 を も っ た と 推 定 し た い 。 一

429niiasユ.N .Uig。niaz`supplication'.

430迦 婁.Wu.qop-N .Uig.qop・`torisetogetup'.
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「⊥

9
自

3

nδ

4

4

∩
◎

4

匿0

ρ
0

7

Q
U

9
り

O
U

O
U

qδ

4

4

4

4

4

∩
◎

Q
り

9
U

O
ρ

バ
7

4

0

1

4

4

4

4

9
U

nδ

4

4

4

4

4

4

4

FO

ρ
0

4

4

4

4

賞賜

謝恩

進駝

進馬

進玉

進豹

進獅子

進海青

進梧桐城

進珊瑚

進鑛鐵錐

進焉璃

進金崩鎭

進鐵脚皮

進鈴羊角

進西馬

reward

anexpressionof
gratitude

topresentacamel

topresentahorse

topresentajade

topresentaleopard

topresentalion

akindoffalcon

topresentatung-tree-
soda

topresentacoral

topresentanironpot

topresentanagate

topresentadiamond

topresentanantelope

topresentanArabian
horse

索亦pq

牢與第塔把児叉

安紗把失

條外塔児陽

阿芯塔児暢

冶失塔児易.

玉子塔児湯

舎児塔児湯 阿

児思藍塔児暢

昇諮児塔免場

脱苦刺兀塔児場

麻児打安塔児蜴

普刺�l 来塔児

場

阿黒黒塔児場

阿里馬思塔児暢

帖克撒牢勒塔児

場

瑛葉塔児易

脱卜叉塔児場

SUUika.Uig.BswywrqLig.soyurqa・.亦 → 赤(A)。

把 → 八(L)。Uig.Bswyzurq'.

cf.p,7094./tartiq/:N.Uig.tartuq`gift'.

cf.771.

cf.617、Lで は436と437は 入 れ か わ っ て い る 。

cf.p.65.

cf.634,

cf,p.105.Lで は440と441が 入 れ か わ っ て い る 。

cf.777.khaulai/qawray/=Mong.xaurai`file'(Les.)

cf.775.

cf.776.

cf.659.
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/soygaf

茎anys璽 鎚 理

ort§haan/sadbas/

/tawwatartiq/

/attartiq/

/qastartiq/

/yuatartiq/

/v..sartartiqarslan

tarti蔓/

/話iηxortartiq/

/toqlaγutartiq/

/marJaantartiq/

/pulatqawray

tartiq/

/axixtartiq/

/almastartiq/

thiεkhεsaxan1ε

/taxtiq/

SUDiE/tartiq/

/tOP～ 三aqtartiq/

1

2

3

5

6

7

8

0

1

2

3

6

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4



447進 番字本

448進 方物

topresentabook

writtenwithforeign

letters

topresentalocal

product

449勅 書Imperialletter

450求 討 職 事tohuntforajob

土 児 乞 恰 芯 塔 児/tUrkixattart笠q/

1陽

葉 児 乃 児 塞 塔児/y舐narsatartiq/

場

冴 児 力/yarhq/

綴 羅 亦 失1陽勒 都t§huεIuo/i話

児tilapdur/

人 物 門(Persons)

漢 語

451皇 帝

452大 臣

453大 入

454陰 陽

455太 讐

456師 傳

457通 事

458老 人

459朋 友

英

.emperor

minlster

訳

HisExcellency

YinandYang

doctor

master

1nterpreter

theold

friend

漢字表記

五魯禿失慢

五魯乞失

把根赤

芯必

五思塔

克勒豚赤

噛力乞失

阿阿以泥

再 構 成 形

/xan/

/uluγt崎m設1/

/uluγki… …i/

pakont§h1

/tabib/

/usta/

/kalama6i/

/qariki§i/

/aγaini/

447cf.p.74.旦 聖 皇三 幽/t¢rki/:N.Uig.t1三rki`Turkic'.

448cf.p,93.Lで は447と448,449と450が 入 れ か わ っ て い る 。

449ia∂rli.N.Uig.yarliqyarlfピordercommand'.

451xan.Uig.Bg'πOMT.xanqanN.Ug.qanChag.xan.

452thu§tman/t繭m盗1/=Uig.B伽 砂 〃〆1「 臣 」Mong.t費 §me1.

453Aは 把 根 亦 。

454Aは 武 必 赤 → 亦(Se).

455cf.p.597692.

456usltha,N.Ug.usta血s亡austad`masterweaver',

457cf.p.93.

458k3i三/qari/:Uig.Bψ ッOMT.qarfN,Uig.qary.

459cf.464,465.N.U三g.a7fn∂e`friend'<aγaini.
.
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460官 人

461徒 弟

462父 親

463母 親

464寄 寄

465兄 弟

466軍:人

467百 姓

.
468使 臣

469頭 目

470奴 碑

471小 児

472皮 匠

473獄 入

474牧 馬 人

475厨 子

476打 魚入

offic三 猷1

apprentlce

father

mother

elderbrother

brother.

militaryman

peasant

ambassador

boss

maid・servant

child

.I
eatherdresser

hmter

stock_farmer

cook

fisherman

別克乞失

慶吉児

阿壇

阿難

阿阿

以泥

証力乞失

塔里冴赤

額里赤

把失刺

坤勒児

乞赤襖藍刺児

越禿赤

襖赤

阿芯苦児翠

孕兀赤

把里赤

/bakki§i/

/首agird/

/atam/

/anam/

/aγa/

/ini/

/～鍛rikki§i/

/tariyaこ 量/

/ald/

/ba§1aq/

/qU1-lar/P

/ki6iko(〃1anlar/

/6tUk6i/

/aw6i/

/atqurxan/～

.bっut§h1

/baliq6i/

460cf.p.73,.

461cf.p.74.

462皇th墾.Uig.B'4'OMT.ataN.Uig.ata./atam/の/m/は1stpers.sing.poss.

463anan.Uig.B'π'OMT.anaN.Uig.anal/m/は1st.pers.sing.poss.

464cf.p.64.

465iniUig.Bゴ πンOMT.N.Uig.ini,

466t§hε1iUig.Bδ'7ッ ゐOMT.6arigN.Uig.6erik6irik.

467thaliiat§h1.Mong.tariya6i士ariya6in.Uig.B〆 穴yg切 ッ.

468εIit§hしUig.Bゴ 」のOMT,・e16il16iN,Uig.e16iil6i.

469pa§Ua・N.Uig,ba首1iq「 頭 目 」(漢 維)。Uig・B〆"彫 初 く 頭 目。

470khun・1ε θr.Uig,B卿 ♂Wu.qu10Mr.N.Uig.qu1./1ar/(p1.)し か しqularを

表 わ し た の か も 知 れ な い 。

471cf.p.77102./星ar/量 よplural.

472cf.537,p.104.

473cf.p.85./aw6i/は/6己1/と も 再 構 で き る 。

474 .khu璽 塑cf.N.Uig.qur・`toarrange'.Mong.xuraγa6i`shepherd'.

476pa.lit§h、cLN.Uig..ballq6ib毘1Iq6f`fisherman'.
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477伴 當

478姐 姐

479大 伯

480伯 母

481男 子

482児 子

483孫 子

484妻

485妹 子

486丈 人

487丈 母

488親 家

489両 嬢夫.

490新 人

491奮 入

492好 人

493善 人

attendant

eldersister

叉夜

額革赤

husband'selderbrother五 魯 阿 壇

husband'selderslster五 魯 阿 難

boy

son

grandson

wife

yOungerslSter

husband

wife'smather.

relative

uncles.in.董aw

newperson,bride 、

oldperson,divorced

wife

fineperson

goodperson

額児

悪温

贔伯列

也 卜赤

醒吝

鎧阿壇

鎧阿難

忽苔

把札

陽乞失

也西乞乞失

賜失乞失

岐機乞失

t§haiε

/aga6i/

/uluγatam/

/uluγanam/

/ar/

/oγu1/

/nabara/

/epd/

/siりlim/

/qayatam/

/qayanam/

/xuda/

/baja/

/yaoki首i/

.

/eskiki§i/

/yaq§ikiきi/

/yawwaki§i/

478

479

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

cf.P.91.

Uig.B"1脚9'4'/m/は1st,pers.sing.poss.

cf.P.91.

cf.p.101.悪 → 額(ASe).

niεPεIiε.Hui.nabirah「 孫 」(本 田)N.Uig.navrポgrandsQn'.

iεput§h1.Uig。B'ρ δツ 「婦 」L三9.護PδL

siり1in/siηlim/←/siOil/一/三nゾ(1stpers.sing.pQss.):N.Uig.siりi1`ayounger

sister'.

khuai,Wu.qayinataOMT.qadIn`relatedmarriage'qayinata6father・in・1aw'(C1)。

N.Uig.qainata./m/は1stpers.sing. .poss..

Wu.qayinana加/は1stpers.sjng.poss.

xutaWu.quda「 親 家 」。Mong.(Wu.)xuta「 親 家 」。

pat§aUig.Bρ'δ'Wu.bajaN.Uig・bala・

cf.712.新 → 親(ASe).

cf.713.乞(第1番 目)→ 期(L)。

Uig.Bヅ9砂 々y苞y.

iauua/yawwa/は/yawwa削 の 誤 り と い う よ り は(cf.375),後 ろ に/ki首i/が つ

(ユ36)



494悪 人

495閑 人

496能 人

497木 匠

498鐵 匠

499銅 匠

500泥 水匠

501染 匠

502書 匠

503油 漆匠

504藍 匠

505錫 匠

506銀 匠

507石 匠

508i裁 縫

509唱 的

510舞 的

511打 鼓的

badperson

idler

ableperson

carpenter

blacksmith

copperworker

plasterer

dyer

pamter

Japanne「

carpetworker

tinworker

silvers【nith

stonemason

sewing

singer

dancer

drummer

冴麻乞失

打刺翠乞失

豚児干乞失

也阿赤

帖木赤

把額赤

把児赤速赤

李〔牙赤

赤即黒赤

洗児赤

起義子赤

諮児噛順赤

苦蜜失赤

塔失赤

得児即

以児刺赤

塞赤

董故魯兀赤

/yamaki§i/

talaxan/ki6i/

/marganki首i/

/yiγa6{三i/

/tamUごi/

/baγiこi/

/ba1～ 三iqsu6i/

/boyaq6i/～

/boyad/

/δzix6i/

/sirこi/

/kiyiz6i/

/xorγa首un6i/

/knmi忌6i/

/ta§ こi/

/darzi/

/irlaγ6i/～.

/sayd/PP

/dOI〕γulγu6i/PP

つ い て 首 が 脱 落 した と考 え る べ き だ(cf.494)。Uig.B勘y㎜ π ッ々む.

494iama/yama/は/yaman/のnが/k諭/の 前 で 脱 落 した と考 え た い。Uig.Bヅ 彿'〃

蝕 砂 「　人 」。 しか し,Lで は麻 に 対 して 蛮manが 入 って い る。

496cf.p.5794.

497cf.p.88,p.77(26).

498thiεmut§h1/tam龍i/<t註mUr6iN.Uig.t6m廿r6i「 鉄 匠」(漢 維)。

499cf.785.Lで は498と499が 入 れ か わ って い る。

501pっiat§ht,N.Uig.boyaqこrdyer'.

502t§hltsixεt§hしsiziq「 画 」(漢 維)。

503siθrt§h1.slr己i「 油 漆匠 」(漢 維)。

504些ll」 ヨ 塾1.N.Uig.higiz`feI卜carpeゼ.Wu.kiyiz「 焼 子」。

505cf,p.64.

506cf,769.蜜 → 密(L)。

508te丑 ∂rtsi.Osm.darzi`tailor'.

509i∈)rlat§h1.0㎜,丁 τla.`tosing'(Cl).

(137)



512賊 人

513従 人

thlef

servantatte職dant

襖 果 力/ooγri/

也 得 児 舎乞 失/edar§aki§i/

身 髄 門(PartsofBody)

語漢

身

頭

面

眼

額

鼻

耳

口

　

ら

　

ワ
　

ハる

　

む

ユ

51

51

51

51

51

51

52

52

舌

歯

眉

髪

唇

22

23

24

25

%

5

5

5

5

5

英

body

head

face

eye

forehead

nose

ear

mouth

tongue

tooth

eyebrow

hair

lip

512cf.p.77.

513cf.424.

訳 漢字表記

伯亦

把失

玉子

諮即

葬来

李児泥

苦刺

阿児即

・陽里

傷失

噛失

撒赤

克列額

再 構 成 形

/bay/

/ba首/

/yUz/

/x6zi/

/maη1ay/

/borni/

/qulaq/

/aγzi/

/til/

/ti§/

/qa§/

/sa6/

/qiriγi/

514些1.Wu.beyN.Uig.boybuyUig.B卿 の η.Lに こ の 項 目 は な い 。

515cf.p.79.

516iutsユ.Uig.Bッ τの∫OMT.N.Uig.y銭z.

517cf.p.63./i/は3rd.pers.sing.poss.Uig.Bゐ 四)7驚♪,.

518璽 塵1.N.U量9.maηlay(漢 維)。

51gP三 逃 璽 ・Uig・Bρ τり伽 η/borni/.の/i/は3rd.pers .sing.poss,N.U{9.burun.

520cf,p.57.

521cf.p,78.

522璽 碁Uig.B∫:y乙OMT.tntilN.Uig,til.

523thi§ しUig.B妙 託OMT、N.Uig.ti蓉.

524ko§ しUig.Bg'託OMT.qa首N.Uig.qa§qa首.

525sat§hしUig,B5'δOMT,sa6N ,U三g.sa66a己6a首.

526}迦 聖 整/q董rfγ ▽=/q了r至 γ/(cf.18)一/f/(3rd,pers .sing.poss.)Uig.B`肴yπ

N.Uig.1ab1紀bWu.1ab .
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命

肉

血

磨

聾

腐

生

死

性

27

認

29

30

31

32

33

34

5

5

5

5

5

5

5

5

fresh

blOQd

blind

deaf

lameness

b量rth

death

life

夜帖

冶安

鳴牢

撒牢

阿撒

土胡児

額児的

札安

/et/

/qaan/

/qaraw/

/Saγraw/

/aqsaq/.

/tuxul/～/tuxur/

/61di/

/}aan/

衣 服 門(Clothing)

漢.語 英 訳

535絹

536布

537靴

538襯

539針

540線

541裾

silk

cloth

boots

socks

needle

thread

sk三rt

漢字表記.

脱児鳴

李子

月禿

鳥克

影納

亦批

克帖

再 構 成 形

/torqa/

/b6z/

/δtUk/

/uq/.

/yiηna/

/yip/

khεthiε

527cf.p。7491.

528cf、p。58105.

529kりIau.Wu.qaraγuN.Ulg.qaraγ ピablindman'.

530cf.p.77.

531cf.p.72.

532thuxuOr.N.U量g.tuγ ・「生 」(漢 維i)。

533cf.p.104./di/}よpast.

534cf.p.62105.

535cf.p.82.

536cf.p.102.

537cf.p.7397104.

538cf.p.7297.

539cf,p。819093.

540cf.p.75.
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542樟

543被

544褥i

545段 子

546衣 裳

547圓 領

548補 子

549披 肩

550毯 杉

551枕 頭

552番 夏布

553生 絹

.trousers

quilt

mattreSS

satin

clothing

roundneck

cape

feltshirt

pillow

Turkishgrasscloth

rawsilk

554青 紅 布 疋

555綿 花cotton

556顔 色表 裏

以雑児

咬児刊

土舎

討機児

脱安

與抹冴鳴

闊巽子

苦刺卜赤

怒詠児干

冴速禿

馬夫禿

永科児

/izar/

/yootqan/

/tu§ak/

/tawwar/

/toon/

/yumayaqa/

khuokhuts1

khulaput§ 、

/nUmargan/

/yastuq/

/mafut/

yu!〕khuoor

闊克 革 即児 李 子/k6kγizilb6z/

把 黒塔/baxta/

翁 六克 亦赤 塔赤/6ηIUUki6taこ/

飲 食 門(FoodandDrink)

漢 語 英 訳

557米rice

漢字 表記

取吉

再 構 成 形

/6廿gi/

542itsaor.Osm.izar「 腰 よ り下 を 被 う も の 」。

543cf.p.102.

544cf.p.5973.

545cf.p.70.

546cf.p.105.裳 → 賞(L)。

547iuma/y㎜a/:cf.N.Uig.yumalaq`ro皿d'.

550numaiθrkan.Mong.(Wu.)n遣merge「 雨 衣 」。

551iasuthu.N.Uig.yastuq`cushion'.

552cf.p.74.Lで は552以 後 は554,556,553,555と つ づ い て い る 。

554pっts1./b6z/:N.Uig.b6z`coarsecotton.stuff'」/γ1zf1/cf.790.

555paxεtha。pahta「 棉 花 」(漢 維)。

556cf.799.that§ht/ta6/に は 本 来ta首 の 形 式 が 立 つ,/6/は/i6/と 混 成 し た 。

557tshyki.Uig.B伽 舜 ッ 「米 」OMT.t廿ki.Wu.gurun646U/は 本 来 はt§hyで 表

爪 さ れ る 。556の 六 はLで は 立 。
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558.麺

559油

560塩

561醤

562酷

563湯

564飯

565茶

566酒

567糖

568蜜

569飲

570吃

wheatflour

oi1

salt

beansauce

vinegar

soup

cookedrice

tea

1iquor

suga「

honey

t6drink

toeat

温

脱孫

禿子

醤

洗児克

所児把

阿失

呪漢児鳴撒慢

索児麻

捨克児

撒阿力

亦赤

葉

./un/

./tosun/

./tuz/.

tsiag

/sirka/

/§o士ba/

../a首/

/yapurγaqsaman/

/sorma/

/§akar/

..saali

/i6/

/ya/

器 用 門(Ilnplements)

漢 語

571:車.

572蓋

英 訳

vehlcle,cart

smaIlcup

漢 字 表 記.再 構 成 形

元 力 阿 刺 刺 八./qaηliararaba/

赤 克 轍/6ika甜/

558cf.p.99.

559thuDsun.Mong.tosmUlg.BヅgWu.yaγ 。

560thutsl.Uig,B勘50MT.N.Ulg.tuzWu.tuz..

561Wu.jiyaO(GIYANG)「 醤 」。/ziyaO/と 再 構 す べ き か 。

562cf.p.56. ,

563cf.p.65102.

564a訊.Uig.B'ぎWu.a首OMT.a首.N.Ulg.a首a§.

565cf.p.606496.庄 垣 内('82)p.33,

566suoerma.Uig.Bε 乞σr7π'OMT.borsurma.

567§3khεgL.N.Uig.首akar§ekar`sugar'.

568saall.cf.Wu,asaIN.Uig.xasgl「 蜜 」.(漢 維)。 撒 阿 力 は 阿 撒 力 の 誤 り か 。 阿 一〉

児(L)。

569cf.p.77.

570iε.N.Uig.ya・ye,`toeat'.

571cf.p.57.Wu.arabaN.Uig.araba.

572t§htkhεt§hε.Mong.酷g茸6e「 木 杯 」(大 蒙)。 克 轍 → 轍 克(L)。
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573樟

574樟

575鋸

576鼓

鎗

刀

弓

箭

旗

盗

甲

印

紙

墨

筆

硯

鍋

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

oar

stooI

.
90㎎

d㎜

spea「

sword

bow

arrOW

.flag

helmet

armor

seaI

pape「

Chineseink

writingbrush

inkstone

pan,cookpot

失勒

散塔力

穰阿刺

董故児

只塔.

克林赤 必叉

餓

阿藍禿克

杜兀魯鳴

苦冴

塔木阿

鳴阿子

豚克

鳴藍兀卒

都夜

鳴管

573§Uε.Uig.B砂 パMong,siregeN.Uig。 首ira.

574santhaIi.Mong.sandaliWu.sandaI「 椅 子 」。

575cf.p.65.

577cf.p.62.

578cf.p.7787。

579三a.Uig.By・'OMT.N.Uig.ya.

580cf.p.101.

581cf.p.81.thukhε.Uig.B.勘gONT.N.Uig.tuγ.

582cf.p.83.

583khuia.Uig,B鋼 ヅgChag.quyaqMong.quyaγ.

584cf.p.64.

585cf.p.5864.

586cf.p.93.

587k31an.N.Uig.qolom「 筆 」(漢 維)。

588cf.p.74.Uig.B魏'々'砂 々.

589kりtsan.Wu.qazanN.Ulg.qazan鍋(漢 維)。一 一
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/6h・a/

/santali/

4aηala

/do1〕}'ul/～.

/doη γur/

/}ita/

/q丑in～5bi6aq/

/ya/

/oq/

/alamtuγ/

/duγulqa/

/quyaq/

/tamγa/

/kaγaz/

/maka/

/qalam/utSU

/dUyat/

/qazan/.'

576tuηku∂r.Hui,duhul「 鼓 」(本 田)。Mong.dongγud・`tomakesound'.



590

591

592

593

594

595

596

597

598

599

600

盤

碗

筋

櫃

.

華

瓶

燈

黎

湯

壷

肌

禰

鼓

酒

劇

螺

靱

601銅 鍋

602海 夙

603

604

605

606

児

頭

帯

鍛

座

轡

肚

囎

607鞭 子

dish,plate

bowI

chopsticks

cupboard

1amP

hGt.waterbottle

Wmepot

trumpet

horn

akindofdrum

copperpot

seat

bit

be11yband

gagbit

rod,whip

塔把

阿冴恰

超乞.

散杜

赤刺

奄キL孫

阿夫塔把

索児麻郎翻

卜児故

索児奈

康:革児革

把額児鳴管

莫外把失

掃兀児

噛塔.

五郎

暴

出

爪

刊

/tabaq/

/ayaγa/

/66ki/

/sandt1q/'

/6iraq/

iεnt§asun

/aftaba/

/SGrmalaηXO/

/burγu/

の
SU)orna1

/kai〕gafga/

/baγirqaza血/

/moγoyba首/

/sawwur/

/qataq/

/ulao/

/了00了ay/

/qam6u/

0

1

2

3

4

6

7

8

0

1

2

3

4

5

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

thapa.Mong.(Wu.)tabaqHui.tabaq(本 田)。.Uig.Bg'ρ'η.

aiaka.Mong.(Wu.)ayaγa「 椀 」Uig。Byg。

cf.P。102.乞 → 几(ASe)。

santu.N.Uig.6and画 「櫃 」(漢 維)。

t§hlla,N.Uig.6iraq「 燈 」(漢 維)。

cf.p.80.Uig.B如 π匂.'「 瓶 」。

垣pxu⊇/1aηxo/:Uig.B勧 π々g・'「瓶 」Mong.lonqoUig.Bg㎜ ρyπ ゐ 「藍 」。
.
cf.p.64.

khaηkε ∂rkε,M6ng.(Wu.)kenggerge.

paεer/baγfr/cf.785.

cf.629,莫 → 額(L)o「 蛇 一 頭 」o

sauuor.Mong.saγuri`placetosit,.

kotha.Wu.qadaq「 釘 料 」。

uIao.Wu.ulaη.

606t§aut§ai.Wu.∫6∫ ◎Mong.(Wu.)」6jay「 噛 子 」。

607cf.p.8198.
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608輻 縄 brldle 楮里 卜児 /ごulbur/

鳥 獣 門(BirdsandBeasts)

漢 語

609鷹

610鴨

611鵡

612鷲

613燕

614鶏

615龍

616虎

617豹

618馬

619螺

620騒

621鹿

622狼

英 訳

wi至dgoose

duck

magpie

goose

swallQW

acc夏Plternlsus

dragon

tlger

1θopard

horse

mu】e

ass,dOnkey

deer

wolf

漢字表記

冴即噛子

額児得克

庫失恰失

噛子

噛児禄阿赤

彫里千禄

禄

把児思

玉子 舎了孫

阿芯

鳴赤児

也舎克

卜兀

伯律

再 構 成.形

/yaziγaz/

/6rdak/

/qu§qaき/P

/γaz/

/qarluγa6/

tiaulitsh至 εn

/1u/

/b琴rs/

/y㎎ 甑1awsUn/

/at/

/qa6ir/

/e§ak/

/buγu/

/bδra/

608cf.p.98.

609Wu.yabaγaz,iatsi/yazi/:N.U童g .yaziy記zi`⑳untrycountry・side"

610cf.p.93104.

611khu§txa§t.Wu.qu6qa6「 雀 」。

612kっtsユ.N.Uig.γaz「 鳶 」(漢 維)。

613kり ∂rluat§ht.Wu.qarluγaδ 「紫 燕 」。

6151u.Uig.BJω 切OMTlo.Wu.a6dar.

616pa∂rs1.Uig.Bρ'r50MT.NUig .bars.Wu.yolbars.

.617cf .p.94juts1/yuz/:Hui.yΩz(本 田)。

618旦 璽.Uig.B'dWu.atOMT .N。Uig.at.

619Rっt§hいLUig.Bg'4yrWu.qa6irN.Uig.qa6irxa6ir ..

620cf.p.91.

621cf.p.97.

622竺 亟.Uig.B逸 σy質yOMT.b6riN.Uig.b6r廿b6ri.
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623集

624熊

625毛

626卵

627麟

628魚

629蛇

630蛙

631蚤

632風

633鳳 隠

634海 青

635孔 雀

636仙 鶴

637天 驚

638野 鶏

639兎 鵤

elephant

bear

hair

egg

Chineseunicorn

fish

snake

frog

flea

louse

phoenix

akindoffalcon

peacock

crane

swan

(ring.n㏄ked)pheasant

瞬安

黒鬼思

擁

與木児思鳴

鎧児速

把里

末外 亦刺安

蜜謡該

卜児格

批暢

禿里台鳴魯的

昇鶴児

討兀児

阿里速

混 恭額力噛子

討兀克

亦帖羅故

/yaγan/

/xirs/

/yuo/

/yumurs7a/

/kars/

/baliq/

/moγoyyilaan/

/minagay/

/bUrga/

/pit/

/tulitayγarudi/

/§iηxor/

/tawwur/

alisu

/xantaη ηariγaz/

/tawwuq/

ithiε1u)ku

623塾 聖.Mong.(Wu.)yaγanUig.Bヅ π々'OMT.yaOγaChag.yaγan。Wu.piL

624cf.p,63.

625cf.p.81100.

626iumuerslko.OMT.yumurtγa`egg'(Cl)N.Uig.yu醜ort肥`testicle'.

627Wu.buburi,cf,646。

628pali.OMT.N.Uig.balfq.

629墜1些 唾/mo70y/:M6ng,mo7aikha1.moγ 〇三.ilaan/yilaan/:Uig.Bン ン」'πN.

Uig.y了1anWh.yilan.刺 に 対 す る.Lの 赤 は 誤 り。

630cf.p.8593.

631puorkε 。N.Uig.b廿rg9「 蚤 」(漢 維)。

632cf.p.607487.

633旦 聖 璽 塑1/tulitay/:Mong・tuulltai(大 蒙)・ 璽 塾 亘/γaruδi/:Mong・garudi(大

i蒙).Uig,B型 η躍g・'.

634cf.p.8190.Lで は635と637と が 入 れ か わ っ て い る 。 又,636の 仙 は 海(L)。

635墾 型 讐i聖.cf.Wu.tawusN.Uig.tawustaus`peac㏄k'Hui.ta亘s(本 田)。 児 は 思

Sユ の 誤 り か 。

637一 「日 一 天 一 驚 」。Uig.Bgωg吻.混xun.

638cf.p.72.
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640鴉 鵤

641鵬 鵡

642班 鳩

643青 琶朶 ～巳.

644蛙 虫

645蜘 隣

646犀 牛

.647獅 子

648海 獺

649　 鼠

650銀 鼠

651騙 馬

652児 馬

653思 果馬

.654馬 駒.

655騙 駝

656児 駝

657塔 束呼卜花

658乳 牛

centropus

r.parrot

streptopeliabonaparte

10cust

giraffe

rhinoceros.

lion

seaotter

marten

snowweaSd.

castratedhorse

pony

mare

colt

geldedcameI

youngOamel.

milk.cow

刺唄

脱替

把黒易

土林台

醜見華

阿児倒兀児

克児思

阿児思藍 舎児

坤都子

欺失

阿糸

影納阿志

媛眼児阿芯

擶他阿芯

故禽
.影納條外

補児阿條外

塔児 卜安

以奈克畏

/la6in/

./toti/

/baxtiq/

thulinthai

/く三Uganga/～..

./aldawwur/.

/kまrs/

/arslanきar/

khuntutsユ

/k圭忌/

/as/

/yi1〕naat/

/ayγir翫t/

/baytaat/

/γulun/

/y功natawΨa/

puora/tawwa/

/tarbuγan/2

/inakuy/

640cf.p.89.

641thuコthi.Ulg.B勘 砂N.Uig.tutfMong。totL

642paxεthi.N.Uig.paxtまx`ring-dove'.

644t§houkiεnkε.N.Uig.6akotko「 蛙 虫 」(漢 維)。

645aertauuer.MQng.(D乙)aIdaγhr.Uig.Bq'4,

646khegrs1,Uig.B為'r5MQng.kers.

647aersユlan§ εoLUig.B'ア5Z'漉OMT.arslanChag.arslan.

649khi .§し0]MT.Chag.ki首(Cl).

650as1。Uig.B'50MT.as.

651幻naathε.cf.Uig.B'g4'Wu.aqta.N.Uig♂yiOna`needle'2

652cf.p,8489.

653paitha,Uig.Bρ'ッ ∫"N.Uig.baytaL

654kui㎜.N.Uig,qulun`colt,toal2倫 に 対 す るLの 前 は 誤 り。

658cf,p.73..
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659西 馬

660青 馬

661白 馬

662赤 馬

663黒 馬

664駿 驕

665蜘 蛛

666縷 蟻

667、 騨 駝

Arabianhorse

grayhorse

whltehorse

redhQrse

blackhorse

brownhorse

spider

.
ant

femalecame1

脱 卜叉

闊克阿志

阿克阿志

者児得阿芯

腐刺阿芯

茄葉児阿芯

斡劉泳唄

楮詠力

膿失條外

/top6aq/

/k6kat/

/aqat/

/jardaat/.

/qaraat/

khiεiεer/at/

/6rima6in/.

/6Umali/.

コ　ロ

/tisitawwa/

宮 室 門(Buildings)

漢 語

668皇 城

669金 門

670宮 殿

671御 橋

672御 路

673金 牌

674寳 座

英 訳

imperialcity

goldengate

palace

imperialbridge

imperialroad

goldentablet

throne

漢字表 記

窄把里

奄里呑鳴 卜

斡児多

窄i硲補禄

窄院力塔

奄里呑榮黒

額児迭泥散塔里

再 構 成 形

/xanbaliq/

/註ltunqabu/

/ordo/

/xanx6prUk/

/xanyolita/

/altunlawxa/

/ardanisantali/

659thuっput§ha.U三g.B勘 ρッ∂'gChag.top6aq.

660cf.Uig.Bρ 脚 ッ&闊 → 瀾(L)。

661cf.Uig.B1勉 ッ名4'.

662cf.p.62.

665uりlimait§h3n.N.Uig.血rm血6uk6㎜ 猫k`spider'Wu .6rm猫k.

666t§hymani.N.Uig.6δmU19(漢 維)。

667thi§t/ti首i/:N.Uig,ti首iti§`female'.Lで は こ の 頃 は656の 次 に 現 わ れ る 。

668塑 壁/傷alfq/=OMT.balfqChag.balfγ`town'(CI)..

669.iεnlithunkっpu.Uig.B'`4脚 η 〆 ρy.

670uっortuっ.U三g。B御 蜘OMT.orduN,U量g.orduorda。

672童uεnlitha/yolita/=/yo1/一/ita/(3rd.1㏄,).

673cf.p.6985.勢 黒 → 蘇 嚢(L)cf.675.
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675金ii藝

676門 扇

677帳 房

678瓦 房

679舘 騨

680街 市

681房 屋.

682塙 壁

683.溝 渠

684寺

685櫻

686門

goldenterrace

door

aCCOdntant'SOffiCe

tile.roofedhouse

relay画stat玉on

downtownstreets

house

wall

ditch

monastery

tower

gate

奄里呑蘇嚢

鳴卜購勒恰

叉赤児

叉苦刺孫威

賜奄保里思

把雑児

威

炭

阿力

卜芯威

也的子威

鳴卜

/altunsufa/

/qabuqalqa/

/6a6ir/

/こaq肛asunUy/

iaiεnpauliSl

/bazar/

/Uy/

/tam/

/ariq/

/butUy/

/edizUy/

/qabu/

方 隅 門(Directions)

漢 語

687東

688西

689南

英

east

west

south

訳 漢字表記

昆赤黒的

昆把習的

昆土失的

再 構 成 形

/kUn～lixdi/

/kUnbasdi/

/kUntu§di/・

675sufa/sμfa/:HulSuffah「 台 」(本 田)。 蘇 → 螢(ASe)。 叉 赤 児(L)cf・677・

676kっ1εka/qalqa/=N.Uig.qalqa`ashelteragainstthesunorthewind'.

67マt§hat§hDLMong.6a6ir(大 蒙)Wu.6adir.賜 奄 保 里 思(L)cf.679.

678t§hakhulasun/6aqurasun/:Mong(D乙)6aqurasun「 瓦 」。

680patsaor.N.Ulg.bazarbaz5rらmarket',

681cf.p.100.Lで は679に 奄 里 呑 勢 黒 が 入 っ て い る 。cf.6731

682than.N.Ug.tam`wall,hedge'.

683aii.N.Uig.arIq麗r至qeriq`aditchwater.feeder'.

684puthεuei.Wu.buthanaN.Uig.butx珈a`idol・temple'.Ulg.B卿g'r<skt.

vihara.cf.p.162.

685「 高 い家 」。Uig.Bg'砂g.

686kっpu.Wu.qabuUig.Bg'ρyN.Uig.qapuq.

687

688

689

「日が 出 た」。Uig.B"yπ 伽々 η.687～690に つ い て はP.164を 参 照 。

「日が落 ち た」。Uig.B々4γ π..

「日中 」又 は 「日が 落 ち た」。Uig.B々"ッ η4yπ。
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690北

691上

692下

693前

694後

695内

696外

697左

698右

699明 白

700顛 倒

701零 辞

nGrth

upperpart

10werpart

.f
ront

back

inside

outside

Ieft

right

clear、obvious

.putupsldedown

sc「appy

帖邊

五思呑

阿思廷

以力革力

遣印

以沈得

塔:沈得

呪泥哲 卜

不撒力

曙禄

柏思苦納

楮 卜叉 卜児

/tabまn/

/UstUn/

/astin/

/ilgari/.

/kanyin/

/i6ind註/

/ta6inda/

/yani1註P/

pusali..

/yaruq/

/paskuna/

t§hyput§hapuer

通 用 門(Miscellany)

漢 語

702厚

703薄.

704緊

英

thick

th玉n

訳

hard,urgent

漢字表記

腐林

與卜恰納

覇志

再 構 成 形

/qalin/

/yupqana/

/bat/

690thiεpiεn/taban/:Rad(Bar.)taban,unten'.Uig.B切 ツ5伽 π.但 し688にAで は .

帖 辺 が 入 っ て い る 。 さ ら に689に 五 思 呑690に 阿 思 廷 が 入 っ て い る 。

691u.slthun.Uig,B物 ッ謡τ砂πOMT,N.Uig筋stnn.

692asユth些 ・N・Uig・ast了n`under・low'・Uig・B'Zの π・廷 → 所(L)・

693cf.125.

694茎hlεn塾.Wu・kieyin(KIYEYEN)N・Uig・keyin(漢 維)。Uig・B5切 派 匹'. .

695/i6/「 内 」 の1㏄.沈 → 泥(L)。Lの 誤 り 。

696/ta6/(〈ta首)「 外 」 の10c.沈 → 泥(L),Lの 誤 り。

697cf.P.75.璽 厘/yani/:Wu・yani「 辺 」。Uig.Bsw1.卜 → 北(L)。

698Uig.B四 π々 .

699ialu.OMT.yaruqN.Uig.yoruqyaruq「 明 る い 」。

700phaslkhuna.N.Uig.paskinε.

702cf.p.58、 林 に 対 す るLの 麻 は 誤 り 。

703iupukana/yupqana/=/yupqa/一/na/(persiansuf.adl.):Wu.yupqaN,Uig.

y血Pγ籔y丘pkε.Uig.By測 ¢・'.
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705慢

706.寛

707窄

708長

709短

710軟

711硬

712新

713薔

714平

715満

716有

717無

718難i

719易

720虚

721實

slOW

wide

narrOW

10ng

short

soft

.hard

new

01d

1evel

tofull

tQexlst

nottoexlst

difficult

easy

alie

truth

阿思塔

児

強

塔

五遵

克思恰

允紗

鳴暢

陽

也西乞

替子

脱亦的

把児

約

杜失瓦児

翁愛

研児干 苦魯

慎 刺思的

/asta/

/kaη/

/tar/

/uzun/

/qisqa/

/yum首aq/

/qatiγ/

./yaη/

./eski/

/tiz/

/toydi/

./bar/

/yoq/

/du§war/

/0η1〕ay/.

/ya1γanquruq/

/§inrasd/

705asltha.cf.N.Uig.asta「 慢 」(漢 維)。

706cf.p.8195.

707cf.、13&

708cf,P.79.五 尊 。 遵 ±tsyn→tsun.

709khεslka.Ug.Bg:ysq'qOMT.qi'sqaN.Uig.ql'sqaq'isqtt.

710iun§a.N,Ug.yum首aq`softloose,..

711kcthi.N.Ug。qatl'qqatfγ`hardheavy'.

712ia月.Uig.By'nkyChag。yaη.N.Uig。yaη1'ye月i.

713cf,p.7991.西 → 習(L)0

714thitsl.N.Uig,ttiz「 平 」(漢 維)。

715thuっi/toy一/=N,Uig.toy・`tobesated'.的 → 得(L)。/di/=past.へ 　
716p参 」些.Uig.Bp'rOMT.barN.Uig.barbar

717cf.p.70101.

718cf.p,70.Uig.Bp'rk'.

719cf.p.103.

720.iaorkan.Uig.By'lq'nOMT.N.Uig,yalγan.khulu/quruq/:quruq(漢 維)。

721cf.p。74.§en/首in/<chin.?
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深

淺

横

竪

斜

直

圓

匠

添

減

認

去

討

立

坐

進

退

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

deep

shallow

horizontal

verticaI

Qblique

straight

rOund

flat

toadd

toreduce

tor㏄Qgnlze

toleave

toseek

tostand

tOSIt

togQforwards

togoback

帖浪

.冴必子

阿禿畏児

土児兀子

也鶏児

鼠杜児故

與麻刺

阿習

與習帖

赤恰児

塔泥

塔刺的

農勒都児

禿児

斡里禿児

乞児

遣印

/taraη/

/yabiz/

athukhuor

/㌻1πγuz/

/egir/

/碁udurγu/

/yumalaq/

./asi/P

/Usta/

/δixar/

/tani/

/taradi/

/tilapdur/

/tur/

/01tur/

/kir/

/kenyin/

722cf.p.95.SeAで は 既 必 子 が 置 か れ て い る 。 又Seで は 「深 」 に 対 して 「深 淺 」 と

な っ て い る 。

7231apitsユ/yabiz/は 「淺 」 を 表 わ す 一 般 的 形 式 で は な い 。OMTで はya撹z～ya輔z

`bad'
.cf.746.Uig.Bヅ 砂'g.

725cf.p.64.

726iεkior,Wu順gari「 不 周 正 」N.Uig.議griagru`bent'.Uig.B〆 符

727cf,p.64.

728iumaIa.N,Uig.yumilaq「 圓 」(漢 維)。

729asi.Wu.yasi「 扁 」。.

730cf。.p..79.Aは 漢 字 音 表 記 が 抜 け て い る 。

731「 出 す 一 」。 赤 → 亦(L)。Aは 與 習 喧占。

732thani.N.Uig,tonu-OMT.tanu・.Aは 赤 恰 児 が つ づ い て い る 。 塔 泥 → 泥 塔(L)。

733thala・ti.Wu,tara・ 「敗 散 」。 .

734cf,p.76.

735th亡or.N.Uig.tu=・ 「立 」。

736uりIithu∂r.Wu.qltor・N.Uig.01tur・.Uig.B勿 伽 匹,

737khiOr.N.Uig.kir・ 「進 」。

738cf、694.
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739過

740出

741放

742敷

743是

744好

745高

746低

747遠

748近

749多

750少

751大

752小

753擁

754算

755請

756不 是

topass

togoout

torelease

tocount

(copu玉a)

good,fine

high

Iow

far

near

many,much

few,little

bl9

smaU

tolift

tooount

tolnVlte

nottobe

越児的

赤黒

塊

撒納児

也禄児

陽黒失

也的子

賜必子

亦刺

阿根

脱羅

子

魯

阿

五
.乞赤

舘禿児

撒刺

引迭

也豚思

/6rdi/

/6ix/

/qoy/

/sanar/

/erUr/

/yax§i/

/ediz/

/yabiz/

/yiraq/

/aγin/

/tolo/

/az/

/uluア/

/kiδik/

/X6t負r/

里 塾

/inda/

/emas/

739主 些 」彗 逆.cf.OMT.6t.`tocloss'問rt.`tocover'(CD.N.Uig.6t.「 過 」。cf.庄

垣 内('82)P.31.

740圭 §璽 蔓..Ug.B∂ygOMT.N.Ug.δfq、 黒 に 対 す るLの 里 は 誤 り。

742sanagr.N.Uig.串ana`tocount'.

743cf.p。9197.

745cf.p.6091.

746cf.723.Wu.pas.Uig.B卿4.

747ila.Uig.Bン ッ〆をOMT.y了raqfraqN.Uig.yfraqiraq.

748皇k∂ 塁.Uig.Bヅg'πOMT.yaqfnN,Uig.yaqfnyeq了n,多 分yaγfnと 発 音 さ れ た 。

749cf,p.59.Uig.B〆 砂 粥.

750atsユ.Uig.B'50Mr.azN.Uig.azas.

751ulu.Uig.B脚 ～町(長 幼 の 「長 」)OMT.uluγN.Uig.uluruluq.

752cf.p.76.

753鯉 迦 聖.N.Uig.k6tor・ 「擁 」(漢 維)。Lで は751に も 諮 禿 児 が 入 っ て い る 。

754cf.N.Uig.saqla.`totake.care .Qf'.

755intiε.N.Uig.inda・`toinvite,tocaU'.

756iεma三sユ.Uig.B'辮'5Wu.装mas(AIMAS).
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7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

好

里

里

平

事

明

利

行

謀

楽

妨

不

這

那

太

無

聰

爽

徳

智

安

無

nogood

here(is,are)

there(is,are)

peace

nothing

inte1Hgent

briskandneat

mOralintegrity

resourcefulness

peaceandhapPiness

陽麻泥

伺塔

奄塔

阿麻安

亦失約

窩禅籍列克

阿力克

母児外芯

阿艮礼塔藍

阿塞亦失

卜児罵失

/yamani/

/munta/

/anta/

/amaan/

/i§yoq/

/sa6anzarak/

/ariq/P

/mUrwat/

/aγil/thalan

/asayi§/

puerma§1

768

769

770

771

珍 寳 門(Jewels)

漢 語 英

金gold

銀silver

寳treasure

玉jade

訳 漢字表記

奄里呑

苦蜜失

額児迭泥

拾失

再 構 成 形

/alt疋m/

/kOmiき/

/ardani/

/q鵠/

757塾 塑 璽./yamani/=/yaman/「 悪 」 一/i/(3rd .pers.)P

758mu(θ)ntha.Wu.mundaN.Uig.Inundamund肥`here'.

759iεntha.N.Uig.andaandお`there'.

.760cf.p.67105.

761「 事 無 し」。 約 → 的(A.Se),

762cf、p.9294,

763塾 互 ㎞ §・・f・W・ ・.・・lqr清 」・

764cf.p.93.

.765cf,p .8489.礼 → 里(L)。

766asaii§ しasayi首`c㎝fort,traゆllity'(B(邉rogligeti,A.A1勉 傭 観 ゐC鰯 鰐

7勉rゐ ∫c7》 ㈱5♂ 認 ゴoη げ8逸 璽4プδG㍑Zゴ5罐 η.σ んS104Bloomington .)

768cf。p.8499.

769khumi訊.Uig.B為 聞:y解 脚 ぎOMT.N.Uig.k芭m"首.

770cf.p.91.771cf,p.58.
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772珠

773銭

774珊 瑚

775琢 綴

776金 嵩鐙

777鎮 鐵

778號 珀

779魚 牙

780金 耳 錘

781金 戒 指

782金 壷

783金 索

784銀 筋

785銅

786錫

787鉛

788鐵

789珊 瑚珠

pearl

money

coral

agate

diamond

wroughtiron

amber

darnasksilk

goidearring

goldring

goldpot

goldrope

silverchopsticks

coppe「

tin

lead

iron

coralbeads

允柱 卜魯児

陽児麻

麻児乱安

阿黒黒

阿思罵思

普利

苦乞

把里陽失

奄里呑洗児噛

奄里呑與卒

奄里呑郎翻

奄里呑錬執児

苦蜜失超乞

哲糸 把額

翻児鳴順

腐刺諮児噛順

帖木児

麻児札安 卜魯児

/柱nJUbulur/

/yarmaq/

/marjaan/

/axix/

/asmas/

/pulit/

khukhi

/baliqti§/

/altunsirγa/

/altun"zUk/

/altunlaηXO/

/altunテin}ir/

/kUmiき66ki/

/∫asbaγi/?

/xorγa§un/

/qarax・rアa§un/

/t吾mUr/

/mar}aanbulur/

772cf.p.6299.

773iaerma.N.Uig,yarmaq「 銅 銭 」(漢 維)。

774cf.p。62.

775cf.p.63.Uig.B説y桑y九

776aslmas1・Uig.B'Z解'∫N。Uig.almas。 最 初 の 思 は 児grの 誤 り か 。

777迦 亟/pulit/～/pulat/(44玉):Wu.pulat「 鋼 」<pers.pulad.Ulg.B鋤Z魏.

778Uig.Bg留 ρッg.779里 → 力(L)。

780siork。 冷irγa/:Wu.sirγa「 耳 環 」Q781cf.P.6673.

783t§ ∂nt訊Or.N.Uig.zenjir「 索 」(漢 維)。

785t§ εsユ,/jas/:Mong.(Wu。)jis「 紅 銅 」。paε/baγ ▽;Uig.Bp'qyrOMT.baqlr

Chag.baqfr.cf.601.

786xuっorkっ §un.N.Uig.qorγu首un`lead'Rad(Psch.OT)qorγa首un「 鉛 」。

788thiεmuθr,U三g.B彦'解 灘OMT.t益m廿rN.Uig、t6m琶rt伽 鷲r.

789魯 → 禄(L),又 こ の 項 目 はLで は779の 後 に 現 わ れ て い る 。
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聲 色 門(Colours)

語漢

紅

紅

黄

青

白

黒

緑

紫

藍

大

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

7

7

7

7

7

7

7

7

7

799顔 色

800花 色

801五 綜

英

red

yellOW

blue

white

black

9「een

purple

indigQ

purered

Cdours

訳

flowerycolour

fivecolours.

漢字表記

克即児

撒力

闊闊

阿克

鳴刺

啄甚

亦補欽

蒋鳴力

再 構 成 形

/qizil/

/sariγ/

/k6k/

./aq/

/qara/

/ya首il/

/yipkin/

/za巧 γari/

阿 勒 五 魯克 即/aluluγqizi1/

児

翁 六 克/6η1"Uk/

祉 祉 克/甜6ak/

別 失 郎 吉 土 児 律/b臨raogitUr1Uk/

訳

凋

英

㎎M(

語

　ヨ肝

漢

数

802一 one

漢字 表記

必児

再 構 成 形.

/bir/

790cf.p.66.Uig.B'ム

791cf.p.657888.

792cf.p.5673.

793cf.p.7295.Uig.Bン ωπ σπん.

794cf.p.5869.

795cf.p.658389.

796cf.p.75.

797cf.p,95.

798a1ε/a1/:cf.790.OMT。alN.Uig.al「 赤 」。

799cf.p.76100103.

8011aηki/raηgi/=/raり/一/(g)i/(3rdpers.):N.Uig.raηraη`colour'.塑 璽 些

/t近r1甑/は/raロgiノ の 前 に 立 つ の が ふ つ う の チ ュノレク 語 語 順 で あ る 。 律 → 力(L)。

802cf.p.61.
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803二

804三

805四

806五

807.六

808七

809八

810九

811十

812二 十

813三 十

814四 十

815五 十

816六 十

817.七 十

818八 十

819九 十

twO

three

four

five

six

seven

eight

nine

ten

twenty

thirty

forty

fifty

sixty

seventy

eighty

ninety

以乞

玉除

唾児

別失

阿児場

也湯

寓乞子

.脱庫子

以及児蜜

我唾子

黒児

眼力克

阿児湯蜜失

也場蜜失

篤乞線

脱克線

/iki/

/u6/

/t6rt/

/ba§/

/alti/

/yati/

/sakiz/

/toqUZ/

/on/

/yigj士m董/

/otOZ/

/xirq/

/allik/

/altmi§/

/yatmi首/

/saksan/

/toqsan/

803cf.p.56.

804cf.p.779$.

805cf.p.102.

806cf.p.6.17992.

807cf.p5983串8.

808璽 塑.Uig.Bッ ッ砂OMT.yitiN.Uig.yatay盗ttiye士i.

809cf.p6与92.

810cf.p.57.庫 → 突(L)。

811cf.p.103.

812cf.p.5787.

813っthuっts1.Uig..B切 勘50MT.otuzN.Uig。otuzottuz.

814些 壁.Uig.Bgッ ηOMT,q董rqN.Uig.qiriqqirq.

815垂 聖 璽 璽.Uig.B'偽,々OMT.aligilig
.N.Uig.alligallikelli藍.

816aerthimi訊.Uig.B'Z'曜yぎOMT.altmi首N.Uig,altm1首altmi首 .

817iεthimi訊.Uig.Bッ ンォ級y§OMT.yitmi首N.Uig.yetmi首yatmi首.

818cf.p. .73,Uig.B3'々y5測 π.

819thuっ 辿 ξsiεgUig.B'ωg獅 初 πN.Uig.toqsantoqsおnOMT.toquzon .cf.庄 垣
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0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

8

8

8

8

8

8

8

8
.

8

8

8

8

8

.8

8

8

8

萬

分

銭

両

斤

両

丈

百

千

萬

萬

一

一

一

一

十

二

輕

重

単

蔓

稀

稠

幾

onehundred

onethousand

tenthousand

hundredmillion

onef合n

onech'ien

onetael

onecatty

tentaelS .

aunitoflength

light

heavy

single

pair

few

dense

HowmanyP

三E子

命

土慢

土克土慢

必児.分

必児米思恰

必児些児

必児把場慢

灘些児

以乞苦刺赤

養額児

阿額児

他克

柱 卜

速欲

苦欲

講轍.

/yUz/

/miη/

/tUman/.

/t繭ktUman/

/birbUn/

/birrn量sqa/

/birsar/

/birbatman/

/onsar/

/ikiqula6/

/ya1〕1〕al/

/aγir/

/taq/

/」廿P/

/suyuq/

/quyuq/

/na6a/

`

0

2

3

4

5

6

7

2

2

2

2

2

2

2

8

8

8

8

8

n6

8

9

0

1

2

3

4

5

6

2

3

3

3

3

3

3

3

8

8

8

8

8

8

8

8

内('82)p.27,3L克 → 乞(A,Se).

cf.p.8098.

cf.p.94.Lで は823と824と が 入 れ か わ っ て い る 。

th墾 壁 塾man,Mong.(W亡.)t丘gt茸man「 万 万 」。

piun/bUn/<chin.分piun.Mong.(Wu.)pun「 分 」む

mlsユka/m.isqa/:Wu.misqalN.Uig.misqal「 銭 」(漢 維)。

siεor/sar/:Wu.serN.Uig.silrsa`silvercoinequalto16tanges.Uig.B.Sydyr.

pathiman/batman/:Uig.Bp'dm'n「 秤 」Wu.patman「 斤 」N.Uig.patman

aweight'.

khulat§hし/qula6/10sm.qula6`fathom'(Red.)

iagεor.Wu,yengilN..Uig,y9ηgil「 軽 」(漢 維)6/yanγ'il/と も 再 構 で き る 。

cf.p.6487.

cf.P.72.

t§ypu.Wu.jupN.Uig.jttp「 双 」(漢 維)。

suiu.N.Uig.suyuq「 稀 」(漢 維)。

khuiu.N.Uig.qoyuq.「 棚 」(漢 維)。

niεt§hε.Uig.Bn'c'Wu.na6aOMr.nti6aN.Uig.neda.
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837

838

839

半

数

終

half

n㎝ber

end

野吝

撒納児

島習的

/yarim/

/sanar/

/doosdi/

畏兀児館繹語 終

837

838

839

cf.P。89,

sanaor.Wu.sana・ 「数 」N.Uig.sana・`tocount'.Uig.B∫'π ツ π.

cf.p.1024。(a)の 最 初 の 例 。
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ぱの

4.ウ イ グ ル 語Aの 言 語 特 徴 に つ い て

4.1音 韻 形 態 上 の特 徴

少 な くと も元 朝時 代 ま で ト ゥル フ ァ ン等 で使 用 され て い た,い わ ゆ る 古代 ウ

イ グル語(=古 代中世 ウイグル語)と 呼 ばれ る チ ュノレク語 と ウイ グル語Aと を 比

べ て み れ ば後 者 は 明 らか に 前者 よ りは発 展 した音 韻 形態 上 の特 徴 を も って い る。

た とえ ば,`古 代 ウ イ グル語'(0.uig.)のd(δ)を もつ多 くの単 語 が現 代

東 方 チ ュル ク語 で は.d>yの 変 化 を 経験 した が,こ の変 化 は ウイ グノレ語Aに も

み られ る。

0.Uig.Uig.AUig.BWu.N.Uig.Uz.Chag.

「身 」bodbay(514)Pωdynbeyboyboyboy

「牛 」uduy(270)ωd-uy-uy

「畏 兀 児 訳語 」 は単 語 集 で あ るた め,接 尾 辞 な どの 文 法 的機 能 を 担 う形態 を

知 る上 で は 恵 ま れ た 言語 資 料 とは い えな い 。 しか し少数 で は あ るが,現 わ れ て

い る接 尾 辞 の 形式 は`古 代 ウイ グ ノレ語'よ りは チ ャ ガタ イ語 や現 代 東 方 チ ュノレク

語 に近 い形 式 を呈 して い る 。 た.とえ ば,一 人 称 単 数 の願 望 形 は,`古 代 ウイ グル

語'で は 。ayin～ 一ayinと い う接尾 辞 を 用 い た が,ウ イ グル語Aで は チ ャガ タ イ

語,新 ウイ グノレ語,ウ ズ ベ ク語 に み られ る 。(a)y～(a)yを 用 い る:/sor-

ay/「 問 」(361) 。 又,三 人 称 単 数現 在(未 来)形 の接 尾 辞/一adur～ 一adur/

(<一a/一a(gerund)一tur(「 立 つ 」)一ur(aorist))や/一pdur/(<P(gerund)

一tur-ur)も`古 代 ウ イ グル語'に はふ つ う現 わ れ ない:/k6r-adur/(23)/aγ 一

adur/(71)/tila-pdur/(365).こ の よ うに,ウ イ グ ノレ語Aは 明 らか に`古 代 ウ

イ グノレ語'よ りは 新 しい 音 韻 形 態 上 の特 徴 を も ってい る。

だ が ウイ グル語Aは 「清 文 鑑」 チ ュノレク語 と比べ た な ら,後 者 よ りは 古 い特

徴 を数 多 くも って い る ・ た とえ ば`古 代 ウイ グ ノレ語'のediz「 高 」 やyapurγaq

「葉 」 は ウイ グル語Aで も/ediz/(745),/yapurγaq一/(565)が 現 わ れ る が ,

「清 文 鑑 」 では 新 ウイ グ ル語 にみ られ る形 式 で あ るigiz,yopurmaqが 現 わ

れ る。yopurmaqの 第 一 音 節 母 音 は 第 二 音 節 の 円 唇 母音 に逆 行 同 化 した もの

(47)こ の章の内容 は,庄 垣内('82)に 基づいて構成 した。
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で,本 来 のaに 対 応 す る 。 この よ うな 同化 は 「清 文 鑑 」 で はi(〈i)に 先 行 す

るaのeへ の変 化 に お い て もみ られ る が,こ れ らは新 ウイ グル語 北 方 方 言 とつ

な が る特 徴 で あ る。 ウイ グノレ語Aに は この種 の逆 行 同化 は み られ な い 。

0.uig.uig.AWu・

「黄」sari7sariγ(791).serlq

「半分 」.yarimyarlm(837).yerlm

「明 」yaruqyaruq(699)yuruq

又,先 に 述 べ た 三 人称 単 数 現在 形 の 一adur～tidurは 「清 文 鑑 」 で は既 に

末 尾 の 一rが 脱 落 した 形 式 と な った 。
.

以上 の ご と く`古 代 ウイ グル語'よ り新 し く 「清 女 鑑」 チ ュル ク語 よ りは 古 い

特 徴 を も った ウ イ グ ル語Aを,明 代 ウ イ グ ル文語 の 形 式 で あ る ウ イ グル語Bと

比 べ て み る な ら,前 者 は 後 者 よ りは 発 達 した音 韻 形 態 上 の 特 徴 を 示 す こ とが わ

か る。 先 に 掲 げ た よ うに ウイ グ ル語Aで はyに 変 化 した,も とめdが ウイ グ ノレ

語Bで はPwdPtnwdの ご と く保 た れ てい た 。 「足 」 を 表 わ す単 語 は ウイ グ ノレ

語Aに は 出 て こ ない が,Bで は'd'q一 ツ 「脚 」(No・1-26a)の ご と くなおdが 保

た れ てい る:cf.Wu.ayaq.現 代:東方 チ.ユル ク語 で は前 舌 母音Uやiの 前 で

tが6に 白蓋 化 した単 語 が しば しば み られ る。 この 変 化 は ウイ グ ノレ語Bに は

ない が,Aで は 認 め られ る。

0.Uig.Uig.AUig.BN.Uig.

「米 」tUgi6Ugi(298)tWPtkPt一

ソ 　ロロ　 リ ソリ　

「降 り る 」tUs-cus一(413)twツscus一

「螺 」qatirqa6ir(619)q'4ツrxa6ir

又,次 に 掲 げ る 単 語 は 明 ら か に ウ イ グ ル 語Bよ りは 発 達 し た 形 式 を 示 し て い

る 。

0.Uig.UiglAUig.BWu.N.Uig.Uz.

,,

「非 ず」

「雨」

「家 」

「八十 」

a「mazemas(756)辮 ∫aymaz

ナ
yaγmUryamγur(8).yqmwryamγu「

avUy(681)'β ～'御6y

sakizons註ks註n(818)5'ゐ ∠y5τ砂πsaksan
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emas

yamγu「

Uy～6y

saks乞n

emas

yつmγu「

uy

saksan



「象 」 ξya1〕ayaγan(623)ヅ ηた'一".一

上 掲 中,ウ イ グ ノレ語Aの/yamγur/は γm>mγ の 音 位転 換 を 起 した 形 式

で あ るが,東 方 チ ュ ル ク語 中,新 ウ イ グノレ語 や ウズ ベ ク語 は この 変 化 を 経験 し

て い る 。 しか し,同 じ東 方 チ ュル ク語 の 中 で もサ ラノレ語 や サ リ ッグ ・ウ イ グル

語 は な お 古 い 形式 を 留 め て い る 。 即 ち この 点 に関 して は これ ら東方 の二 言語 は

ウ イ グル語Aと は 直接 に結 び つ か な い 。/saksan/はsakiz「 八 」 とon「 十 」

か らな る 複合 形式 で あ る が1同 じ数 詞 の 中 で 「十 一」 は ウイ グノレ語Aで は 「清

文 鑑 」 や 新 ウイ グル語,ウ'ズ ベ ク語 な.どと同 じ く/onbir/〈 十 一 〉 と表 現

す る が,ウ イ グ ル語Bで は`古 代 ウ イ グル語'と 同様 に6ッ7ッ ッ勿 槻 ッ 〈 一 二

十 〉 と表 現 す る。 この 古 い 特 異 な 算 定 法 は サ リ ッグ ・ウ イ グル語 に も 保 た れ

てい る。

以 上 の ご と く,ウ イ グ ル語Bの 音 韻 や 形 態 が`古 代 ウ イ グ ル語'に 近 い特 徴 を

も って い るの に 比 べ て,ウ イ グ ル語Aは そ れ よ りは 現 代語 の新 ウ イ グル語 や ウ

ズベ ク語 に近 い こ とが わ か る。

4.2語 彙 上 の 特 徴

東 方 チ ュル ク語 は元 朝 以 後,蒙 古 人 との接 触 や 西 方 か ら の イ ス ラ ム化 に伴 っ

て,蒙 古 語,ペ ノレシ ャ語,ア ラ ビア語 な どの 語 彙 を 大 量 に 導 入 した 。 ウ イ グ ノレ

語Aに も これ らか らの 借 用 語 は 多 い 。

ウ イ グ ル語Aに お け るペ ノレシ ャ語 と ア ラ ビア語 か らの語 彙 借用 の程 度 を 「清

文 鑑 」 や ウ イ グル語Bと 比 較 した な ら,音 韻 や形 態 特 徴 の 比較 の場 合 と同様 に,

ウ イ グル語Aは 両 者 の 中 間 的 な位 置 に あ る こ とが わ か る。 た とえ ば次 の意 味 を

表 わ す単 語 は 「清 文 鑑 」 で は借 用 語 を用 い て い る の に対 し て ウ イ グ ノレ語Aで は

Bと 共 に な お古 代 ウイ グ ル語 の 形 式 を保 存 し てい る。

0.Uig.Uig.AUig.BWu.N.Uig.Uz.

「天 」taηritaηOari(1)∫ 漉 アツasmanasmanつsman(P)

「風」yilya1(6)ヅ1§amal§ama1§amっ1(A)

「龍」1uulu(273)1初 測a6dara茗derhaajdar(P)

「猿」bi6inb註61n(277)ρ ツδyπ1naymunmaymunlnaymun(AP)
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「宝 」ard量ni註rdani(770)'プ457η5ノ 了awwahir狛whar了awDhir(P)

一 方 ,次 の よ うな単 語 で は逆 に ウ イ グル語Aは 「清 文 鑑 」 同様 に,`古 代 ウ イ

グル語'の 形 式 を 既 に 借 用 語 形 式 に 置 きか え て い る の に,Bで は な お古 い形 式

を留 あ て い る 。

0.Uig.Uig.AUigB

「生 命 」isig6z∫aan(534)'5露 初5"

「医 者 」otこitabib(455)"4δ ッ

「桃 」tUIU9§aftalu(308)彦 ωッτσゐ

「墳 墓 」sinmaza(113)5ツ η

Wu.

Jan

tab量b

§aptuli

mazar

「寺 」vixarbutUy(684)1ウ ω9'プbutxana

N.uig.

ian

ttibib

§aptui

　 　　　

～
mazar

butxana

Uz.

}っn

tabib(J)

蓉aftDli

moZ:)r

butxana(」)

上 掲 中 「寺 」 は,ウ イ グ ル語Bが`古 代 ウイ グル語'で 仏 教 用語 と して 用 い ら

れ た ソ ク ド語 仲 介 の サ ンス ク リ ッ ト形 ρ四g'r(buqar(》Uig.<Sogd.β プ〆7

〈Skt.vihara)で 表 現 して い るの に 対 し て,Aは ペ ノレシ ャ語 形but`idol'と

ay「 家 」 に よ る形 式/butUy/を 用 い て い る。 一 方 「清 文 鑑 」 は新 ウ イ グ ル語

や ウズ ベ ク語 と同 じ くペ ノレシ ャ語 形butxana～butxana`ido1-houSe'を 使 用

して い る 。 ウイ グル語Aは ペ ノレシ ャ語 とチ ュル ク語 とを合 わせ た形 式 で あ って, .

丁 度 ウイ グノレ語Bと 「清 文 鑑 」 の 中 間階 段 の形 式 とい って よい 。

又,ウ イ グル語Aの 若 干 の単 語 は 古 い 形式 と新 しい 借用 語 とを 並 記 して あ り,

二通 りの 表現 の あ った こ とを示 して い る:「 旗 」/alam//tuγ/(581(》Uig・

tuアUig.B伽gWu.aliamN.Uig.alamUz.alam),「 車 」/qaOli//araraba/

(5710.Uig.qaηhUig.Bg'π 砂々Wu.arabaN.Uig.arabaUz.arawa),

「城 」/baliq//§axari/(1000.Uig.baliqUig.B〆1ッgWu.6eharN.Uig.

§aharUz.§ahar).

一 方
,蒙 古 語 か らの 借 用語 は ウ イ グ ノレ語Aの 語 彙 体 系 の 大 きな 特 徴 と な っ て

い る。 確 か に この 中に は ウ イ グ ル語Bや 「清 文 鑑 」 と同 じ形 式 を 示 す もの もあ

る。 しか し次 の よ うな蒙 古 語 はBや 「清 文 鑑 」 は も ちろ んの こ と現 代 東 方 チ ュ

ル ク語 にお い て も一 般 に は 見 出せ ない 形 式 とい って よい 。
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「蛇 」

「掴 む 」

「蛙」

「百 姓 」

「油 」

「雨 衣 」

「瓦 」

uig.A

ゆラ
rnoγoy(629)

bari一(419)

rninagay(630)

tariya～ 三i(467)

tosun(559)

Mong.

moγay

bari-

menekey

tariyad

tosun

namargan(550)numa「9a(n)

caqurasun(678)caqurasun

0.uig.uig.BWu,

yilany5tl'nyilan

tut一 一tut-

baqapaqa

tariγd〆 宅ツ9wbytariqd

ウ
yaγ ツgyaγ

一ryamγurluq

一 ・.sapa1

4,3ウ イ グ ル語Aの 特 異 な特 徴

他 の東 方 チ ュノレク語 と比 べ て ウイ グル語Aが 特 異 な特 徴 を もつ こ とは上 の蒙

古 語 か らの 借 用 語 に もよ く現 わ れ てい るが,そ れ 以 外 に も形 態 や 文 法,語 彙 の

面 で多 くの 特 異 な形 式 を み る こ とが で ぎ る。

た と えば, .東 方 チ ュ ノレク語 では 序 数 は 基 数 形 に 一Vn6と い う形態 を つ け て 表

現 す るが,ウ イ グル語Aで は この よ うな接 尾 辞 は 存在 し ない:「 三 月 」/U6ay/

(2380・Uig・U6ttn6qyUig・B切 ツ∂"拶'y),「 五 月 」/ba§ay/(2400.Uig.

bi蚤inこayuig.BPツSynδ'こy).

又,格 語 尾 の使 用 や 形態 の配 列 形式 に お い て も 特 異 な もの が み られ る。 「城

に入 る」 「馬に 乗 る」な どの表 現 は チ ュノレク語 で は 「城 」 や 「馬 」 に はふ つ う与

格 語 尾 を つ け て・()・Uig・b耳liq-gakir一 ・at一璽bin一 ㊧ ご と く表 現 す るが,ウ

イ グ ノレ語Aで は/baliqkir/(169),/atmiO一/(412)の ご と く格語 尾 を 必要 と

して い な い 。 「正 旦 」 は/kUnyaη ηi-niay/(226)〈 日一 新 一 の一 月 〉 と表

現 され て い る が,本 来 の チ ュノレク語 語 順 に従 え ば/ay-niyaηrpikUn/〈 月一

く　
の一新一 日〉 となるとζろである。即ち各形態は全 く逆の順序に並んでいる。

このような形態・文法上の特異な特徴は実際に使われていたチェルク語の形

式を反映 したのではなく,む しろこの単語集を書 き記 した人物自身の手によっ

(48)ウ イグ ル 語Aに は/moγoy/の 他 に/yilan/の 形 式 も並 記 して あ る。'

(49)・niは も と も と対 格 を表 わす が,チ ャガ タ イ語,ウ ズ ベ ク語,一 部 の新 ウイグ ル 語

で は 属 格 語 尾 と して も使 用 され る よ うに な った 。 ウ イグ ノレ語Aに は/・nl/の 他 に 古 形

の/・niη/・.もみ られ る:/ay・nigbif/.「 一 日」(248)。
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て現われたものと推定 した くなる。

更に,ウ イグル語Aの 語彙中にはふつ うのチュノレク語 としては理解 し難い形

式も多い。たとえば東西南北を表わす単語は他 と次のような対応を示す。

「東 」

「西 」

「南 」

「北 」

上 掲 中,

uig.A

k臼n～ 三ixdi(687)

kUnbasdi(688)

kUntu§di(689)

taban(6go)

0.uiguig.B.

6!〕dUn"ごyη ゐ4τση

kadin々'4ツ π

kUndUnゐ τσ∠yη41吻

taγdin"gorツ η.

Wu.N.uig.

　 コソコ ロ

maslrlqmasriq

maγribmaγrub

JunubJenob

首amalきamal

ウ イ グ ノレ語Bは`古 代 ウイ グノレ語'と 同 じ単語 を 用 い てお り,「 清 文

鑑 」 は 新 ウ イ グ ノレ語 と同 じ くア ラ ビ ア語 か らの 借 用 形 式 を 用 い て い る。 これ ら

に対 して ウ イ グ ノレ語Aの 形 式 は 次 の よ うに 解 釈 で き る:/kUn6ixdi/<日 が 出

た〉=「 東 」(cf..「 日出 」(37))/kUnbasdi/〈 日が 落 ちた 〉=「 西 」(cf・「日

落 」(38))/kUntU§di/〈 日中 〉=「 南 」(cf・39)/taban/〈 下 〉=「 北 」。

これ らは 全 て チ ュ ノレク語 本 来 の 形 態 か ら 出来 ては い るが,一 般 に は 方 位 表 現 と

して 用 い られ る こ とは ない 。

この 方 位 表 現 の よ うに,ウ イ グ ル語Aが 他 と比 べ て 特 異 な形 式 を 示 す もの は

ま だ あ る。

Uig.AO,Uig.Uig.BWu.N.Uig.

「唇 」qiriγi(526)arin'ryη1ablab

「低 」yabiz(746)butρ 四ツ4ツpaspas

「茶 」sarnan(301)一 δ'6ay6ay

ウイ グル語Aの/qiriγi/は/q董riγ/〈 縁,端 〉 に所 有語 尾 一1を つ け た形 式

と考 え られ る(cf.521)。yabizは 古 代 チ ュ ノレク語 で 「悪」 を表 わ す 形式 で あ る

が,ウ イ グル語Aで は 「低 」 の 他 に 「浅 」 に も用 い られ て い る(723)。 「茶」 は

ウ ィ グ ノレ語Aで は 他 に ノyapurγaqsaman/(565)も 現 わ れ る。Bの ∂'6aは

もち ろ ん 漢語 茶 の 音 写 で あ るが,`古 代 ウイ グル語'に は 知 るか ぎ り 「茶 」 を 意

味 す る単語 は 現 わ れ てい ない 。 「清 文鑑 」 や新 ウ イ グル語 の 形 式 が 現 代 チ ュノレ

ク語 で マ 騨 用 い られ で い る・ ウ イ グ ・レ語 今 の/sam副 は 他 では 「草 」 に当

そ られ てい るが(110),ふ つ うの チ ュル ク語 で は この単 語 は 「藁」 を 意 味 す
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る 。/yapurγaq/は 「葉 」 を表 わす 。

これ ま で に掲 げ た ウイ グル語Aの 特 異 な語 彙 は,東 方 チ ュル ク語 が本 来 の語

彙 を イ ス ラ ム圏言 語 の もの と交 換 す る過 程 に お い て 一時 的 に使 用 した もの と考

え.るこ と もで ぎる。 しか し,た とえ ば 「雲 」 を表 わ す単 語 は東 方 チ ュノレク語 に

お い て は古 代 以 来bulutの 形 式 を継 承 して い る の に,ウ イ グル語Aで は 一 貫

し て/k6k/を あ て て い る(2etc.)。k6kは ふ つ うの チ ュ ノレク語 では 「空,

青 」 を 意 味 す る形 式 で あ ってAに もこの 形 式 で 「青 」 が 表 わ され て い る(792)。

「青 雲」 はk6kk6kと 表 現 され る(28)。 しか し,チ ュル ク語 に は この よ う

にbulut→k6kの 単 語 交 換 を す る 必要 性 は 決 して な か った 。 そ れ 故語 彙 の 交

換 過 程 に起 った一 時 的 使 用 とい うの は この単 語 に は あ て は ま らな い 。 む しろ こ

の単 語 集 を書 ぎ記 した人 物 の チ 止ル ク語 につ い て の知 識 の低 さ,あ るい は イ ン

フ ォー マ ン トか らの採 録 方 法 の不 備 が 原 因 してい る もの と推 定 すべ き で あ る。

おそ ら くこの 場 合 以 外 の ウ イ グ ノレ語Aに み られ る特 異 な形 式 の 多 くが,同 じ原

因 に よ って 起 った もの と推 定 し て よい 。

4.4チ ャガ タ イ語 と共 通 す る特 徴

明代 の 中央 ア ジア で は十 五世 紀 初 頭 以 来 発 展 して きた ≠ ヤガ タ イ語 が公 用 語

と して広 く用 い られ て い た。 この言 語 の成 立 過 程 は十 分 に は解 明 され て い な い

が,現 代 方 言 の 中 では ウ ズ ベ ク語 に最 も近 い とい わ れ てい る。 しか し,新 ウ イ

グル語 と も共 通 す る多 くの 特 徴 を も っ てい る。

チ ャガ タ イ語 が 明 代 に ト ゥル ファ ン,ハ ミ地 方 の チ ュノレク語 と如 何 な る関 係

に あ った か は よ く知 られ て い な い 。 た だ この 言語 は 現 代 東 方 チ ュノレク語 の 一 般

的特 徴 を 備 え て い るだ け で は な く,`古 代 ウ イ グル 語'な どに み られ る古 形 を も

よ く 保 存 して い るの で,当 然 の こ と なが ら ウ イ グノレ語AやBあ る い は 「清 文

鑑 」 の特 徴 と色 々 の点 で共 通 性 を示 す。 しか し,チ ャガ タ イ語 の重 要 な音 韻 特

徴 で あ る 一aγu一〉 一awu一 一aγu/一agU>一aw/一awの 変 化 は,ウ イ グル 語Aに

お い て最 もよ く平 行 す る。

Chag.Uig.AαUig.Uig.BWu.

「鶏」tawuqtawwuq(638)taqiγuガg'τ σtuxi
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「寒 さ」

「甜 瓜 」

「聾 」

「曙 」

「霜 」

「韮 」

sawuq

qawun

qiraw

sawwuq(68)

qawwun(317)

saγraw(530)

qaraw(529)

xiraw(13)

く　の

k66rda(288)

SOγiq

qaγun

SXVPtwq

ウ

qgwn

qa「aγu-

qIraγugツ 〆γ"

一 ゐ,ゐ卿7・',

soq

qavun

saγ「uγu

qa「uγu

qirav

上 掲 中,ウ イ グノレ語Bのgッ 〆γ"と だ獅'4'と は 漢 字 表 記 で は 起 労 璽 塑

吼 児 得xeu∂rteiと な って い るの で,実 際 の 発 音 形 式 は ウ イ グノレ語Aの もの

と よ く 似 て い た と 考 え られ る(cf.2。1.2.6註38)。 「清 文 鑑 」 は,「 甜 瓜 」 「霜 」

の よ うに ウ イ グノレ語Aや チ ャガ タ イ語 との 同形 式 も現 わ れ るが,「 聾」 や 「曙」

な どは それ ら よ り古 い 形 式 を 保 っ てい る。 「寒 」 のsoqは ウ イ グノレ語Aな どと

は 直 接 む す び つ か ず,Bのsoyuq(5測 ツπ9)の 形 式 を 経 て発 達 した 形 式 と推 定

で ぎる。 「鶏 」 のtuxiもBのtaqaw(〆g'")を 経 て発 達 し た と考 え られ る6

taqawは 古代 ウ イ グノレ語 のtaqiγuか らカ ー シ ュガ リー の辞 典 な どに現 わ れ る

taqaγuの 形 式 を 経 た 形 式 と推 定 で き る。ウイ グル語Aな どのtawwuq～tawuq

はtaγuqか ら発 達 した 。

上 記 の事 柄 は,上 掲 の ウイ グル 語Aの 形 式 が 全 体 と して ウイ グノレ語Bや 「清

文 鑑 」 よ りチ ャガ タ イ語 に近 い こ とを 示 す と同時 に,そ の形 式 の 中 に は チ ャガ

タ イ語 とは 一 致 す る もの の他 の二 言 語 とは歴 史 的 につ な が らない もの の あ る こ

と を示 し てい る。

5.結 語

現 在 の ト ゥル フ ァ ン,ハ ミを 中心 と した 地域 で使 用 され て い た 明代 ウ イ グノレ

ロ語,即 ち 「畏 兀 児 館 課 語 」の チ ュノレク語 で あ る ウイ グル 語Aは,`古 代 ウ イ グ

ノレ語'や,明 代 ウ イ グル 文 語(ウ イ グル語B)よ りは新 しい 言 語 特 徴 を もち,

清 代 新 ウ イ グノレ語(「 清 文 鑑 」 チ ュル ク語)よ りは 古 い特 徴 を示 す 言 語 で あ る

こ とが わ か った 。 しか し この言 語 が これ ら と系 統 的 に 直接 結 び合 え る か ど うか

(50)cf.P.104,註46。.
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は疑問である。

この言語は音韻,形 態,語 彙それぞれの面で種々言語の色々の特徴を包含し

てお り,当 時の中央アジアチ ュノレク語が如何に複雑 な環境下にあったかをよく

示している。そして,こ のような言語が後に整理され,現 在の東方チュルク語

(中央 アジアチュノレク語)に 発展していったことは確かである。

ここに掲載 した再構語彙が,チ ュル ク語研究,と りわけ東方チュル ク語史研

究にとって今後重要な資料 となることを疑わない。
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